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儀礼が維持する集団の歴史的記憶

―道光年間における祭祀者ダルハトの訴訟事件が反映する歴史観―

楊   海 英＊

Historical Memories of an Ethnic Community Preserved  
through a Ritual Tradition: Focusing on a Court Case Involving “Darqad”  

during the Dao Guang Era together with a Historical Analysis

Yang Haiying

　「スニト部のギルーン・バートル」（Sönid-ün Gilügün Baatur）という人物は，
13世紀のモンゴル・ハーン国時代に大いに活躍した，と年代記はそろって記
述する。スニトは 13世紀の『モンゴル秘史』にも見られる有名な部族の名称で
ある。ギルーンは名前で，バートルは「勇士」を意味する爵号である。ギルー
ン・バートルはまずチンギス・ハーンをまつる八白宮祭祀のなかでその存在が
認められる。祭祀者たち（Darqad）にチンギス・ハーンからの恩賜を配る儀礼
の場で，ギルーン・バートルの直系子孫を称する者がその祖先の功績に基づい
てチンギス・ハーンからの恩賜を拝受する。八白宮祭祀のなかで，ギルーン・
バートルはチンギス・ハーンに追随した「4人のバートル（勇士）」のひとりと
して位置づけられている。このような位置づけは 17世紀以降に書かれたモン
ゴルの年代記の記述とも一致する。
　つづいて 19世紀半ば頃の清朝道光年間にギルーン・バートルはもう一度登
場する。今度は八白宮の祭祀者ダルハトのひとり，ユムドルジ（Yümdorji）と
いう人物が，自らは 13世紀のギルーン・バートルの直系子孫で，代々八白宮
の祭祀者集団内のバートル（勇士）という職掌をつとめてきたと主張する。ユ
ムドルジは税金納入をめぐってオルドスの貴族たちと対立するが，シリンゴル
盟のスニト左旗の王公たちの支持をとりつけたため，ことを有利に運ぶ。スニ
ト左旗の王公たちとユムドルジは，13世紀のスニト部のギルーン・バートルは
ユムドルジの直接の祖先である，という共通した歴史的認識を有していたこと
から，ユムドルジを支持したのである。このように，ギルーン・バートルとい
う 13世紀に存在したとされる人物はチンギス・ハーンの八白宮祭祀のなかで
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その功績がずっと認められてきただけでなく，その子孫を称する人物も広く認
知されていた。モンゴルにとって，歴史あるいは歴史上の人物は決して過去の
ものではなく，現在を活きる存在であることが分かる。

There is a man’s name that appears several times in historic documents 
of Mongolia compiled at different times over many centuries. The name is 
Gilügün Baatur, and the man was from a tribe called Sönid. Sönid is men-
tioned in The Secret History of the Mongols, which was written in the 13th 
century. To be exact, “Gilügün” was, in fact, his name by birth, whereas 
“Baatur” was an acquired title meaning “brave warrior”. Amongst ancient 
records, the oldest reference to “Gilügün Baatur” is found in the description 
of the traditional ritual of “Eight White Tents”, which is dedicated to Genghis 
Khan. Part of the ritual is the reconstruction of a historic scene, in which offi-
ciating priests called “Darqad” in Mongolian are bestowed with royal gifts by 
Genghis Khan. Involved with this tradition is a direct descendant of Gilügün 
Baatur, who comes forward to receive the reward from Genghis Khan, thus 
being honoured on behalf of his ancestors for their devotion and allegiance to 
his lordship of supremacy. As these proceedings of “Eight White Tents” sug-
gest, Gilügün Baatur is defined as one of the leading followers of Genghis 
Khan, manifesting the values of heroic loyalty, and contributing to his lord-
ship’s historic expedition. As a matter of fact, this great warrior figure concurs 
with some expressions discovered in Mongolian chronicles from the 17th cen-
tury onward.

Following these precedents, the famous warrior appears once again in 
a manuscript written in the middle of the 19th century during the Dao Guang 
(道光) era of the Qing dynasty. Contained in this document is a statement by 
a man named Yümdorji, an officiating priest (Darqad), who claims that he is 
a legitimate direct descendant of Gilügün Baatur, the courage of whom was 
recorded in the 13th century archive, and that his family has been serving in 
the proceedings of “Eight White Tents” through generations, fulfilling the role 
of “Baatur”. Once Yümdorji was involved in a conflict with local aristocrats 
(Tayiji) in the Yeke Juu League (Ordos) in relation to an issue of tax pay-
ments. As soon as unequivocal support was extended, however, to Yümdorji 
by feudal lords of the Sönid East Banner in the Silingol League, the situation 
turned round entirely in his favour. The reason why the royals of the Sönid 
East Banner took the side of Yümdorji was that they acknowledged that he 
was the legitimate descendant of Gilügün Baatur from the ethnic group of 
Sönid during the 13th century. What is worth noting is that the man named 
Gilügün Baatur, who is believed to have existed during the 13th century, has 
always been honoured over many centuries in the tradition of “Eight White 
Tents”, the ritual to worship Genghis Khan, for his bravery and dedication. 
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Furthermore, this fact itself emphasizes that historic figures as well as history 
are not a mere representation of the past, but that they exist in the present, 
symbolizing the fundamental values of Mongolia.

1 はじめに―本論文の目的

　チンギス・ハーンを対象とした八白宮（Naiman Čaan Ordun）祭祀の研究は，歴史

を避けて通ることができない。それは，チンギス・ハーンが歴史上の人物であって，

その歴史的行為が祭祀にどのように反映されているのかを把握しなければならない

というだけではない。たとえば 17世紀に書かれたロブサンダンジンの『黄金史』の

ように，モンゴルの年代記には八白宮の起源をチンギス・ハーンの死去直後に求めて

いる記述があること（Lubsangdanjin 1990: 127b）を考慮すれば，現在までおよそ数百

年間にわたって祭祀活動が維持されてきたという認識自体，ひとつの歴史的な連続性

が理念的に構築されているといえよう。また，今日においても，祭祀者たち（Darqad）

は，彼らが伝統的と自認している手法に依拠しながら，「歴史的な事実」のリアルな

再現を目指して諸種の儀礼をおこなっている。このように，数百年間という時間的な

連続性と祭祀者たちの過去に関する集合的記憶，それに年代記や祭祀用文書等によっ

1 はじめに―本論文の目的
2 問題の所在と従来の研究
 2.1 問題の所在
 2.2 ダルハトの出自に関する従来の研究
3 八白宮祭祀におけるギルーン・バート
ル

 3.1 民族誌の描写と『金書』の記述
 3.2 軍神祭祀の編陣から見た年代記の記

述
 3.3 『金書』の編纂とギルーン・バート

ル
 3.4 チンギス・ハーンの死とギルーン・

バートル
4 八白宮の祭祀者とギルーン・バートル

―訴訟事件が語る歴史観

 4.1 事件の主要登場人物
 4.2 事件の背景―ダルハトの法的地位

の問題
 4.3 事件の経過
  4.3.1 事件当時の郡王旗
  4.3.2 事件の発端
  4.3.3 事件の真相
  4.3.4 ダルハトの地位をめぐる双方

の主張
 4.4 玉虫色の決着
5 おわりに―人類学的歴史研究の有効性
 5.1 儀礼が維持する歴史的認識
 5.2 「個人」と歴史の関係
 5.3 「個人」と歴史の現在性
付録―訴訟事件に関する主要文書
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て傍証しうる文字資料の存在が，チンギス・ハーンの八白宮祭祀の歴史的な性格をよ

り強固なものにしているのである。

　八白宮祭祀とその祭祀者集団の歴史的な変遷を追っていると，ひとりの人物名

が 2つの異なる時代に登場している現象が注目を引く。その人物はスニト部（Sönid 

ayima）出身のギルーン・バートル（Gilügen Baatur）である。ギルーンは本名で，

バートル（勇士）は爵号であろう。

　17世紀頃からのモンゴル語年代記に登場するこの人物をどう表記するかは，研究

者によって異なる。たとえばサガスターは Kilügenと表現している（Sagaster 1970: 

495-505）のに対し，Gilügenと転写する人もいる（De Rachewilts, Krueger and Ulaan 

1990: 69, 72, 80-81; 烏蘭  2000: 584-585, 588-589）。オルドスのモンゴル人，八白宮の祭

祀者のダルハトたちは，ギルーン，ギルグーダイ，ギョルグダイなどと発音するた

め，私は以前に Gölügedeiと表記した（楊 1998: 95, 107）。ギルーンにしても，ギル

グーダイあるいはギョルグダイ 1）にしても，語源の Gölügeはオオカミやイヌの仔を

意味する。

　ギルーン・バートルはまず 13世紀のモンゴル・ハーン国時代に現れる。チンギ

ス・ハーンの西夏征服に同行する。大ハーンがかの地で逝去した後は挽歌を吟唱し，

その遺骸をモンゴル高原に運びかえる際にも大きな役割を果たした。17世紀頃からの

年代記はそろってギルーン・バートルの上記の功績について述べている（表 1）。

　時代は下って 19世紀半ば清朝の道光年間に入る。今度は八白宮の祭祀者のひとり

がギルーン・バートルの末裔を名乗りでて，イケ・ジョー（伊克昭）盟郡王旗の支配

者札
ジャ

薩
サ ク

克などチンギス・ハーンの直系子孫たちが祭祀者から不当に徴税しようとして

いることを訴えたのである。訴えでた祭祀者はダルハン・バートル（Darqan Baatur）

の爵号を持つユムドルジ（Yümdorji）という人物である。自らがモンゴル・ハーン国

時代の功臣ギルーン・バートルの子孫である，という由緒正しい出自をユムドルジ

は全面に出して訴訟を起こした。ユムドルジはさらにシリンゴル盟スニト左旗に赴い

て自らの正統を主張し，清朝時代における「スニト部」を巻きこむかたちで，ギルー

ン・バートルとのつながりを強調し，ことを有利に進めた。シリンゴル盟スニト左旗

の王公たちもユムドルジがモンゴル・ハーン国時代のギルーン・バートルの子孫であ

ることを認めて事件に介入した。イケ・ジョー盟内部の貴族対庶民という些細な出来

事だと思いこんでいたオルドスの王公たちもスニト左旗の介入によって認識を改めな

ければならなかった。認識を逆転させたのはやはりギルーン・バートルという歴史上

の人物の存在である。こちらは，道光年間の公文書資料が伝えるギルーン・バートル
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である。

　このように時空間を超越して，ギルーン・バートルという人物がくりかえし年代

記や公文書，そして祭祀者たちの記憶に現れている。モンゴルの歴史上，ギルーン・

バートルが重要な存在であることを表していると見てもさしつかえなかろう。17世紀

頃からの年代記の作者たちが何故ギルーン・バートルについて描写したかは，本論文

の主題ではない。むしろ後者すなわち 19世紀道光年間において再びギルーン・バー

トルが登場するという現象に注目してみたい。モンゴル・ハーン国時代のギルーン・

バートルにしても，道光年間のユムドルジにしても，まず 2人ともバートルの爵号を

所持している点が共通している。祭祀者ユムドルジがギルーン・バートルの子孫を自

称している以上，ギルーン・バートルは八白宮祭祀とも何らかのかたちで関係してい

る可能性が高い。八白宮祭祀において，モンゴル・ハーン国時代のギルーン・バート

ルはどのように反映されているのか。そして，ユムドルジとギルーン・バートルをつ

ないでいる歴史認識がどのように表象されているのかを考察するのが，本論文の目的

である。

　本稿があつかうような歴史的な色彩のきわめて濃厚な祭祀や儀礼について，人類

学者はどのように観察してきたのであろうか。たとえば，エリアーデはかつて『永

遠回帰の神話』のなかで，儀礼分析の方法として，「祖型と反復」（archetypes and 

repetition）説を出している。それによると，「いずれの儀礼も，神的なモデル，祖型

を持つ」としたうえで，「未開人の間では，儀礼だけがこうした神話的モデルを有す

るのではなく，あらゆる人間の行為が神，英雄，もしくは祖先によって太初の時に

あたってなされた行為を，どの範囲まで正確に『くりかえす』かによって，その効力

が獲られるとされる事実」に注意しなければならないことを主張している（エリアー

デ 1970: 33-34）。エリアーデだけではない。その後レヴィ = ストロースも，歴史儀礼

もしくは記念儀礼は，神話時代の神聖祥福の雰囲気を再現するものであり，歴史儀

礼は過去を現在のなかに持ちこむものである，と指摘している（レヴィ = ストロース 

2000: 284）。周知のとおり，エリアーデの主たる関心は「古代文明群」と「伝承文化

民群」の固有の宗教史的価値の再発見にあったし，レヴィ = ストロースは人間の「家

畜化された状態」とは異なる「野生状態」の思考を探索し，歴史と弁証法との関係

について論じた時に上記のような立場を示したものである。以下では，「祖型の反復」

説とレヴィ = ストロースの仮説を射程におきながらモンゴルの歴史的儀礼をとりあげ

る。八白宮のような歴史的な性格の強い儀礼において，モンゴル人はどのように過去

を現在に「持ちこみ」，いかなる解釈を示していたのだろうか。本論文はこのような
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立場に基づいて年代記や古文書資料を用いて，清朝時代における八白宮の祭祀者たち

の歴史認識について，再構成を試みる。

　ここでまず本論文の構成について触れておこう。以下第 2章ではまず問題の所在を

示したうえ，従来の研究を総括する。つづく第 3章では現代の八白宮祭祀において，

13世紀のギルーン・バートルという人物が如何に表象され，かつそれが年代記とど

のように関連しているかを検討する。第 4章では清朝の道光年間に発生した祭祀者ダ

ルハトの訴訟事件をとりあげ，ギルーン・バートルの直系子孫を自称する人物の系統

認識を分析する。最後に第 5章ではモンゴルにおける儀礼と人びとの歴史認識との関

係について考察する。なお，本論文であつかうモンゴル語古文書資料はローマ字に転

写し，日本語訳をつけたうえ，付録として巻末に添付する。

2 問題の所在と従来の研究

2.1 問題の所在

　チンギス・ハーンの八白宮と軍神黒いスゥルデをまつる祭祀者集団を「五百戸の黄

色いダルハト」という。ダルハトは西と東（あるいは大と小）の二部に分かれ，西部

（大部）ダルハトは八白宮の祭祀を主催し，東部（小部）ダルハトは軍神黒いスゥルデ

をまつる。西部ダルハトの多くは『モンゴル秘史』に登場するモンゴルの有力な部族

集団の血統を引くが，東部ダルハトにはチンギス・ハーンの親衛部隊ゲシクの末裔を

名乗る者が多い。ダルハトのこのような組織にはモンゴルの政治原理が反映されてお

り，いわば一種の出自を超越した政治集団である（楊  1995: 31-32）。

　出自を超越した集団であるがゆえに，出自の政治性をより明確に示しておく必要が

常にダルハトたちに求められている。その際，自らの出自を特にチンギス・ハーン個

人と結びつけることによって，モンゴルにおける政治的な立場を維持してきたのであ

る。これは，ダルハトという祭祀者集団に付与された八白宮祭祀の政治構造の一側面

でもあった。

　では，祭祀者ダルハトとチンギス・ハーン個人とのつながりを示す強固な装置とし

て，何を挙げることができようか。まず考えられるのが，文字によって記された家系

譜であろう。たとえばナラソンとワンチュクらが公開した西部ダルハトの統率者とさ

れるボウルジ（Buurji）の家系譜は次のようにはじまる（Narasun and Wangču 1998: 

1140）。
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Temüjin suutu boda Činggis Qaan-u yisün örlüg tüsimed-ün aqamad Mongol-un erkim sayid čing 
kičiyeltü mergen tayisi külüg Buurji noyan bidan-u tulur ebüge: 
テムジンこと英明聖主チンギス・ハーンの九人の将軍の長，モンゴルの尊き幕僚，忠誠に
して聡明かつ深慮な太師，駿馬ボウルジ殿がわが鼎柱たる祖先である。

　上に示した家系譜（Narasun and Wangču 1998: 1140）の冒頭の文言は，ボウルジが

チンギス・ハーンの「九人の有能な将軍」のトップであったこと，「四駿」と称され

る 4人の功臣のひとりだったことを明記している。ボウルジ家の系譜はいつの時代か

ら編纂がはじまったは定かではない。チンギス・ハーン個人と強いつながりを持つモ

ンゴル・ハーン国時代の人物に一族の起源を求めている点から，歴史的な連続性を誇

示しようとしている意識がよみとれよう。上記家系譜を検討したところ，ボウルジ家

の子孫達のなかには，ダルハト集団内の「尊き 4つの爵号」（erkim dörben čolas）を

持っていた者が多く，実質上ダルハトの指導者でありつづけたことが分かる。

　ボウルジ家だけでなく，一般的にモンゴル人のあいだには一族の系譜を記憶し，祖

先の功績を家系譜に記録するという意識が強かった（楊  1996: 667-679）。祭祀者ダル

ハトの場合は一般の人びと以上に家系譜を重んじ，チンギス・ハーンとのつながりを

理念的に構築してきたのである。いうまでもなく，ダルハトたちが日常的に抱く，チ

ンギス・ハーンとの連帯意識には強烈な政治性が潜んでいる。本論文では清朝時代に

おいて，ダルハトたちのこのような出自認識が如何に表象され，それが時の為政者た

ちにどのように理解されていたかを検討する。

　清朝にとって，チンギス・ハーンをまつるダルハトとはどんな性質を持つ集団なの

か，その出自を再確認するような事件が道光年間（1821-1850）に相次いで発生した。

まずはダルハトの持つ「尊き 4つの爵号」であるタイシ（太師），タイポ（太保），ホ

ンジン（官人），ザイサン（宰相）は「朝廷の大号」にあたるとして，その使用を

禁止すべきだと主張された事件が道光 4（1824）年から道光 8（1828）年にかけて起き

た。内・外モンゴルの多くの王公たちの強い反対にあい，この事件は最終的には清朝

政府側が一旦出した爵号廃止令を撤回するかたちで収拾された（Qurča 1990: 94-105，

岡  2001: 4-8）。もうひとつは，本論文がとりあつかうダルハン・バートル・ユムドル

ジをめぐる訴訟事件である。東部ダルハトの一員であるユムドルジは，自身がチンギ

ス・ハーンの功臣のひとり，スニト部のギルーン・バートルの子孫であると称し，ダ

ルハトが本来所有していた租税免除の特権を再確認しようと動きだしたのである。前

回の爵号廃止事件と同様に，ユムドルジの訴訟もまたオルドス以外の王公を巻きこむ

事件に発展していった。
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　ユムドルジが何故スニト部のギルーン・バートルの子孫と称したのか。清朝時代

のスニト部の継承者たるシリンゴル盟のスニト旗がどのような反応を示したのか。こ

れらの問題は，スニト部のギルーン・バートルがチンギス・ハーン祭祀とどう関係す

るのか，との問題でもある。したがって，本論文ではまずチンギス・ハーン祭祀とギ

ルーン・バートルとの関わりを検証する。そのうえで，道光年間に発生したユムドル

ジ事件の真相を考証し，ユムドルジのようなダルハトたちの歴史認識を検討する。

2.2 ダルハトの出自に関する従来の研究

　ダルハトについて，中国内モンゴル自治区オルドスの民族学者サインジャラガル

とシャラルダイはその名著『黄金オルドの祭祀』（Altan Ordun-u Tayil-a）のなかで，

詳しく記述している。両氏はまず，ダルハトが西部（大部）と東部（小部）に分か

れ，その内部にゲシクと称する 18のグループが存在することを明記している。その

うえで，ダルハトの父系親族集団（obu）を列挙し，ダルハトはモンゴルの各部から

招集された集団であることを説明している（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 413-462）。

その後，私はサインジャラガルらの研究をふまえたうえで，私自身の実地調査で入

手した資料ともあわせて，ダルハトの社会構造について試論を呈示した。具体的に

は祭祀者集団の組織や夏季大祭の儀礼を分析することによって，ダルハトが出自を

超越した政治集団であることを明らかにした（楊  1995: 29-34）。ダルハトの組織につ

いては，ドイツ在住のモンゴル学者ホルチャバートルも同様の議論を展開している

（Qurčabaatur 1999: 45-62）。

　以上の諸研究はいずれもダルハトの組織編成の原理に注目している。ダルハトの

組織編成を研究することによってモンゴルにおける集団の統合と再編制の原理を抽出

しようと試みたものである。このほか，ダルハト集団内の個々の父系親族集団の実態

についての研究も見られる。たとえば，ナ・ホルチャはダルハト集団内のケレイト部

（Kereyid obu）の名称について興味深い報告をしている（Qurča 1991: 33-38）。ダルハ

ト集団内部において，個々の父系親族集団（obu）の成員がどのように自己を歴史と

結びつけて認識しているかについては，本研究が最初であろう。

　ダルハトの歴史認識といっても，それには複数の側面がある。複数の側面は事件の

複雑さ，認識の多様性を反映している。複数の側面と多様な認識，それに年代の幅も

広いことから，研究者たちも異なる角度からダルハトの出自に注目してきた。たとえ

ば，ドイツのサガスターは，スニト部のギルーン・バートルが詠みあげた有名な「チ

ンギス・ハーン挽歌」とチンギス・ハーン祭祀との関係に着目している。「チンギス・
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ハーン挽歌」のなかのチンギス・ハーンとゆかりのある「宮帳」（ordu qarsi），喇叭と

軍神スゥルデ（büriye sülde），妃たち（qatud）が後日，八白宮の神聖な遺品として反

映された可能性について論じている（Sagaster 1970: 495-505）。「チンギス・ハーン挽

歌」がとりあげている神聖な品々が後世の八白宮の遺品に反映されているならば，挽

歌そのものを詠みあげた人物が八白宮祭祀にどのように関わったかということが新た

な課題となってくるのも当然であろう。

　本論文は冒頭でチンギス・ハーンの功臣ボウルジの家系譜について言及した。ナ・

ホルチャも，ダルハト集団内におけるボウルジの子孫たちに注目している。ナ・ホ

ルチャはモンゴル語年代記の記述をもとに，チンギス・ハーンの第一の功臣ボウルジ

が八白宮祭祀の最初の主催者となっただけでなく，後世においてもダルハト集団内の

「尊き 4つの爵号」であるタイシ（太師），タイポ（太保），ホンジン（官人），ザイサ

ン（宰相）をも主としてボウルジの子孫が継承してきたことを述べている。また，こ

の「尊き 4つの爵号」が清朝の道光年間に一度廃止された後，再び承認された経緯に

ついても記述している（Qurča 1990: 94-105）。

　近年，歴史学の視点から八白宮祭祀に注目した研究も現れるようになった。岡は，

『チンギス・ハーンの八白宮』（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu, 1998）所収の文書

を「清代公文書資料」と位置づけたうえで，その資料を用いてチンギス・ハーン祭祀に

対する清朝の政策を検討した。盟旗制度下において，祭祀者ダルハトと貴族タイジ

との伝統的な関係がどのように表出したかに関心を寄せた。具体的には，道光，咸豊

年間のダルハトの帰属をめぐる訴訟事件，道光年間のダルハトの爵号廃止事件を分析

対象としている。その結果，清朝のチンギス・ハーン祭祀に対する態度は，きわめて

慎重であるとともに，矛盾にみちたものであったと指摘している（岡  2001: 1）。岡の

研究からチンギス・ハーン祭祀に関する歴史学者の強い関心を伺いしることができよ

う。

　以上のような従来の諸研究の特徴からも分かるように，八白宮祭祀とその祭祀者集

団ダルハトについて論考する際には，どうしてもダルハトたちが主張する「13世紀

のチンギス・ハーン時代」を想定せざるを得なくなる。とはいえ，13世紀の同時代資

料は少ない。資料の多くが後世のものである。そのため，資料運用の面では後世のモ

ンゴル語年代記をはじめ，公文書資料や祭祀用文書，それに現在おこなわれている儀

礼そのものに頼らなければならない。以下では，このような資料使用の原則に基づい

て，八白宮祭祀の草創期に活躍したとされるギルーン・バートルに焦点をあててみたい。
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3 八白宮祭祀におけるギルーン・バートル

　本章では八白宮の草創期において，祭祀活動に関わった人物，スニト部のギルー

ン・バートルをとりあげる。八白宮祭祀や年代記に登場するギルーン・バートルの人

物像を整理することによって，ダルハトの出自の一端を明らかにしたい。

3.1 民族誌の描写と『金書』の記述

　ここでまず『黄金オルドの祭祀』（Sayinjiral and Šaraldai 1983）の記述に沿って，

現在おこなわれているチンギス・ハーンの軍神黒いスゥルデ祭祀の一幕を見てみよ

う。この祭祀にはスニト部のギルーン・バートルの末裔が大切な役を演じている。

　軍神黒いスゥルデのもっとも重要な祭祀はダルハトたちが「13年に一度」と表現

する辰年の「血祭」である。陰暦 10月 5日におこなう「血祭」にはモンゴル人男性

のみが参加できる。いわゆる「血」とは，頭の黄色いヒツジの血と，背中に灰色の毛

があるヤギの血を乳酒にまぜたものである 2）（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 319）。

　儀礼は上記の血を飲むことで最高潮に到達する。供物のヤギが刺殺された後，祭

祀の進行係（gökügčin）が「スニト部のシベクチン氏族で，ロンホチンという骨を

持つグショーチ・バートルはいるか ?」（Sönid ayima-un Sibegčin obutai. Longqučin 

yasutai Qosiuči baatur bayinau?）と大声で号令を発する。グショーチとは「先鋒」を

指す言葉で，グショーチ・バートルは「先鋒たる勇士」の意味であろう。待機して

いたグショーチ・バートルが号令を聞いて応じると，また「こっちへ来い」と命じ

られる。グショーチ・バートル（先鋒勇士）は左腕を肩から露出し，右手に大刀を

持ち，左足で片足跳びをしながら登場する。進行係は血を指して「飲め」との指令を

出す。グショーチ・バートルは渡された血を飲み干す 3）（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 

322-323）。

　「血祭」は，敵を鎮圧する目的でおこなうものである，と祭祀者たちは解釈してい

る（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 311）。同様な「血祭」はオルドス地域のウーシン旗

にあったチャガン・スゥルデとオトク旗でまつられていたアラク・スゥルデにもあっ

た（楊 1999: 157-160; 2001: 105-107）。このような「血祭」は軍隊の出陣式の一環を彷

彿させる面があり，かつて生きた人間をスゥルデの生贄にしていたという記録もある

（Heissig 1959a: 41-46; 楊  1995: 48）。1911年から 1912年のあいだ，独立のために戦っ

ていたモンゴルの将帥たちは敵の心臓を摘出して軍旗に捧げていたことも（ハイシッ
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ヒ  2000: 132-136），軍神スゥルデの「血祭」と本質的には同様なものであろう。

　以上は主として現在の祭祀者ダルハトたちの証言に基づいて書かれた民族誌であ

る。その記述から分かることは，「血祭」において血を飲むなど重要な役を演じてい

る祭祀者はスニト部の出身とされていること，その祭祀者はグショーチ・バートル

（先鋒たる勇士）の爵号を持っていたこと，という 2点である。

　現在から遡って清朝の道光 17（1837）年 7月，軍神黒いスゥルデをまつる祭祀者の

2人，ダルハン・バートル爵のユムドルジとその弟，グショーチ・バートル（先鋒た

る勇士）のナヤンタイが突如訴訟を起こした。オルドスの郡王旗の支配者札
ジャ

薩
サ ク

克や貴

族タイジらがダルハトから税金を徴収しようとしたことに対抗するためである。彼ら

は上告文のなかで自らを「（軍神）スゥルデの御前にて鮮血を飲むバートル」（付録：

文書 1）と呼んでいる。そしてバートルたるダルハトの由来については次のように表

現している（付録：文書 1，3）。

Činggis ejen-ü emün-e

主君チンギスの御前にて
qar-a čilau metü yasutu. 
磐石のような硬骨を持ち
qar-a usun metü čisutu. 
海水の如き熱血を有し
qaril ügei sanaatu. 
衰えぬ意志を持ち
qaltural ügei joritu
動揺せぬ決意を保ち
qari tan yeke dayisun-du
悪敵どもに対し
qataujin yabuju
破竹の勢いで突進し
küčün-iyen öggügsen　
尽力してきた
Sönid-ün Gölügen Baatur-un ači
スニト部ギルーン・バートルの子孫
……

　上告文のなかのこのような表現から，道光年間において，軍神黒いスゥルデの「血

祭」において，血を飲む儀礼に携わっていた者は，スニト部の出身であったことが明

かである。先に紹介した現在の「スニト部のシベクチン氏族で，ロンホチンという骨

を持つグショーチ・バートル（先鋒たる勇士）」が道光年間のユムドルジの子孫かど
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うかは確認できていない。重要なのは，道光年間のダルハン・バートル・ユムドル

ジが現在の血を飲むダルハトと同じようにスニト部とのつながりを強調していること

である。その際，両者ともスニト部のギルーン・バートルを自分たちの祖先にしてい

る。では，スニト部のギルーン・バートルとは如何なる人物で，チンギス・ハーンの

八白宮祭祀にギルーン・バートルはどのように関わったのであろうか。

　まず，チンギス・ハーン祭祀の指針書，『金書』のなかの記述を見てみよう。八白

宮祭祀のなかで，陰暦 5月 15日におこなわれる「夏季大祭」がある。この際，儀礼

の一環として祭祀者ダルハトたちに「黄金の恩賜」（altan tügel）が分配される。「黄

金の恩賜」はチンギス・ハーンの英雄功臣たちの功績を表彰するため，その子孫たち

に下賜されるものである（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 103-194; 楊  1995: 30-31）。「恩

賜」を配る時，功臣たちの功績を称えた詩文が朗誦される。この詩文にはギルーン・

バートルも登場する。

　康煕 61（1722）年に書写された『金書』のなかに，「チンギス・ハーンの偉大な黄

金恩賜」（Činggis Qaan-u yeke altan tügel）という詩文が収録されている。ここでは，

ギルーン・バートルについて次のように描いている（楊  1998: 95）。

qara čilaun metü yasutu

盤石のような硬骨を持ち，
qara usu metü čisutu

海水の如き熱血を持ち，
qaril ügei sanaatu

衰えぬ意志を持ち，
qalturil ügei joritu

動揺せぬ決意を保ち，
qaratan dayisun-du qataučin yabuju küčüben öggügsen

敵陣に切りこんで力を捧げた
Sübegedei Baatur Sönid-ün Gölügedei Baatur, 

スゥベクダイ・バートル，スニト部のギルグダイ・バートル，
Čölgedei Baatur, Mangud-un Quldari4） Baatur

チョルグダイ・バートル，マングート部のホ（イ）ルダル・バートル，
baras metü jirüketü ede baatur-un（ür-e）bayu tügel

猛虎の如き心臓を持つこれらバートルたち（子孫）の恩賜。

　ここで，スニト部のギルーン（ギルグーダイ）・バートルはマングート部のホイル

ダルらとともにチンギス・ハーンの「4人のバートル」を構成している。道光年間に

ダルハン・バートルのユムドルジが上告した時に，『金書』のなかの文言を引用して
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いたことは明らかである。

　「黄金の恩賜」は決して無原則に乱発するものではない。ホルチャの研究によると，

「黄金の恩賜」をもらう資格のある人物は 69人で，この数字は『十善福白史』のな

かにある「ハーン主君の皇倉からの恩賜，浩蕩たる 69のヤム」（ejen qaan-u sang-un 

tügegel delgerenggüi-yin jiran yisün yamu）との表現と一致するという（Qurčabilig 1994: 

47）。『十善福白史』はフビライ・ハーンもその編纂に関わり，モンゴルの政治と宗教

のありかたを理論的に定めた書物であるとの認識があり（Liujinsüwe 1981: 3-8），厳

密な記述が要求される 5）。したがって，「黄金の恩賜」が与えられる 69人も，モンゴ

ルの政治的な判断によって厳選された者でなければならない。八白宮祭祀では，ギ

ルーン・バートルはチンギス・ハーンの「4人のバートル」のひとりとして位置づけ

られ，その功績が称えられている。ギルーン・バートルの子孫は，祖先の功績を恩賜

拝受のかたちで受けついでいる。

3.2 軍神祭祀の編陣から見た年代記の記述

　ギルーン・バートルとホイルダル・バートルらはチンギス・ハーンの「4人のバー

トル」のうちの 2人であったことを『金書』は描写している。後世において，ギルー

ン・バートルの子孫は八白宮祭祀の儀礼の場で，血を飲む役を担当していることにつ

いても述べた。では，血を飲む以外にどのような役割を果たしていたのであろうか。

つづいてチンギス・ハーンの軍神黒いスゥルデをまつる時，バートルを含む祭祀者た

ちの編陣（jisaal）を見てみよう。

　ダルハト特に東部ダルハトには，モンゴル・ハーン国時代の軍隊の組織が反映され

ているという（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 446-447）。モンゴル軍には「風馬の如き

威勢ある布陣」（čo kei mori-yin jisaal）と「吉祥の布陣」（belge-yin jisaal）という

二通りの布陣がある（図 1参照）。図 1から分かるように，行き先案内人（ajarčin）

につづくのがグショーチ・バートル（先鋒たる勇士）で，グショーチ・バートルの後

ろにはダルハン・バートル（ダルハンたる勇士）が陣取っている。つまり，グショー

チ・バートルとダルハン・バートルは一対となって軍の先鋒を構成していたという編

陣形式である。

　黒いスゥルデは，チンギス・ハーン自らが生前から崇敬し，まつっていた全モンゴ

ル軍の軍神である（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 280-281）。黒いスゥルデをまつる際

のダルハトたちの編陣形式が多少とも 13世紀におけるモンゴル軍の組織を反映して

いるとするならば，モンゴル・ハーン国時代の軍隊構成についての記録を検討する必
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図 1 八白宮の祭祀者ダルハトが再現するモンゴル・ハーン国の軍陣
 ※  Qurčabaatur（1999）を改変
 ① Qosiuči Baatur ② Darqan Baatur
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要があろう。モンゴル・ハーン国時代の軍隊内のギルーン・バートルについては，後

世の史料ではあるが，『蒙古源流』には興味深い記述が 2ヶ所ある。それはいずれも

チンギス・ハーンの軍事行動の項にある。

 その 1
tendeče učin dörben-iyen ji taulai jile Sartaul-dur morilan büküi-e: tedüi Sartaui-un Jalildun 
Sultan qaan Saari Tarbaatai-a utuju jolaqui-dur: Sönid-ün Gilügen Baatur: Mangud-un 
Quyildar Qosiuči qoyar uduridču čabčin: Jalildun Sultan qaan-i alaju: tabun muji sir-a Sartaul 
ulus-i erke-dür-iyen oruulbai❖ (Haenisch 1955: 35).
（チンギス・ハーンは）己卯年（1219）34歳の時，サルトールに出征した。サルトールの
ジャラルドン・スゥルタン・ハーンは，サーリ，タルバガタイの地で迎え討った。その時，
スニト部のギルーン・バートルとマングート部のホイルダル・グショーチの 2人が先陣を
きって突入し，ジャラルドン・スゥルタンを殺し，5つの藩地からなるサルトールを支配下
においた。

 その 2
döčin doluan-iyan uu luu jile morilasan-dur: Ambaai qaan arban tümen čerig-üd-iyen abču: 
Bayial mören-e utun irejü: urban qonu bayilduqui-a: ejen öbesüben terigülejü: Arlad-un Buarči 
noyan. Jalayir-un Muquli noyan: Sönid-ün Gilügen Baatur: Mangud-un Quyildar Qosiuči-tai: 
udurid-un oruju: yeke qarui bostal ülidken čabčuad: Ambaai qaan-i alaju. albatu ulus-i anu 
oruulju abubai❖ (Haenisch 1955: 36).
（チンギス・ハーンが）47歳の戊辰年に出征した時，アムバガイ・ハンが 10万の軍を率い
てバイカル・ムレンまで迎撃してきて，3日間戦った。主君（チンギス・ハーン）自ら先頭
にたち，アラルート部のボウルジ・ノヤン，ジャライル部のムカリ・ノヤン，スニト部の
ギルーン・バートル，マングート部のホイルダル・グショーチとともに切り殺し，大きな
屍体の山ができるほど戦った。アムバアイ・ハンを殺し，その部衆を征服した。

　以上のように，年代記のなかでもギルーンとホイルダルは一対となって登場して

いる。スニト部のギルーンはバートルの称号を持ち，一方のマングート部のホイルダ

ルにはグショーチ（先鋒）の称号がついている。このグショーチ（先鋒）をグショー

チ・バートル（先鋒勇士）の略称と見てもさしつかえなかろう 6）。スニト部のギルー

ンのバートル（勇士）という称号は，いつ誰から贈られたものかは不明である。上記

『蒙古源流』の記述を見る限り，ギルーン・バートルはかなり早い段階でチンギス・

ハーンに追随し，輝かしい戦功の持ち主であったことを，17世紀の年代記の作者サガ

ン・セチェンはいおうとしている。

3.3　『金書』の編纂とギルーン・バートル

　以上は八白宮祭祀の指針書である『金書』や年代記が伝えるスニト部のギルーン・
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バートルである。ギルーン・バートルは八白宮祭祀において「4人のバートル」のひ

とりとしてだけとりあげられているわけではない。『金書』そのものの編纂事業とも

関係している。

　『金書』には複数の種類がある。『金書』のうちの一種，「祈祷用ヒツジの卜い書」

（Sibsilgen qonin tölügen sudur）は，ギルーン・バートルが編纂したのではないかと見ら

れている。

　いわゆる「祈祷用のヒツジ」（sibsilgen qoni）はチンギス・ハーンの八白宮の春季

大祭の時に登場する。八白宮祭祀の最高責任者であるジノンが立会いのもとで，生

きたままの状態で肝臓と胆嚢を出される。その肝臓と胆嚢にはチンギス・ハーンか

らの啓示が記されているとされ，ダルハトたちがそれを読みとって卜いをおこなう

（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 157-159; 利光  1989: 36-46; Qurčabaatur and Üjüm-e 1991: 407- 

413; 楊  1998: 66-67; Hurcabaatur 1999: 135-144）。

　「祈祷用ヒツジの儀礼」は，秘密とされてきたことから，従来，ヒツジ卜いに関す

る情報は決して多くなかった。近年，オルドスの民族学者サインジャラガルはこの

「祈祷用ヒツジ」の卜いについて，きわめて貴重な写本が存在していることを伝えて

いる（Sayinjiral 1998）。このサインジャラガルは先に紹介した『黄金オルドの祭祀』

の著者のひとりでもある。

　「祈祷用ヒツジの卜い書」はサインジャラガルがオルドスのハンギン旗のトゥクル

ク・ソム（Tögürig sumu）に住むバトオチル（Batuwačir）という老人から入手したと

いう（Sayinjiral 1998: 80）。ただし，入手した時期等については明言していない。写

本の内容としては，天に祈祷し，祝詩を述べ，乳を振りまいてからヒツジの角，唇，

耳，舌の動きや屎尿を観察すること，また屠った後の血管，血液，胆嚢などを見る

など，およそ 30種類の卜い方法が記されているという（Sayinjiral 1998: 80）。かつ

てヨーロッパからの旅行者が，モンゴルの大ハーンが動物の内臓を用いて卜いをお

こなったとの情報ともあわせて考えると，ヒツジの内臓卜いこそ，モンゴルのもっ

とも古い占卜のひとつである，とサインジャラガルは主張している（Sayinjiral 1998: 

80）。

　その後サインジャラガルは手写本の内容を自身の新著『モンゴル族の祭祀文化』

（Mongul Takil-a）のなかで公表している（Sayinjiral 2001: 213-215）。その奥付は次

のようになっている。

Gümeli Mergen Jinung-un jakiy-a-bar erten-ü qaad-un tungasan Sonid-un Gilügen Baatur-un 
tölügen sudur qaučirasan-i köke luu jil-un jun-u ekin sar-a-yin sin-e-yin urban-du Sungči 
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Qarčaai sinedken bičibei: 

グムリ・メルゲン・ジノンの指示により，いにしえのハーンたちが書写したスニト部のギ
ルーン・バートルの卜いの書が古くなったため，甲辰年夏の最初之月（陰暦 4月）の 3日
に，（ダルハトの）スゥンチ職をつとめるハルジャガイが新たに書写した。

　グムリ・メルゲン・ジノンとはグンビリク・メルゲン・ジノンのことで，1506年に

生まれ，1532年にジノンの位を継承し，1550年に死去した人物である（Sayinjiral 1998: 

80）。文中の甲辰年は 1544年にあたる。「スニト部のギルーン・バートルの卜いの書」

という『金書』は，歴代のハーンたちによって書写がくりかえされていることから，

古くから伝わるものであろうとサインジャラガルは見ている（Sayinjiral 1998: 80）。

　サインジャラガルはさらにもうひとつの『金書』にも言及している。「聖主の祝詩

および尊き食べ物の作法の書」（Boda-yin irügel-ün yamu yosu jang üile-yin debter）とい

う『金書』である。もともとこの『金書』は 1909年 12月にモスタールト（Mostaert）

師がオルドスのジュンガル旗から収集したものである。セールイス師が整理したモス

タールト・コレクションのなかでは No.75の文書にあたる（Serruys 1975: 200）。その

後，セールイス師はこれを 2回に分けて 1982年と 1984年に発表している 7）（Serruys 

1982: 141-147; 1984: 29-62）。

　1985年，ホルチャバートルがこの「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」と

題する『金書』のゼロックス・コピーをイタリアのモンゴル学者キョードー（Chiodo）

女史から入手した。ホルチャバートルは八白宮祭祀の一儀礼，祈祷用ヒツジの内

臓卜いに関する研究にこの『金書』を活用している（Qurčabaatur and Üjüm-e 1991: 

407-413）。

　その後，私はホルチャバートルから同『金書』のゼロックス・コピーを借用し，そ

の内容について詳しく検討した（楊  1998: 26-29）。その結果，「聖主の祝詩および尊

き食べ物の作法の書」は次のような内容から構成されていることが分かった。

1）ジェースをあぶる書（ jegesü tögnekü sudur）

2）ヒツジが昇天する書（qoni manduqu sudur）

3）ジョタイ腸を浸す（儀礼に関する）書（ jotai singgegekü sudur）

4）ホトクを祝福する祝詩（qutu miliyaqu irügel）

5）招福儀礼の歌声（dalalan-u dau）

6）ヒツジ卜いの書（sibsilgen qonin-u sudur）

7）白い群れ祭の慣行（Čaan Sürüg-un jang üile）
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　以上 7つの部分からなる『金書』であるが，7番目の「白い群れ祭の慣行」を除け

ば，すべてが祈祷用ヒツジに関する内容となっている。つまり，いわゆる「聖主の祝

詩および尊き食べ物の作法の書」は，実際は祈祷用ヒツジを用いた占卜儀礼に関する

『金書』であったことははっきりしている。なお，この『金書』はホルチャバートル

と私（Čotu）が共同編集した『チンギス・ハーンの「金書」』に全文，影印の形で収

録されている 8）（Qurčabaatur and Čotu 2001: 41-61）。

　「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」という『金書』の第 6番目の内容す

なわち「ヒツジ占いに関する内容」が完了した箇所に，「大臣ギルーンが書いた書物

から創作した冊子なり（Gilügen sayid-un nomlasan-ača jokiyasan sudur bui）」とある

（楊 1998: 29; Qurčabaatur and Čotu 2001: 58）。サインジャラガルはこの一句を「大臣

ギルーンに起源し，創作した書（Gilügen sayid-un ulasan-ača jokiyasan sudur）」と解

読している（Sayinjiral 1998: 80）。

　「大臣ギルーンが書いた書物から創作した冊子」（楊 1998: 25）にせよ，「大臣ギ

ルーンに起源し，創作した書」（Sayinjiral 1998: 80）にせよ，この「大臣ギルーン」

（Gilügen sayid）がスニト部のギルーン・バートルであろうという推定に反論の余地

はない。となると，少なくとも現時点では，スニト部のギルーン・バートルと結び

つく『金書』は 2つあることが明白である。1544年に書写された「スニト部のギルー

ン・バートルの卜いの書」と，いわゆる「聖主の祝詩および尊き食べ物の作法の書」

である。両者とも祈祷用ヒツジの卜いに関する内容であり，ヒツジ卜いの『金書』

は，その成立と編纂をギルーン・バートルと結びつけていることから，スニト部のギ

ルーン・バートルと八白宮祭祀との関連性がますます高くなったことになろう。

3.4　チンギス・ハーンの死とギルーン・バートル

　ギルーン・バートルはチンギス・ハーンの死にもっとも身近で接触していた人物

であることを，17世紀頃からのモンゴル語年代記は記述している。八白宮祭祀はチ

ンギス・ハーンの死とともに出現し，少しずつ整備され，充実してきた（楊  2000: 

27-77）。ギルーン・バートルは『金書』の編纂事業とも関わっていることを『金書』

自体が伝えている。となると，ギルーン・バートルは八白宮祭祀の成立とも無関係で

はなかろう。

　モンゴルの諸年代記がギルーン・バートルについてどのように表記し，その主な

事跡として何を挙げているかを表 1にまとめた。各年代記に共通して見られるのは，

チンギス・ハーンの臨終の際のつきそいと，挽歌の吟唱である。ここで，『モンゴル
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秘史』や『黄金史』を中心に，その他の各年代記の記述を要約する形で，ギルーン・

バートルとチンギス・ハーンの最期との関連について述べたい。

　『モンゴル秘史』によると，1226年秋に西夏征服に出発したチンギス・ハーンは，

黄河南岸のアルブハ（現アルブス）山中でクランの巻狩をおこない，落馬にて健康を

害した（Eldentei and Ardajab 1986: 890）。西夏征服の途中，一向に回復しないチンギ

ス・ハーンにスニト部のギルーン・バートルは以下のように遺言を乞うた，と『黄金

史』は伝えている（Lubsangdanjin 1990: 126）。

……
örügüsün qočurusan Börtegeljin sečen qatun-tu činu: 

寡婦となって悲しむであろう賢妃ボルテルジンに，
önüčin qočurusan Ögedei terigüten köbegün-tür činu: 

孤児となって悲しむであろうオゴタイをはじめとする皇子たちに，
ködege ajar usun jiaju: 
荒野のなかの水源を見つけるが如く
ködel ajar jam jiaju ögkü ajiyamu
未知の地にあっては道を教えるが如く

　ギルーン・バートルの嘆願を聞いて，チンギス・ハーンは次のような最期の言葉を

残した（Lubsangdanjin 1990: 126）。

……
qas čilaun-tur arasun ügei
玉石には衣がない，
qatan tömür-tü darusun ügei
鉄鋼には表層がない，
qayiran törügsen beyen-dür möngke ügei
惜しむべくして生まれてきたこの身も永遠なる存在ではない。
qaril bučal ügei yabuju qataujin sedkigdün da ❖
たゆまず前進して努力するものだ。
jaun üile-yi üildün bötügebesü üile-yin oki
百の事跡を成し遂げたら，事の頂点といえよう。
ünen ügen-tür-iyen kürügsen kümün-ü sedkel beki: 

有言実行の人は意志も固い。
öčüken duran-iyar yabuju olan-lu-a joki: 

欲望を寡少にして大勢と協調するように。
……

　このようにいい残してチンギス・ハーンは逝去する。ここで，ギルーン・バート

ルは大ハーンから遺言を乞うことのできる立場にあったことが記されている。西夏
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征服も終了し，モンゴル軍は大ハーンの「黄金の遺体」（altan kegür）を馬車にのせ

て北のモンゴル高原を目指した際，ギルーン・バートルは次のような賛辞を述べた

（Lubsangdanjin 1990: 126）。

qaliqu qarčaai-yin jigür bolun odban či ejen minu: 
飛翔する鷹の羽となって逝ってしまった君，わが主よ。
qangginaqu tergen-ü tegegsi bolbau či ejen minu: 
ギーギーと音を立てて動く馬車の積み荷となった君，わが主よ。
……

　注目すべきは，ここではギルーン・バートルが褒め称えた（matarun）と表現し

ている（Lubsangdanjin 1990: 126）ことである。『蒙古源流』では，「泣いて称賛した」

（matan ukilar-un）となっている（Haenisch 1955: 41）。悲しみながらも，長旅の安全

と順調を祈る意味で，賛辞（mataal）を唱えたと理解できよう。この過程で，ギ

ルーン・バートルは祝詩師（irügelčin）の役を演じていたと理解できよう。

　ところが，大ハーンの「黄金の遺体」を運んだ馬車は黄河近くの泥沼にはまり，五

色の駿馬で牽いても動かず，全モンゴル軍は多大な悲しみに包まれた（Lubsangdanjin 

1990: 126-127）。それはモンゴルの葬送儀礼と関係があるからである。野辺送りの際，

遺体を運ぶ馬車等は目的地に到着する前に道中止まってはいけないという習慣があ

る。そのため，チンギス・ハーンをのせた馬車が動かなくなった時，モンゴル軍の

動揺は相当大きかったにちがいない。そこで再び登場したのがやはりスニト部のギ

ルーン・バートルである。彼は霊前において，かの有名な挽歌を詠みあげたのである

（Lubsangdanjin 1990: 126-127）。挽歌の吟唱が功を奏し，馬車はまた動きだす。それ

を見て，「あまねく人びとが安堵し，『大いなる地』（qan yeke ajar），かしこに（黄金

の遺体を）届けた」のである。「大いなる地」とは，チンギス・ハーン一族の歴代祖

先が眠る場所 9）を指す。

　話を再度モンゴルの葬送儀礼にもどそう。実際に野辺送りの時に遺体を運ぶ馬車

等が途中に止まらざるを得なかったら，遺族たちは死者が生前に使用していたもの

をその地に残すなどの儀礼をおこなわなければならない（楊 2000: 41-42）。年代記

のなかには，「着用していた内衣，（使用していた）宮帳，靴下をかの地に残して

まつった」（emüsügsen čamča, örgüge ger, oriyasun oyimasun-i tende ongulaba）とある 

（Lubsangdanjin 1990: 127）。ここでは ongulabaという言葉が使われている。この

ongulaqu（完了形 ongulaba）には，「埋める」，「埋めてまつる」などの意味がある。

したがっておそらくモンゴル軍も同様の儀礼を挙行しただろう。私は以前，ケシク
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トクトホらの学説（Kesigtotaqu 1999: 30）を検討しながら，ギルーン・バートルが

詠みあげた挽歌を分析した際に，馬車が泥沼にはまった黄河の沿岸に一種の「記念祭

殿」（Durasqal-un Ongun）のような施設が一時的に設置されていただろうと推定した

（楊  2000: 41-46）。となると，チンギス・ハーンの内衣や靴下，それに宮帳類を使用

しまつる設備を創った（ongulaba）際も，挽歌を詠みあげたギルーン・バートルが

先頭にたっていたと考えても不思議ではなかろう。

　以上，スニト部のギルーン・バートルがチンギス・ハーンの死と如何に関わってい

るかについて，年代記の記述を通して検討した。先に触れたように，黄河沿岸にあっ

たと思われる「記念祭殿」は何らかの形で八白宮と連動していた可能性が高いこと

を考えれば（楊  2000: 40-46），ギルーン・バートルは八白宮祭祀の起源とも無関係と

はいえないだろう。何よりも注目しなければならないのは，彼の挽歌吟唱という行為

が，馬車を動かした直接の原因であるように諸年代記がそろって記述していることで

ある。ギルーン・バートルをめぐる一連の記述が事実かどうかは別として，そのよう

に年代記に描かれるのに相応しい人物であったことは明らかである。ギルーン・バー

トルには詩文の吟唱力，祝詩の朗読力，そして葬送儀礼を運営できる能力がある，と

後世の年代記作者たちに広く認められていたのであろう。

　諸年代記の記述をもとに，スニト部のギルーン・バートルの人物像を次のように

整理できよう。チンギス・ハーン生前においては，信頼できる側近のひとりで，臨終

の際には遺言を乞うことができる立場にあった。そして大ハーンを対象とした葬送儀

礼のなかでも，出発時には祝詩を吟唱し，人びとが動揺に陥った時には挽歌を詠みあ

げて悲しみを和らげる詩人でもあった。そのため，遺品類を神聖化してまつるように

至るまでのプロセスのなかでも積極的に関わった人物であろう。これら一連のことか

ら，スニト部のギルーン・バートルは，当時のモンゴルの精神文化にも精通した人物

であったと位置づけることができよう。

　ギルーン・バートルについて述べている『黄金史』や『蒙古源流』などモンゴル語

の年代記はいずれも後世の著作であり，その事跡も伝承的な色彩が強い。年代記の作

者たちは執筆の際に文字資料も参照しただろうが，現在から見れば文字資料そのもの

の口伝的な要素が強い。『モンゴル秘史』をはじめ，そもそもモンゴル人は主として

口伝的な方法で自分たちの歴史を語ってきたのである。したがって，年代記作者たち

にとって，ギルーン・バートルは決して「伝承の人物」ではなくて，その当時まで連

続的に実在しつづけ，なお未来へ語りつぐに値する人物であったにちがいない。

　すでに何回も触れているように，『金書』は祭祀の指針書であり，八白宮祭祀の挙
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行は『金書』に依拠している。『金書』は年代記が記述する「歴史」を編纂したので

はなく，むしろ年代記の記述が『金書』の方針に合致しなければならないのであろ

う。そのため，『金書』が記すギルーン・バートルの功績，つまり八白宮祭祀におい

て公認されているギルーン・バートルの事跡は，いわばチンギス・ハーンが側近の

ギルーン・バートルについて下した人物評価のような性質を持つ。当然，サガン・セ

チェンのような年代記作者はギルーン・バートルの事跡をさらに具体化しなければな

らない。

4 八白宮の祭祀者とギルーン・バートル―訴訟事件が語る歴
史観

　以上，チンギス・ハーンの八白宮祭祀の創設に積極的に関わった人物ギルーン・

バートルについて，現在おこなわれている八白宮祭祀の実態と『金書』や年代記の記

述をもとに分析を試みた。チンギス・ハーンの有力な臣下たちの子孫と有名な部族出

身者からなる祭祀者ダルハトには，当然，ギルーン・バートルの子孫が含まれていて

もおかしくない。道光年間に至って，ギルーン・バートルの末裔を名乗る人物が，租

税の納付をめぐってオルドス左翼中旗（郡王旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克らと対立した。この事件は

オルドスにとどまらず，シリンゴル盟のスニト左旗をも巻きこんだ。祭祀者ダルハト

の出自認識について，モンゴルの王公たちの見方を改める結果をもたらした。

　本章では事件の全容を当時の公文書档案に基づいて再現する。これらの文書はナ

ラソン（Narasun）とワンチュク（Wangču）らが編輯した『チンギス・ハーンの八白

宮』（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu, 1998）に収録されている。道光 7（1837）年

7月 11日の文書からはじまり，道光 20（1840）年 7月 29日の文書を最後に，合計 12

通の文書が事件の全容を如実に語っている（付録参照）。文書の標題は以下のとおり

である。

 1. 副盟長より，チンギスの（ギルーン・）バートルの後裔ユムドルジが不服を申し

たてた件について，郡王旗の協理タイジ，グンチュクドルジに送った文書（道光

17年 7月 11日）。

 2. 盟長トゥドゥブスレンから，スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジら

の不服を解決するために公布した文書（道光 17年 7月 11日）。

 3. 郡王旗の協理タイジであるグンチュクらから，チンギスのギルーン・バートルの



国立民族学博物館研究報告　 28巻 1 号

62

後裔ユムドルジらが不平を訴え上告した件について，副盟長に呈した文書（道光

17年 10月 11日）。

 4. 貝子チャクドゥルスレンから，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジ

が不平を訴えたことについて，郡王旗に送った文書（道光 18年 10月 15日）。

 5. シリンゴル盟盟長，スニト左（旗）札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王チェウェンジャブから（届い

た），元スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジらが不服を申したてた

件についての問い合わせ文を，イケ・ジョー盟盟長から転送してきた文書（道光

19年 8月 3日）。

 6. 盟長から，スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジが不服を申したてた

件について，郡王旗衙門に調査を依頼した文書（道光 19年 8月 3日）。

 7. ジノンより，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジが不服を申したて

た件について，郡王エルキムベレクらに送った文書（道光 19年 9月 6日）。

 8. 盟長トゥドゥブスレンから，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジら

が不服を申したてた件について，貝子チャクドゥルスレン，協理タイジらに出し

た文書（道光 19年 10月 2日）。

 9. 盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジらが不服を申したて

た件を処理し報告するため，郡王の衙門に送った催促の文書（道光 20年 3月 11

日）。

10. 盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジらの不服申したてを

処理するため，郡王旗衙門に出した文書（道光 20年 7月 25日）。

11. イケ・ジョー盟盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジらの

不服申したてを処理した結果をシリンゴル盟盟長スニト左旗の郡王チェウェン

ジャブに知らせた文書（道光 20年 7月 29日）。

12. ダラト旗に送る（文書）（道光 20年 7月 29日）。

　上記文書をもとに，以下では事件発生の背景とトラブルの原因，また事件の推移と

その善後処理という順序で述べていく。

4.1　事件の主要登場人物

　事件の全容を理解しやすくするため，ここでまず主要な登場人物たちについて解

説する。事件における個々の人物の行動や態度については上記 12の文書に依拠して

いる。札
ジャ

薩
サ ク

克たちの事跡については主として『欽定外藩蒙古回部王公表伝』と『清
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史稿』に基づきながら，必要に応じて『オルドス文史資料（4）』（Odunčečeg 1987: 

189-213）とヘッケン・ヴァンの記述（Hecken Van 1972: 132-155）を参考したことを

断っておきたい。

　ユムドルジ（Yümdorji）―この人物はダルハン・バートル（Darqan Baatur）の

爵号を持ち，「五百戸の黄色いダルハト」の「小部」すなわちチンギス・ハーンの

軍神黒いスゥルデをまつる祭祀者である。すでに紹介したように，軍神黒いスゥ

ルデの祭祀に携わるバートルは，「スニト部出身でシベクチンという父系親族集団

（Sibegčin obo）に属し，そのヤス 10）（骨）はロンハチン（Longqučin）である」という

（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 322-323）。文書のなかでも，ユムドルジは常に「スニト

部のギルーン・バートルの末裔で，代々軍神黒いスゥルデをまつってきた」と自称し

ている。また，付録文書 3のなかで「札
ジャ

蘭
ラン

ユムドルジ」とあることから，彼には郡王

旗から札
ジャ

蘭
ラン

の称号が与えられている可能性が高い。同じくオルドスでまつられていた

アラク・スゥルデの祭祀者たちにも，旗から官職名を「名誉的な称号」として与えら

れていたことがある（楊  2001: 83）。

　ユムドルジの弟は，ナヤンタイ（Nayantai）といいグショーチ・バートル（Qosiuči 

Baatur，「先鋒たる勇士」）の爵号を持つ。文書のなかからユムドルジの息子 2人の

名前が確認できる。そのうちひとりはエンケダライ（Engkedalai）といい，貴族タイ

ジのトゥメンデレゲルの家に長期間滞在している。もうひとりはエンケダライの弟，

バルタイ（Bartai）である。バルタイは一時郡王旗衙門の写字生ビチェーチをつとめ

ていたが，家業が貧困に陥ったことを理由に，ビチェーチの職から退き父母のもと

で生計を立てていた。彼も札
ジャ

蘭
ラン

の称号を持っていたことが文書 3のなかで記されてい

る。

　ラシバルジョル（Rasibaljuur）―オルドス左翼中旗（郡王旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克である。

『欽定外藩蒙古回部王公表伝』巻之六・鄂爾多斯部項によると，彼は康煕 59（1720）年

に札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王を継承し，雍正 6（1728）年に死去したという。『オルドス文史資料

（4）』（Odunčečeg 1987: 195）とヘッケン・ヴァンも同じ情報を伝えている（Hecken 

Van 1972: 150）。

　郡王ラシバルジョルは在位中の雍正 2（1724）年 5月 10日にユムドルジの曽祖父ノ

ルブ（Norbu）にダルハン・バートルの爵号を授与し，代々租税の納付を免除する特権

を与えていることが付録文書 9から確認できる。彼はまた，八白宮祭祀を運営する最

高責任者ジノンをつとめていた（Narasun and Wangču 1998: 1139）。
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　トゥドゥブスレン（Tödübsereng）―オルドス右翼後旗（ハンギン旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克で

ある。『清史稿』藩部世表によると，彼は嘉慶 18（1813）年に札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子を継承

し，道光 21（1841）年に死去している（趙  1976: 8441-8442）。ヘッケン・ヴァンは

1812年に札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子になったという（Hecken Van 1972: 147）。ダルハン・バート

ルのユムドルジが訴訟を起こした時，トゥドゥブスレンはイケ・ジョー盟の盟長をつ

とめていた。

　ソノムラブジャイゲンドゥン（Sodnomrabjayigendün）―オルドス右翼中旗（オト

ク旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克である。『清史稿』藩部世表によると，彼は嘉慶 3（1798）年に多羅

貝勒を継承し，道光 18（1838）年に死去している（趙 1976: 8440-8441）。『オルドス

文史資料（4）』（Odunčečeg 1987: 198）とヘッケン・ヴァンも同じ情報を伝えている

（Hecken Van 1972: 140）。ユムドルジの訴訟事件が発生した当初，ソノムラブジャイ

ゲンドゥンは八白宮の祭祀活動を運営する最高責任者ジノンをつとめていた。

　チャクドゥルスレン（Čadursereng）―オルドス左翼前旗（ジュンガル旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克である。『清史稿』藩部世表ではチャクドゥルスレンは道光元（1821）年に札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子を継承し，咸豊 2（1852）年に死去しているとしている（趙  1976: 8447）。

ヘッケン・ヴァンも同様な情報を伝えている（Hecken Van 1972: 154）。

　道光 18（1838）年 10月 15日に書かれた付録文書 4から分かるように，ユムドルジ

が訴訟を起こした時，チャクドゥルスレンに一時副盟長への就任が予定していたらし

いが，何らかの原因で延期となった。その後，ジノンでオトク旗の札
ジャ

薩
サ ク

克ソノムラブ

ジャイゲンドゥンが 1838年に死去したのを受けて，チャクドゥルスレンがジノンに

任命されていることが，文書 7と 8から読みとることができる。また，『チンギス・

ハーンの八白宮』に収録されている歴代ジノンの就任順序を見れば，こちらもソノム

ラブジャイゲンドゥンの次にはチャクドゥルスレンがつとめていたことが記されてい

る（Narasun and Wangču 1998: 1140）。

　チャクドゥルスレンは副盟長にこそ就任しなかったものの，ジノンに任命されてい

るため，八白宮の祭祀活動を運営する立場から，事件を処理するプロセスのなかで重

要な役割を演じた。

　セレンデジド（Serengdejid）―オルドス右翼前末旗（ジャサク旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克であ

る。『清史稿』藩部世表によると，セレンデジドは嘉慶 22（1817）年札
ジャ

薩
サ ク

克を継承し，

道光 18（1838）年に死去したとしている（趙  1976: 8450-8451）。『オルドス文史資料

（4）』（Odunčečeg 1987: 211）とヘッケン・ヴァンも同じ情報を伝えている（Hecken 

Van 1972: 148）。
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　ジャサク旗は郡王旗の西に隣接し，地理的に近いことから，盟長トゥドゥブスレン

は最初ユムドルジの訴訟をこのセレンデジドに調査させたことがある。セレンデジド

は折衷案を出したものの，途中 1838年に死去したため，最終的には盟長自身が決断

しなければならなかった。

　トゥメンジラガル（Tümenjiral）―オルドス左翼中旗（郡王旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克であ

る。『清史稿』藩部世表では，彼は道光 11（1831）年に一等タイジの身分で札
ジャ

薩
サ ク

克

を継承し，道光 15（1835）年に札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王に昇格したと記している（趙  1976: 

8438-8439）。『清史稿』は彼の死去時期に触れていないが，ヘッケン・ヴァンらは

トゥメンジラガルの死去年代を道光 17（1837）年としている（Odunčečeg 1987: 196; 

Hecken Van 1972: 150）。本論文でとりあげる道光 17（1837）年 7月 11日に書かれた文

書 1では，「故王トゥメンジラガル」としていることから，トゥメンジラガルは 1837

年 7月以前に亡くなっていたことになろう。

　エルキムビリク（Erkimbilug）―オルドス左翼中旗（郡王旗）の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王

で，トゥメンジラガルの息子である。『清史稿』藩部世表では，彼を額
エ ル チ ム ビ リ ク

爾斎木畢里克

（Erčimbilig）と表現し，道光 17（1837）年に札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王を継承し，光緒 27（1901）

年に死去したとしている。『オルドス文史資料（4）』もエルチムビリクと表現してい

る（Odunčečeg 1987: 196）。

　文書 1（道光 17年 7月 11日）と文書 3（道光 17年 10月 11日）では，「故トゥメン

ジラガルの印務を署理する協理タイジ……」とあるが，道光 18年 10月 15日に書か

れた文書 4では「郡王エルキムビリク」と出ていることから，エルキムビリクが郡王

になったのは道光 17（1837）年 10月中旬以降のことと推察できよう。

　ユムドルジが上告をはじめたころ，郡王旗の実権は 2人の協理タイジに握られてい

たことが文書から読みとれる。ひとりはグンチュク（Göngču）で，もうひとりはグ

ンチュクドルジ（Göngčüdorji）である。

　ビルーンダライ（Biligündalai）―チンギス・ハーンの八白宮の祭祀活動に従事す

る「五百戸の黄色いダルハト」の最高責任者タイシ（太師）をつとめていた。タイシ

（太師）とはタイポ（太保），ホンジン（官人），ザイサン（宰相）と並んでダルハト

のなかの「尊き 4つの爵号」のひとつである（Qurča 1990: 94-105）。文書 3から分か

るように，ユムドルジが郡王旗と対立した事件のなかで，タイシ・ビルーンダライは

一貫して税金納入の義務がないと主張し，ダルハトの本来の権利を守りとおした。

　以上，さまざまな立場からユムドルジの上告事件に関わった主要な人物たちについ

て簡単に説明した。次に，実際に事件がどのように発生し，展開していったかについ
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て，文書資料に基づいて再現することにしたい。

4.2　事件の背景―ダルハトの法的地位の問題

　事件の背景には，清朝時代におけるダルハトの法的地位が明白ではなかったことが

考えられる。つまりダルハトとはどんな集団で，誰に管轄されるべきかについての清

朝政府側の認識がはっきりしていなかったのである。

　清朝時代以前，祭祀者ダルハトおよび彼らが維持していた八白宮は，常にジノンに

追随し（楊  2000: 44-45），特定の部（ayima）やオトクに属してはいなかった。ジノ

ンは右翼三万戸の統率者とされ，普段はオルドス万戸と一緒に生活していた。そのた

め，ダルハトたちもオルドス万戸と行動を共にしていた。

　北元時代において，ジノンは大ハーンにつぐ高位の者であった。ことに八白宮祭祀

との関連でいえば，ジノンは祭祀の時に大ハーンを代表して率先して諸種の儀礼をお

こなう者であった（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 429）。このことは『金書』のなかの

諸種の法規を集めた「イケ・アルバ」からも確認できる。つまり，祭祀を運営する立

場においてのみ，ダルハトのシャラルダイらはジノンを「ダルハトを管理する最高の

官人」と認めている（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 425）。ただし，この記述はダルハ

ト集団がジノン個人の属民であることをまったく意味しないものである。

　清朝の成立にともない，ジノンは右翼三万戸を統轄する「副ハーン」同様の地位か

ら転落した。そのため，八白宮の祭祀活動を運営する長たるジノンは，もっぱらオル

ドス七旗の札
ジャ

薩
サ ク

克のひとりが担当することになった。このようなジノンは盟長によっ

て任命されるが，盟長自身が兼任することもあった。

　歴史学者の岡は，『理藩院則例』「道光朝・巻六・設官」にあるダルハトに関する条

文を満洲語から次のように訳している（岡  2001: 3-4）。

　イヘ・ゾーの境内に昔からチンギス・ハンの陵寝がある。オルドスの七旗には，昔から
陵寝を守護し祭祀する事務を担い処理するダルハト 500戸が設けられ，毎年約 500両の銀
両を供出し，修理や祭祀に用いる。これらの民を，所轄の王等に管理させないようにせよ。
所轄盟の中から有能なザサグを一人選び，特に命じて弾圧管理させよ。（以下略）

　上記条文について，岡は次のように分析している。「清朝のモンゴル法制における

ダルハドの地位はかなり曖昧なものである。……（中略）このような曖昧な関係から，

オルドス側にはダルハドに対する管轄権限を既成事実とする認識が存在したようで

あり，両者の関係に何らかの問題が生じた場合，紛糾の原因にもなったものと思われ

る」，という（岡  2001: 4）。
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　岡が分析に用いたのは道光朝の条文であるが，本論文所収の付録文書 10には次

のような文言がある。「盟長衙門にある比丁档冊を調べたところ，乾隆 16年から道

光 15年まで 3年に一度比丁を行い理藩院に報告していた档冊にも，ユムドルジらが

代々章京ラブジャイのソムのタイジ，トゥメンデレゲルの属民アルバトであったこと

は明かである」とある。このことから見れば，遅くとも乾隆年間には，オルドスの郡

王旗の札
ジャ

薩
サ ク

克側が勝手にダルハトを分割し，誰それ貴族タイジの属民アルバトに編入

されていた可能性がある。札
ジャ

薩
サ ク

克側のこのような無断分割案はとうていダルハト側の

同意が得られたとは考えにくいため，単なる書類上の登録であったかもしれない。そ

れでも報告を受けていたはずの理藩院が何ら反応を示さなかったのも，あらためて清

朝政府の曖昧な態度を浮きぼりにしていることになろう。

　清朝政府が明白な政策をうちださないなかで，道光 4（1824）年に至って，ダルハ

トをめぐって一大事件が起きた。いわゆる「道光年間の爵号廃止」事件である。この

事件についてはナ・ホルチャ（Qurča 1990: 94-105）や岡（2001）らによる研究があ

る。事件は本論文でとりあげるユムドルジの訴訟事件とも本質的に関連していること

から，ここでは主として岡の研究から「爵号廃止」事件の概要を紹介しておきたい。

　道光 4（1824）年，帰綏道と神木理藩院章京らがオルドスで起きたダルハトの民事

事件の審理を契機に，「ダルハドが元来設置しているタイシ，タイポ，ザイサン，ホ

ンジンという称号は，およそ例規に適わない」と称して理藩院に報告した。タイシ

（太師）やタイポ（太保）などは清朝においても皇帝から大臣らに下賜される称号で，

ダルハトがこれを用いるのは皇帝の専権事項を犯したことになるとの意見である。道

光皇帝も理藩院からの上奏に沿って，称号の廃止を命じたのである（岡  2001: 4-5）。

　道光皇帝の命令にオルドスの一部の王公も呼応したが，ダルハトの最たる責任者

ビルーンダライらは受け入れられないとの立場を鮮明にし，内外 10盟の王公たちに

理藩院からの命令の不合理を訴えたのである。それに応えるように，道光 8（1828）

年に入って，ハルハのセチェン・ハン，ジャサクト・ハン，ハラチン王らをはじめと

する 10盟の王公たちが連名で，ダルハトの称号を回復するように理藩院に願い出た

のである。清朝政府内でも激しい議論を経て，道光皇帝からついに次のような諭旨が

下された。「チンギス・ハーンの墓廟を守護するモンゴル人は年久しい。この件のタ

イシ等の空号は，昔からこのように伝承されてきた。せいぜいモンゴル人の旧習にす

ぎず……（中略）直ちに恩を施して，セツェン・ハン・アルタシド等が請うた通りに，

これらの祭祀の事務を統轄するタイシ・タイボー・ザイサン・ホンジンの空号をすべ

て同様に回復させるように」と内外 10盟に伝達された（岡  2001: 7-8）。
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　元朝時代から継承されてきたダルハトの「尊き 4つの爵号」も，最終的には「モン

ゴル人の旧習を表した空号」にすぎないと位置づけられて解決した。これは，清朝政

府が面子を保つためにうちだした解決策でしかない。岡の指摘通り，道光朝において

は，八白宮祭祀の政治的な一面に清朝は鈍感になっていた。大ハーンを失っていたモ

ンゴル側は，ダルハトの爵号事件で久々に，政治的な結束を演出できたのである（岡 

2001: 2）。

　ダルハト側が正当な位置づけを獲得したものの，彼らを自らの利権範囲内に組みこ

もうとする動きはその後もつづいた。爵号事件がおちついてまもなく，ユムドルジの

事件が出てきたのである。

4.3　事件の経過

4.3.1　事件当時の郡王旗

　チンギス・ハーンの八白宮とその祭祀者ダルハトたちは，常にジノンにしたがって

移動していたことはすでに述べた。清朝が成立する以前，八白宮はかなり長いあいだ

黄河の南岸にある広慧寺（Wang-un ool-un juu）の近くに置かれていた。広慧寺はジ

ノンの駐営地だった。その後，地理的にはほぼオルドスの中央に位置する郡王旗に移

転されるが，これはオルドス・モンゴルが後金国の統治を受け入れ，旗制度が導入さ

れた時に，ジノンが郡王旗の初代札
ジャ

薩
サ ク

克に任命されたためであろう。以降，ジノンは

必ずしも郡王旗の札
ジャ

薩
サ ク

克が担当するものではなくなり，オルドス七旗の札
ジャ

薩
サ ク

克から選

出されるようになる。しかし，郡王旗以外の札
ジャ

薩
サ ク

克がジノンになったとしても，八白

宮と祭祀者ダルハトはずっと他旗に移ることはなく郡王旗に駐営したままであった。

ダルハトたちの居住地が郡王旗内に限定されたことから，郡王旗内の貴族タイジたち

のなかには，彼らを自分の属民アルバトとみなしたり，無断で属民アルバトとして登

録したりする者もいたであろう。

　郡王ラシバルジョルは，八白宮祭祀の最高責任者ジノンでもあった。ジノン・ラシ

バルジョルは「尊事に携わる使者たちは，永遠に駅馬と糧食供出を免除せよ」との旨

の印璽つきの信任状を雍正 2（1724）年 5月 10日にノルブという人物に配布していた。

ラシバルジョルと軍神黒いスゥルデの祭祀者でダルハン・バートルの称号を持つノ

ルブとのあいだで，一種の共通認識があっただろう。つまりダルハン・バートル・ノ

ルブは往時において，チンギス・ハーンの霊前で挽歌を詠みあげ，八白宮の祭祀活動

の創設に関わったスニト部のギルーン・バートルの子孫である，と認められていたの
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ではないか。信任状の配布は新たに任命することを意味せず，あくまでもダルハン・

バートル・ノルブの地位を再確認する行為であったにすぎない。

　ラシバルジョルの長兄で郡王サグワ（Saba）と父の郡王トンロブ（Tongrub）もジ

ノンであった。ラシバルジョルの死後，郡王位は再びトンロブの長男サグワ家にも

どり，サグワの長男ジャミヤン（Jamiyang）が郡王となる。ジャミヤン郡王もその息

子チェリンドルジ（Čeringdorji）郡王ともジノンであったことが，『チンギス・ハー

ンの八白宮』から確認できる（Narasun and Wangču 1998: 1139-1140）。このことは

チンギス・ハーン祭祀の指針書たる『金書』の記述とも一致する（楊  1998: 120-122; 

Qurčabaatur and Čotu 2001: 216-228）。清朝時代を通して全部で約 17名のジノン

が『チンギス・ハーンの八白宮』に列挙されているが（Narasun and Wangču 1998: 

1139-1140），そのうち 11名は郡王旗の札
ジャ

薩
サ ク

克が就任している。ジノンを特定の王公

家が世襲してはならないというのは建前で，少なくとも乾隆年間のチェリンドルジ・

ジノンまでは，郡王旗王家からジノンの称号を他所へ渡していないのが事実である。

おそらくこのようなこともあって，郡王旗の貴族タイジたちは，自分たちとダルハト

とのつながりは他所よりも強いと認識するようになったかもしれない。

　貴族タイジとダルハトとの関係に変化が生じたことは，当時の郡王旗内の政治情勢

とも無関係ではなかろう。「ダルハトの爵号廃止事件」を知る立場にあったバウード

ルジ札
ジャ

薩
サ ク

克はすでに道光 11（1831）年に罪によって札
ジャ

薩
サ ク

克の位を剥奪されていた。同

じ年にバウードルジの息子トゥメンジラガルは一等タイジの身分で札
ジャ

薩
サ ク

克を継承する

が，やがて道光 17（1837）年に死去してしまう。その父親のバウードルジも翌年に亡

くなる。後を継いだのはバウードルジの孫で，トゥメンジラガルの息子エルキムビリ

クである（趙  1976: 8438-8439）。相次ぐ札
ジャ

薩
サ ク

克の死去によって，当時の郡王旗には先

の道光 4年から道光 8年にかけて一大事件となったダルハトの「爵号廃止事件」の重

大さを認識していた有力な支配者がいなかったのかもしれない。つまり，ユムドルジ

が上告していたころ，郡王旗は札
ジャ

薩
サ ク

克トゥメンジラガルが死去したばかりで，その息

子のエルキムビリクが幼少で，郡王位継承がいまだに実現していない時期だった。前

任札
ジャ

薩
サ ク

克トゥメンジラガルの在位年数が短く，協理タイジ 2人が護印し，旗務を補

佐していたため，ダルハトの法的地位を十分理解していた人物もいなかったのであろ

う。さらにこの時点で，ジノンの称号が他旗に移り，郡王旗の政治的な没落とも無関

係ではなかろう。
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4.3.2　事件の発端

　郡王旗に住むダルハトのダルハン・バートル・ユムドルジ一族は，スニト部のギ

ルーン・バートルの後裔だと自己認識していた。ギルーン・バートルを輩出したス

ニト部が，清朝時代にシリンゴル盟に編入されていたこともユムドルジは把握して

いた。それは，ダルハトたちがチンギス・ハーンの肖像画や軍神黒いスゥルデの分身

を携えてモンゴル各地を巡回していた経験から（楊  1995: 48-49），モンゴル各部の状

況についても的確な情報を有していたのであろう。そのため，いざ王公札
ジャ

薩
サ ク

克を巻き

こんだ事件が発生すると，彼は早速自らの祖先の出身部族のところへ赴いて訴えたの

である。付録文書 5には，ユムドルジの訴えを受理したスニト左旗の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王

チェウェンジャブが，シリンゴル盟盟長の立場から，イケ・ジョー盟盟長あてに書い

た書簡が転録されている。それによると，郡王旗内にはスニト部に出自を持つダルハ

トが全部で 28戸あるという。これらのダルハトたちをいつのまにか章京ラブジャイ，

バヤジホ，マシジラガルらのソム内に住む貴族タイジのタクスゥルル，ラシニマ，ブ

ケレー，ジクミドらの属民アルバトに編入されていたことに対して強い不満を顕わに

している。付録文書 3から分かるように，ユムドルジはラブジャイのソムに，弟のナ

ヤンタイはバヤジホのソムにそれぞれ属していた。ラブジャイのソムのなかでも，ユ

ムドルジはタイジ・トゥメンデレゲルの「随丁たるアルバト」（qamjil-a-yin albatu）

であったことが付録文書 10に記されている。清朝時代の一般的な身分制度から見れ

ば，タイジ・トゥメンデレゲルはユムドルジの直接の主人にあたる。ユムドルジは直

属の主人個人に対し，租税の義務を負うことになる（田山  1954: 170）。

　事件発生のおもてむきの原因は，租税の納付にあるように双方が主張している。

付録文書 3のなかで，タイジで札
ジャ

蘭
ラン

アディヤは租税徴収について詳しく証言してい

る。それによると，ユムドルジから毎年銀 10両を銅貨 11,000枚に換算して，租税と

して徴収していたという。ただし，いつから徴収しはじめたかは不明である。雍正 2

（1724）年 5月 10日にユムドルジの曽祖父ノルブに配布された，駅馬や糧食の供出を

免ずる旨の信任状がどこかの時点で効力を失っていたようである。これには先に述べ

た郡王旗における札
ジャ

薩
サ ク

克の相次ぐ交替，貴族タイジたちのダルハトに対する見方の変

化とも無関係ではなかろう。また，ユムドルジ自身も旗から札
ジャ

蘭
ラン

という名誉的な称号

をもらったり，その息子バルタイは旗の写字生ビチェーチを担当したりしていること

を見れば，曽祖父ノルブの代からユムドルジに至るまで，この一族と郡王旗札
ジャ

薩
サ ク

克家

との関係は概して良好かつ親密であったと判断できよう。ユムドルジは本来ダルハト
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の身分で，チンギス・ハーンの八白宮祭祀以外に一切の公務への関わりを禁じられて

いるはずである。にもかかわらず，彼はまた郡王旗の軍用馬群やラクダも管理してい

たこと（付録文書 9）も，旗衙門との親交ぶりを示していると理解できよう。ユムド

ルジが「旗とソムの定めたアルバや租税に対しても，できるだけ馬や牛を献上して努

力してきた」（付録文書 3）ことも，別の側面からユムドルジの旗衙門に対する熱心

な態度を表していると読みとれよう。

　そのようなユムドルジはなぜ，「いつしか疲弊したため，奴才は今後輝かしい（軍

神）スゥルデの御前で鮮血を飲んでつとめるか，さもなければ旗とソムのアルバを支

払うために生きるか」（付録文書 3）と主張するようになったのだろうか。また，そ

の息子のバルタイも「家が貧しいことから再びビチェーチの職にあたらず，父母のも

とで生計維持にはげむ」（文書 3）ようになったのだろうか。

4.3.3 事件の真相

　私はユムドルジの家計は決して苦しくなかったと見ている。ダルハトは祭祀用の費

用を求めてモンゴル各地を歩き，収集してきた家畜や銀両の一部を生活に充てる。ユ

ムドルジはさらに旗の軍用馬群やラクダも放牧していたことから，一般のモンゴル人

よりもはるかに豊かな生活を送っていた可能性が高い。さらに，当時衙門の写字生ビ

チェーチなど中・下級の役人や使用人には何ら報酬はなかった。衙門での勤務期間中

の食糧も自己負担であったことは，清朝時代からの慣習である。ある程度裕福な家計

でないと，実際にはつとまらない職であった。

　では，トラブルの本当の原因はどこにあるのだろうか。私はユムドルジと貴族のタ

イジ・トゥメンデレゲルとの人間関係に事件の直接の原因が隠されているのではない

かと推定している。

　ユムドルジに何人息子がいたかは不明である。旗衙門の写字生ビチェーチをつと

めていたバルタイとその兄のエンケダライの少なくとも 2人いたのは間違いない。問

題はこのエンケダライの存在である。エンケダライは何らかの理由で，貴族タイジの

トゥメンデレゲルの家に長期間滞在していた。すでに触れたように，トゥメンデレゲ

ルとその祖先は，一方的ではあるが，乾隆 16（1751）年から代々ユムドルジ一族の主

人とされてきた家系である（付録文書 10）。

　エンケダライについて，父親のユムドルジはジャサク旗の札
ジャ

薩
サ ク

克一等タイジ・セレ

ンデジドに次のように述べている（付録文書 3）。
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タイジ・トゥメンデレゲルの家にいる息子エンケダライに私が会いに行ったら，タイジ・
ラシニマと出会ったのは事実である。私は（トゥメンデレゲルの家に）行って何ひとつ悪
いことをしていない。

また，エンケダライの弟で，バルタイは以下のように説明している（付録文書 3）。

私が兄のエンケダライに会おうとしてタイジ・トゥメンデレゲルの家に行った時も，悪い
ことは何ひとつしていない。

　これに対し，タイジ・ラシニマと札
ジャ

蘭
ラン

バトムンケらは別のことを主張している（付

録文書 3）。

札
ジャ

蘭
ラン

ユムドルジがタイジ・トゥメンデレゲルの家に近くまで行っていたのは，何かを企ん
でいたかもしれない。

　以上，三者からの証言を集めたうえで，オルドス右翼前末旗の札
ジャ

薩
サ ク

克セレンデジド

は次のような処理案を出している（付録文書 3）。その後の展開のなかでも，セレン

デジドの処理案が基本的に踏襲されたと推定される。

 タイジ・トゥメンデレゲルはユムドルジの息子エンケダライを（自分の）家にとどめて
おき，その両親に孝行できなくなった。そのため，父のユムドルジと弟のバルタイはエン
ケダライが懐かしくなって行ってみたら，かえってエンケダライを会わせなかった。そこ
で，ユムドルジは悲しくなり，どうしても会いたいといつづけただけで，何ひとつ悪いこ
とはしていない。それなのにタイジ・ラシニマがあいだに入って扇動し，ユムドルジが何
かを企んで居座っている，と報告した。それを見れば，タイジ・ラシニマは悪意からタイ
ジ・トゥメンデレゲルと庶民ユムドルジの仲を離間させ，騒ぎを起こしたことははっきり
している。

　以上，三者の主張と札
ジャ

薩
サ ク

克からの裁断から読みとれるのは，ダルハトのユムドルジ

とタイジ・トゥメンデレゲルが，ユムドルジの息子エンケダライをめぐって激しく対

立していたということである。考えられるのは，タイジ・トゥメンデレゲルに男子が

なく，ユムドルジの息子エンケダライを養子か婿養子にしようとして長期間にわたっ

て自分の家にとどめていたということであろう。ユムドルジが誇り高きダルハトの身

分であったこと，家業が決して貧困ではなかったことから，ユムドルジの息子エンケ

ダライを貴族トゥメンデレゲルが単なる使用人，下僕として家にとどめていたとは考

えられない。ユムドルジに息子が 2人いる以上，最低ひとりをダルハトに任命すれば

法的には問題ない。もうひとりを養子に出すことも可能である。
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　さらに想像するならば，おそらくエンケダライが小さかったころから，タイジ・

トゥメンデレゲルの家で生活していたのではないか。エンケダライを貴族タイジとし

て育てあげるためには，ダルハトの父ユムドルジへの思いを絶たせる必要がある，と

タイジ・トゥメンデレゲルが工夫していたのかもしれない。

　以上のような推測を前提に考えると，おそらくタイジ・トゥメンデレゲルの思惑

が，ユムドルジにとっては次第に受け入れられないことになっていった可能性が出て

くる。ユムドルジも多分最初のころは，息子エンケダライがタイジ・トゥメンデレゲ

ルの家に滞在することを反対しなかったのではないか。会いに行っても会わせなかっ

たことから，悲しくなっていつづけたにちがいない。それをタイジ・ラシニマは，ユ

ムドルジが息子エンケダライを連れて帰ろうとしている，と拡大解釈をしたものと見

られる。タイジ・ラシニマとタイジ・トゥメンデレゲルの関係は不明であるが，同じ

く貴族タイジの身分で自分たちの立場を守ろうとしていたことだけははっきりしてい

る。

　いろんな思惑からエンケダライを本当の父親ユムドルジに会わせようとしなかった

際，タイジ・トゥメンデレゲルは多分，ユムドルジを単なる「随丁たる庶民」と見下

し，その態度が逆にユムドルジの系統意識を喚起させたのではないか。スニト部のギ

ルーン・バートルの子孫であるという名誉ある出自，郡王旗の札
ジャ

薩
サ ク

克でジノンでも

あったラシバルジョル王から曽祖父ノルブに配布された信任状の存在，そして自らも

ダルハン・バートルを継承しているダルハトであるという誇りから，貴族タイジたち

への不満が一気に頂点に達したのであろう。それでも，息子をめぐるタイジとの対立

は決して上告の理由にならないことをユムドルジは十分承知していた。彼は旗政に熱

心で札
ジャ

蘭
ラン

の称号をもらい，馬や牛を税金として献上していた姿勢を転換し，雍正 2年

に配布された信任状を持ち出して抵抗をはじめたのである。

　ユムドルジが租税納付を拒否できたのは，ひとりの強力な支持者が背後にいたから

であろう。それはダルハトの責任者で，タイシ（太師）・ビルーンダライの存在であ

る。前に述べたように，タイシ（太師）・ビルーンダライは道光 4年から道光 8年に

かけて発生した「ダルハトの爵号廃止事件」の際，先頭に立って抵抗していた人物で

ある。「ダルハトは如何なる札
ジャ

薩
サ ク

克の管理も受けず，一切の租税を納付しないで，た

だチンギス・ハーン祭祀に専念することを義務とする」法的な位置づけを再確認し

た有力者である。そのタイシ（太師）がユムドルジの苦悩を無視するわけにはいかな

かった。札
ジャ

薩
サ ク

克一等タイジ・セレンデジドが提示した「（ユムドルジは）状況を見て

毎年（銀）3両の租税を旗のアルバ類に充てる」との折衷案も一蹴した。「ユムドルジ
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はただひとつ，スゥルデの御前にてバートル（勇士）としての義務を果たす以外，旗

とソムに（銀）3両のアルバも支払わない」と旗衙門等に伝えていたのである。ユム

ドルジがシリンゴル盟に訴えていたこと，つまりより多くの王公たちに事件の真相を

知らせようとする手法も，タイシ（太師）ビルーンダライから暗示されたものであろ

う。

　このように，一連の事件はダルハトのユムドルジとタイジ・トゥメンデレゲルとの

個人的な対立から，租税納付の拒否という公的な問題へと発展していったのである。

タイジとの対立の原因は，ダルハトを「随丁たる庶民」とみなしたことにも原因があ

ろう。そして，ダルハトの最たる責任者ビルーンダライは再びダルハトの合法的な地

位を守るために，ユムドルジを強く支持していたのである。

4.3.4　ダルハトの地位をめぐる双方の主張

　人間関係をめぐるタイジとの対立から租税納付の拒否へと転じたダルハトのユ

ムドルジは，自らの正統な出自を確認するために上告をはじめた。彼は上告文のな

かでチンギス・ハーン祭祀の指針書『金書』のなかの一節を用いて自らを位置づけ

ている（付録文書 1，3，4）。具体的には「チンギス・ハーンの黄金恩賜」（Činggisu 

Qaan-u yeke altan tügel）あるいは「幸ある大宴の恩賜」（Qututu yeke qurim-un tügel）

のなかに見られるチンギス・ハーンの 4人のバートルの功績を褒め称えたくだりを

援用している（楊  1998: 95, 107）。恩賜（tügel）は，八白宮の夏季大祭の際に，チ

ンギス・ハーンやモンゴルの歴代ハーンに仕えた英雄功臣たちの子孫に分配される

（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 103-104; 楊  1998: 32-33）。これらの英雄功臣たちのなか

には，かのチンギス・ハーンの「4人のバートル」たちも含まれる。ダルハトのユム

ドルジが引用したのはまさにその「4人のバートル」を称賛した部分である。

　『金書』はチンギス・ハーン祭祀に関するあらゆる法規と義務，それに祈祷文類を

収録した権威ある指針書である（楊  1998: 75）。そのなかの「チンギス・ハーンの黄

金恩賜」は，英雄功臣たちの功績を述べる時に必然的にチンギス・ハーン個人とのつ

ながりを強調している。ダルハトのユムドルジは当然『金書』の性質についても熟知

していたことから，自らの祖先ギルーン・バートルとチンギス・ハーンとの結びつき

を持ち出したのであろう。

　これに対し，郡王旗のタイジたちはユムドルジを見下している。その態度は，チン

ギス・ハーンの軍神黒いスゥルデ祭祀の性質や祭祀の時に使用される『金書』の性質

についても無知であったことの表れでもある。このような無理解は当時のオルドスの
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ほかの札
ジャ

薩
サ ク

克たちにも共通していたかもしれない。彼らはダルハトの本来の出自につ

いて無知なだけでなく，八白宮祭祀についても，儀礼の現象にのみ注目していたよう

である。ここでいま一度文書のなかの表現を見てみよう。

　まず，郡王旗の協理タイジらは「彼ら（ユムドルジら）には 13年に一度チンギ

ス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて，祭祀用の羊と山羊の血を飲むアルバ（義務）

があった」（付録文書 10）と表現している。

　また，事件を処理するための案である付録文書 9には次のような表現が見られる。

（ユムドルジらが軍神）黒いスゥルデの御前にて血を飲むことは，先王ラシバルジョルが出
した信任状どおりにしたがうように。……アルバ等を徴収せずに，もっぱら黒いスゥルデ
の御前にて羊や山羊の血を飲む役に徹するように。……

　このように，郡王旗のタイジや札
ジャ

薩
サ ク

克たちはユムドルジの「ダルハン・バートル」，

ナヤンタイの「グショーチ・バートル」という爵号にはまったく触れずに，血を飲む

儀礼についても「一種のアルバ（義務）」だと解釈している。彼らがこのような見方

を示すようになったのも，ダルハトの本来の出自を知らずに，オルドスの貴族タイジ

たちの属民アルバトであると認識していたからであろう。

4.4 玉虫色の決着

　事件はダルハトのユムドルジの租税納付拒否から，ダルハトという祭祀者集団の出

自に関わる問題へと拡大し，政治化していった。それは，ユムドルジがシリンゴル盟

盟長衙門にも訴え出たためである。他の盟旗の王公に訴えることによって，内外モン

ゴルのより多くの人びとに知らせようとする手法は，先の道光 4～ 8年の「ダルハト

の爵号廃止事件」の際，太師ビルーンダライがとった戦略と同じである。つまり，ユ

ムドルジの行動は，太師ビルーンダライをはじめとするダルハトたちの支持によって

実現されていた可能性が高い。

　オルドスの札
ジャ

薩
サ ク

克たちに比べて，乾清門行走でシリンゴル盟長，スニト左旗の札
ジャ

薩
サ ク

克チェウェンジャブはきわめて大局的な見地から問題を意識していたようである。

チェウェンジャブはまずユムドルジを「わがシリンゴル盟のスニト旗から以前に主君

チンギスの輝かしい御顔をまつる祭祀に派遣した，ギルーン・バートルの後裔」であ

る，と明確に認めたうえで，さらに次のように指摘している（付録文書 5）。

　思うに，主君チンギスは内外諸盟のすべての王公タイジらの祖先であり，その輝かしい
出自を守りまつる 500戸（のダルハト）は，10盟の多くの旗から派遣された人びとである。
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昔から現在に至るまで一切のアルバを免じられ，ただひとつ聖主チンギスの輝かしい事跡
を継承し，つつしみ深くまつってきた人びとである。また，このほどタイシ（太師），タイ
ポ（太保），ホンジン（官人），ジャイサン（宰相）などの称号を中止させようとの事件の
際，ハルハのセチェン・ハンなど大勢のモンゴルの王公たちが（チンギス・ハーン祭祀の）
本来の由来を持ち出して（理由とし），皇恩をいただいて空号をひきつづき下賜され，主君
チンギスの輝かしい事跡を継承しまつることを許可するよう嘆願し上奏したところ，諭旨
に遵い許可された。このいきさつを多くの盟の盟長に知らせており，それぞれの档冊にも
明記されているはずである。ギルーン・バートル以降，その後裔のバートル・ユムドルジ
の代に至るまで所管ジノンからの文書があるにもかかわらず，オルドスの札

ジャ

薩
サ ク

克や協理タ
イジらがのさばり，勝手にアルバを課して，主君の祭祀を中断においこむなど，甚だ道理
に合わないため，本件を送った。

　チェウェンジャブ盟長のこのような指摘を受けて，イケ・ジョー盟盟長トゥドゥブ

スレンは慌てて「バートル・ユムドルジらはもともとスニト左旗から出自を持つダル

ハトかどうか」，丁冊を調べるように，ジノン・チャクドラスレン（付録文書 5）と

旗衙門（付録文書 6）にそれぞれ依頼文書を出している。

　すかさずジノンも動かざるを得なかった。ダルハトのヤムタト 11）を呼んできて調

べたところ，かえってきたのは明晰な回答だった。「われわれダルハトの 500戸の人

びとは，主君チンギスの八白宮を維持する者である。バートル・ユムドルジは間違い

なくスニト部のギルーン・バートルの子孫である」との返事であった（付録文書 7）。

それを受けてジノンも盟長に以下のように報告する以外に方法はなかった（付録文書

8）。

　思うに，主君チンギスは内外諸盟の王，貝勒，貝子，公，タイジらの祖先である。500戸
の（ダルハト）は元来 10盟の諸旗から派遣された，輝かしい祖先をまつるための人びとで
ある。どれそれの旗の所属である，とわれわれが識別するのは困難である。そのため，請
うらくは盟長殿のところから明察し，旗の属民であると主張している郡王旗の衙門にも調
査を依頼し，彼ら（ダルハト）の本当の出自を確認しよう。

　しかし，ジノンの意見は決してそのまますべて解決案に反映されることはなかっ

た。盟長から郡王旗に出された催促の文書（付録文書 9，10）と，シリンゴル盟盟長

チェウェンジャブへの返事（付録文書 11）にも，ユムドルジの出自やダルハトは内

外モンゴル 10盟から派遣された集団であることについて，まったく触れていない。

むしろ，「乾隆 16年から道光 15年まで 3年に一度比丁を行い理藩院に報告していた

档冊にも，ユムドルジらが代々章京ラブジャイのソムのタイジ，トゥメンデレゲルの

属民アルバトであったことは明らかである」（付録文書 10），と再度主張しているこ

とが目立つ。
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　それでも，租税徴収はあきらめるほかなかった。シリンゴル盟盟長が理藩院への

上告を用意していること（付録文書 9），理藩院からもしイケ・ジョーとシリンゴル

二盟による合同審理を命じられた時に，その費用を郡王旗が負担しなければならな

いこと（付録文書 9）などを総合的に考慮して，「黄金スゥルデの祭祀に専念させる

ほか，一切のアルバを徴収しない」解決策を導きだしたのである。ユムドルジが求め

ていた，スニト部のギルーン・バートルの子孫であるという承認は得られずじまいに

なったのである。そして，おそらくは事件の本当の原因だったと思われる貴族トゥメ

ンデレゲル家に長期間滞在していた息子エンケダライの処遇も当然，不明確のまま幕

を降ろすしかなかったのであろう。

5 おわりに―人類学的歴史研究の有効性

　以上，本論文は現代における八白宮祭祀に関する民族誌と 17世紀以降のモンゴル

語年代記や祭祀関係の古文書資料を用いて，ギルーン・バートルというモンゴル・

ハーン国時代に活躍したとされる人物に焦点をあてて祭祀者ダルハトの歴史認識につ

いて述べてきた。つづいて最後に，人類学的な手法で歴史的な儀礼を研究題材とした

場合の有効性について議論を進めたい。

5.1　儀礼が維持する歴史的認識

　冒頭でも述べたように，私は本稿でモンゴルの歴史的儀礼をとりあげた際に，エリ

アーデの「祖型と反復」説を援用した。ここで再び，エリアーデ説の再検討をも射程

に入れながら，私自身の調査研究の見地から，モンゴルの歴史的儀礼について若干の

討論を行いたい。

　エリアーデは，「伝承社会にとって，すべての生活上の重要な行為は，神々とか

英雄によってはじめにおいて啓示されたものであった」とし，「人はただこれらの模

範的典型的なしぐさを永遠にくりかえすのみである」と強調している（エリアーデ

1970: 46）。きわめて明快なこの説には，いくつかの大きな問題点が隠匿されている

ようにみえる。まず，人類社会―たとえそれが古代社会，あるいは古代に限定した

としても―を単純に「古代文明群」と「伝承社会群」に二分することが，どこまで

有効かという問題である。かりにそのような設定が成立するとした場合，モンゴルは

はたしてどちらの「群」に属するかについても，簡単に結論を下すわけにはいかない

のではなかろうか。そもそもこの問題は人類学という学問体系の成立した背景とも関
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係し，すでに人類学者たち自身による反省過程を経つつあるため，ここでは深入りし

ないことにしておきたい。

　私はここでエリアーデ説の比較的に小さな問題点をとりあげたい。それは，人びと

の社会的行為を短絡的に「神々とか英雄」たちの啓示と結びつける発想である。ある

時点における人びとの社会的な行為を，原初の神々や英雄たちの単なる忠実な模倣と

する説は，その社会の歴史的連続性を否定する結果になりかねない。どの文化も祖型

をただ単に反復しているならば，その祖型は「伝統」として万世不変のものとして理

解されることもありうる。こうなると，エスノセントリズムや本質主義に接近する可

能性すらある。実際，すべての「伝統」というものは，たえず創られてきたものであ

ることは，人類学者の共通の認識となってきている現在，祖型を強調する意義は低下

しているといわざるを得ない。

　モンゴルの場合，本論文で示したように，たとえばチンギス・ハーンの軍神黒い

スゥルデをまつる時，祭祀者たちの編陣にはモンゴル・ハーン国時代の軍隊の布陣が

反映されている。このことは，何も祭祀者ダルハトたちがモンゴル・ハーン国時代に

一時先鋒をつとめていたギルーン・バートルなどの行為を模倣していることを意味し

ない。モンゴル・ハーン国も含め，その軍事組織に貫いているのは，北・中央アジア

固有の軍事思想である。八白宮祭祀にもその歴史的な軍事思想が伝わっているにすぎ

ない。いわば，儀礼の場での歴史的な思想の再演である，と見た方が適当であろう。

　本論文の主要な登場人物のひとり，道光年間のユムドルジの出自意識は決して個別

的な系統観ではない。ユムドルジの出自意識にはモンゴル人の歴史観が含蓄されてい

る。軍神黒いスゥルデの血祭が最高潮に達した時に，血を飲む儀礼がある。この際，

血を飲む祭祀者ダルハン・バートルを祭祀の進行係が呼びだす時に，そのダルハン・

バートルがスニト部の出身であることを明確にしている（3.1参照）。このことは，血

を飲む儀礼は特定の父系親族集団，すなわちスニト部の出身者のみによって担われて

きたことを示している。祭祀者ダルハトの内部において，個々の儀礼は各々特定の父

系親族集団と結びついていた可能性が高い。これらの父系親族集団の名称はほとんど

モンゴル・ハーン国時代にも見られる。『モンゴル秘史』をはじめ，年代記はさまざ

まな部族集団，父系親族集団の栄枯盛衰の歴史について書いてきた。年代記の記述は

さらに八白宮祭祀の指針書たる『金書』のなかで高度に要約されたかたちで反映され

ている（Qurčabaatur and Čotu 2001: 4-5）。ダルハトたちはその「高度に要約された」

年代記の内容については熟知していた。必要があれば，彼らはその内容を訴状に盛り

こむことも辞さなかったのである。
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　スニト部出身の祭祀者が代々軍神黒いスゥルデのダルハン・バートルをつとめてき

た。ダルハトたちの儀礼の時の布陣にもダルハン・バートルは参列する。布陣はモン

ゴル・ハーン国時代における軍隊の編陣を儀礼の場で再現したものである。儀礼の場

でのダルハン・バートルの位置（図 1参照）と年代記が伝える 13世紀のモンゴル軍

内におけるギルーン・バートルの位置がみごとに一致したことになる。このように，

特定の部族や氏族の出身者が特定の儀礼と結合していることも，その部族や氏族の歴

史は常に儀礼の場で再演されていることになる。換言すれば，個々の儀礼はそれぞれ

の集団の歴史を演出していることになる。個々の儀礼が総合されたかたちで成り立つ

八白宮祭祀には，モンゴルのさまざまな集団の歴史が凝集されている，と理解できよ

う。

5.2 「個人」と歴史の関係

　エリアーデは「神話と歴史」について説明した際に，個人の存在をとりあげてい

る。個人の「神話時代」への投影は，儀礼など「本質的な時」においてだけ起こる，

という（エリアーデ  1970: 50）。ある個人が儀礼の場において，ただ単に神々や英雄

たちのしぐさを模倣しているにすぎぬ，との論点には賛成できないとの立場を，すで

に前文で示したとおりである。ただし，「本質的な時」に個人は「神話の時代」に送

りこまれるとの説には首肯できる部分がある。

　エリアーデ的な発想から，彼のいう「神話の時代」をかりに 13世紀という「歴史

の時代」に設定しておこう。その際，個人はどのように「歴史の時代」へ投影される

のであろうか。本論文であつかった史料からいえば，清朝時代の八白宮の祭祀者のひ

とり，ダルハン・バートル・ユムドルジは軍神黒いスゥルデの血祭の時に，鮮血を飲

む儀礼をくりかえしてきたのも，八白宮の歴史的連続性を一祭祀者として担うべき義

務を果たしただけのことであろう。祭祀者ユムドルジが貴族タイジたちと対立するよ

うなことがなかったとしても，彼の歴史的な役割を否定する必要もまったくないので

はないか。もちろん，彼が 13世紀のスニト部のギルーン・バートルの末裔だと自称

しだしたという記録も，彼が貴族タイジたちと対立するようになってから現れるよう

になる。それによって彼がモンゴル・ハーン国時代に送りこまれたことになる，とも

解釈できよう。清朝時代の一時的な対立とは別に，現在の軍神黒いスゥルデの祭祀に

おいても，ダルハン・バートル爵の祭祀者ダルハトはスニト部の出身であることが一

般的に認知されている（Sayinjiral and Šaraldai 1983: 322）。この事実から，個人とあ

る特定の歴史的な時代とのつながりは強固なものである，と理解できよう。
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　祭祀者ダルハン・バートルのユムドルジが貴族タイジと対立して道光年間に訴訟

を起こした。彼は上告文のなかで，祭祀の指針書『金書』の文言を用いて自らの華々

しい出自を全面に出している。『金書』のなかの表現は，チンギス・ハーンの功臣で，

モンゴル軍の先鋒をつとめていた人物，ギルーン・バートルらを褒め称えたものであ

る。ギルーン・バートルの功績については，民間に伝わる各種年代記を通して，スニ

ト部の後継者たちのあいだに一種の共通の歴史的認識があったにちがいない。ユムド

ルジはギルーン・バートルの功績を掲げて，自らがその直系子孫であると称したこと

で，シリンゴル盟スニト左旗の王公たちを味方につけることができたのであろう。か

りに彼がギルーン・バートルの直系子孫を名乗らずに，あるいはギルーン・バートル

の功績を語らずに，ただスニト部の出身だと主張していただけなら，スニト左旗の王

公たちの支持は得られなかったかもしれない。個人は，歴史を媒介とした場合，特定

の集団との連帯意識は一段と強まるのではなかろうか。

　歴史学者の岡田英弘は「歴史」について次のように定義している。「歴史とは，人

間の住む世界を，時間と空間の両方の軸に沿って，それも一個人が直接体験できる範

囲を超えた尺度で，把握し，解釈し，理解し，説明し，叙述する営みである」という

（岡田  1993: 20）。その後，岡田はさらに「一個人が直接体験できる範囲を超え」るこ

とが大事で，さもなければ，歴史を語る意味がなくなるとしたうえで，「歴史」の本

質は，認識で，それも個人の範囲を超えた認識である，との見解を示している（岡

田  2002: 10）。岡田の見解にしたがえば，道光年間におけるダルハン・バートル・ユ

ムドルジの「個人的」な行動こそはまさに時空間を超えて集団としての歴史を認識し

ていたことの証しになろう。八白宮祭祀において，ユムドルジがモンゴル・ハーン国

時代のギルーン・バートルを語るという行為は決して「個人の系譜を語る」に止まら

ず，集団の歴史認識を反映したものであるということが，本研究で明かになったとい

えよう。

　モンゴル語年代記はいずれもギルーン・バートルの同時代資料ではなく，伝承的な

ものである。しかし，伝承的な資料であるとはいえ，それらの事跡がただ単に口頭で

語るだけで終わっているわけではない。伝承されている事跡が八白宮の儀礼の場にお

いて，毎年のように定期的に再現されつづけている。祭祀にはスニト部を含むモンゴ

ル各部が参加してきた。年代記が伝える歴史を儀礼の場で再現することによって，人

びとは過去を擬似的に追体験し，いわば「歴史」を復習してきた。復習によって，歴

史は決して過去のものではなく，今を生きる「現在的な事実」，「同時代的な事実」と

して認識されていく。いざトラブルが発生したりして新しい歴史が創造されるような
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時に，「現在的な歴史」が瞬時的に機能しだすのである。岡田の主張するように，「歴

史」の本質は集団的な認識だからこそ，決して「過去」のものではなく，「現在」の

「個人」を支配するものである。

5.3　「個人」と歴史の現在性

　本論文は文書資料のなかの出来事を現在の視点で再現したものである。レヴィ = ス

トロースの説を借りれば次のように位置づけができよう。「文書に関係ある出来事に

ついては，別に証明する方法はたくさんある。出来事はわれわれの現在のなか，本

のなかに生きている。出来事それ自体には意味はない。意味は全面的に，出来事の歴

史的反響と，その出来事を他の出来事に結びつけて説明する注解とから生ずる」（レ

ヴィ = ストロース  2000: 291）。端的にいえば，「古文書は出来事の化身である」とい

うことになる（レヴィ = ストロース  2000: 290）。レヴィ = ストロース流に考えれば，

清朝時代の祭祀者ユムドルジが貴族タイジたちと対立し，訴訟を起こすにまで発展

した事件の本当の原因は，ユムドルジの息子をめぐるトラブルにある，と私が示した

解釈も，あくまでも「現在」からのひとつのアプローチにすぎない。人類学者の現在

からの解釈が正しいか否かは別として，歴史的連続性の延長線上にある現代社会での

参与的な調査経験のなかで，「古文書の化身」たる出来事に日々出くわしているから，

かような解釈と理解が可能性として浮かびあがってきただけである。

　レヴィ = ストロースはさらにいう。史実の構成は，そのまま史実の選択にもあては

まる。歴史が意味を求める限り，地域や集団，そして集団内の個人を選ばなければな

らないし，それを不連続の図柄として連続体のうえに描きださなければならない（レ

ヴィ = ストロース  2000: 310）。たとえ個人に注目して歴史を描くとしても，それは人

類学者の個人的な経験に基づいた，個人を対象とした研究ではない。連続性のある，

集団のための歴史研究でなければならないのである。

　13世紀のスニト部のギルーン・バートルにしても，清朝時代のユムドルジにして

も，このような個人に注目して往事の一端を再構成しようとした歴史は，どうして

も伝記的な側面を持つことになろう。このことに関しても，レヴィ = ストロースの指

摘は人類学的思考を代弁している。つまり，伝記的挿話的な歴史は，個人とその個別

性において考察し，その一人ひとりについて，性格のニュアンス，動機の曲折，思慮

の諸相を細かく調べあげるから，情報量がもっとも豊かである（レヴィ = ストロース 

2000: 315）。本論文が前半においてはモンゴル・ハーン国時代に活躍したとされる人

物，ギルーン・バートルに焦点をあてたことにより，彼が八白宮祭祀の創設に積極的
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に関わったと思われる経緯を後世の年代記の記述や八白宮の儀礼から掘りおこすこと

ができた。また，後半においては，ギルーン・バートルの末裔を名乗るユムドルジを

とりあげたことで，清朝時代における祭祀者たちの歴史認識だけでなく，チンギス・

ハーンの直系子孫たちの歴史観の一端を抽出することにも成功した。そうした意味で，

個人の持つ伝記的挿話的な情報量は，集団の歴史的連続性を再構成するうえで，きわ

めて有効な手段である，といえよう。
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付録―訴訟事件に関する主要文書

　道光年間における訴訟事件に関する主要文書を転写する際には，以下 2つの原則に

したがう。

　第 1，本論文で使用する 12通の文書はすべて道光年間のオルドス・モンゴル人の

手によるものである。文語体文書には時折オルドス方言口語体の言葉が入っている。

転写の際，口語と思われる言葉はなるべくオルドス方言を忠実に反映できるように音

優先の原則を取る。例えば，オルドス方言の場合，語頭の母音 Oを Uと発音する傾

向が強く，一般的に Ordusと表記する言葉でも，現地では Urdusと発音する 12）。

　第 2，個々の文字については，例えば，与位格を表す格語尾の tur（tür）と dur（dür）

等はすべて綴りを優先する原則を取る。以上の原則は本研究の論文部分におけるモン

ゴル語の転写にも適応させていることを断っておきたい。なお，（ ）内は訳者による

補記である。

1. Čiulan-u ded terigün-eče Činggis-ün (Gilügen) Baatur-un qoyiči-yin ür-e ači Yümdorji- 

yin umudasan kereg-i sidken Jiyün Wang-un Qosiun-u tusalači tayiji Göngčudorji-du 

tusiyan yabuulusan bičig. 

Čiulan-u ded terigün jasa qosiun-u beyise Čadursereng ten-ü bičig: 

jasa törü-yin jiyün wang-du asan Tümenjiral-un qosiun-u tama-a-yi qamiyarusan 

tusalači tayiji Göngčudorji tan-du ilegebe: 

tasulun yabuulqu-yin učir. 

mönüken Baatur Yümdorji. Qosiuči Nayantai nar-un ergügsen bičig-tü

jinung ded da noyan-a ergün bariba: 

öčüken bida u učir-iyan aran ami sirun umudan medegülkü-yin učir. 

Činggis ejen-ü emün-e qar-a čilaun metü yasutu. qar-a usun metü čisutu. qaril ügei sanaatu. 

qaltural ügei joritu qari tan yeke dayisun-du qataujin yabuju küčün-iyen öggügsen Sönid-ün 

Gölügen Baatur-un ači üy-e-eče inerü üy-e ularin tasural ügei yabusaar Baaturčud 

man-u beyes-tü kürtel-e iregsen-i sülde-yin gegegen emün-e ulaan čisu auju (uuuju) 

jidkügsen Baatur bidan-i mönüken ene on-du tayiji jalan janggi Adiy-a qorin lang alba 
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abun-a kemen čingata alba ese ögbesü bey-e-i čini bariju abuad ger mal-i ebdejü kitad-tu 

öggün-e: dara-a anu minu degüü Nayantai-ača janggi Bayajiqu arban tabun lang alba abun-a 

ese ögbesü bey-e-yi čini bariju abačin-a kemen šaardaulqu-du boul man-u beyes ami 

jabsarlaju jinung da noyan-a altan yamun-a siruju boul man-u umudal-i toličan ayiladqaqu 

ajiyamu: egün-ü tula ergün bariba kemejüküi: 

eyimü-yin tula basaču tedeger-ün nemen ergügsen jiuqu bičig-tu bayičaabasu wang asan 

Rasibaljuur. čiulan-u terigün beyile asan Sodnamrabjayigendün. čiulan-u terigün 

jasa nigen jerge nemegsen beyise Tödübsereng ten-ü tasulan jakisan dotur-a. Darqan 

Baatur Norbu-yin üy-e-eče edüge ki Baatur Yümdorji. Nayantai nar-tu kürtel-e alba abqu. 

ula-a. unu-a. sigüsü idekü-yi tasulun oluulusan jiuqu bičig bui-yin tulada. erkim 

qosiun-u uqaburi ügei tayiji jalan Adiy-a. janggi Bayijiqu nar-un beyes uridu tusiyal-un 

asan noyad ba edügeki čiulan daru-a-yin jakisan jirum-du kereg-yi bötegeyiregülün 

alba nekekü-yi üjikül-e ouata neyilelčekü ügei-yin tulada učir-i aran yabuulba: 

kürügsen-ü darui erkim qosiun-u tusalači tayiji tan-u ajar bayičaan üjejü Baatur 

Yümdorji. Nayantai nar-ača alba abqu-yi bayilaju ulamjilan dongudqu yabudal-yi 

medetügei kemekü-eče adan-a. kerber Yümdorji nar-ača dakin alba-yi nekegülün basa ču 

medegden iregülkü-dü kürgebesü erkebesi tasulusan kereg-i uduridju yabuqu tüsimel-ün 

beyes lüge kelelčekü yabudal-yi urida-ača medetügei kemen egün-ü tula tusiyan ilegebe:

Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u namur-un terigün sar-a-yin arban nigen-e:

〔訳〕副盟長より，チンギスの（ギルーン・）バートルの後裔ユムドルジが不服を申

したてた件について，郡王旗の協理タイジ，グンチュクドルジに送った文書。

副盟長札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子チャクドゥルスレンらの文書。

札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王，故トゥメンジラガルの旗の印務を署理する協理タイジ，グンチュク

ドルジ殿に送る。

決定して伝達する件。

　このほど勇
バートル

士（爵の）ユムドルジ，先
グショーチ

鋒（爵の）ナヤンタイらが上呈してきた文書

に

　ジノン，副盟長殿に呈して申しあげる。あわれなわれわれは真相を報告し，命を乞うた
めに，悲しんで申しあげること。主君チンギスの御前にて，「磐石のような硬骨を持ち，海
水の如き熱血を有し，衰えぬ意志を持ち，動揺せぬ決意を保ち，悪敵どもに対し，破竹の
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勢いで突進し，尽力してきた」スニト部のギルーン・バートルの子孫から，今日まで代々
絶えることなくわれわれの代までバートルをつとめてきた。スゥルデの御前にて鮮血を飲
むバートルのわれわれをこのほど本年においてタイジで，札

ジャ

蘭
ラン

章京アディヤが 20両のアル
バを徴収するといってきた。アルバを納付しない場合はあなたを逮捕し，財産を没収し漢
人にやる，とおどかしてきた。その後，弟のナヤンタイから章京バヤジホが 15両のアルバ
を徴収するといってきた。もし納付しなかったら逮捕すると催促してきたため，奴才らは
機会をうかがってジノン，（副）盟長殿の黄金の衙門にくぐり入り，われわれの不服をご明
察になるように。これゆえに呈する。

と書いてあった。このことから，また彼らの添付してきた信任状によれば，故王ラ

シバルジョル，前盟長貝勒，ソノムラブジャイゲンドゥン，盟長札
ジャ

薩
サ ク

克一次加級貝

子トゥドゥブスレンらが決定したなか，ダルハン・バートル・ノルブの代から現在の

バートル・ユムドルジ，（先
グショーチ

鋒）ナヤンタイに至るまでアルバの徴収，駅馬の使用と

丸煮シュースの徴用を免除した信任状がある。そのため，貴旗の無知なタイジ，札
ジャ

蘭
ラン

章京アディヤ，章京バヤジホらが，先代故王らと現在の盟長が定めた合法的な決定を

あいまいにしてアルバを徴収しようとしたことは道理に合わないことをまず知らしめ

て送る。届き次第，貴旗の協理タイジらが調べてみて，バートル・ユムドルジ，（先

鋒）ナヤンタイからアルバを徴収することを中止させ，今後ともそれを守るようにと

叱責するほか，もしも今後また再びユムドルジらからアルバを徴収しようとすること

がこちらに知られたら，決定した事項を執行する立場にある（貴殿ら）役人たちの責

任を問うことになることを事前に知っておくべきであろう。このために命じて送る。

道光 17年 7月 11日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 100）。

2. Čiulan-u terigün Tödübsereng-eče Sönid-ün Gilügen Baatur-un qoyiči-yin ür-e ači 

Yümdorji-yin umudal-i tayilun jiuqu bičig olusan bičig. 

Čiulan-u terigün jasa qosiun-u beyise nigen jerge nemegsen Tödübsereng-ün bičig: 

Baatur Yümdorji Barintai13）. Qosiuči bida nar. sogsiui14） Nayantai nar-a tusiyaqu-yin učir

edüge tan-u medegülül-dü. boul bidan-u u ebüge Sönid-ün Gölügen Baatur-ača inasi odu 

man-u beyes-tü kürtel-e boda Činggis ejen sülde-yin gegegen-ü tayil-a-yin jüil-dü čing 

kečiyel-iyer jirumlan jidkügseger iregsen abiy-a-yi urida wang Rasibaljuur-un üy-e-dü 

ilerkeyilejü minu ebüge Norbu-yi Darqan Baatur čola kürtegejü jiči jirum-iyar üy-e-yin üy-e 

alba tatal-a ügei tei Darqan bolan tamaatu bičig-iyer tusiyajuqui: uyuqu anu oldaqul-a 

boul bidan-u jirumlan iregsen abiy-a ijaur-i dangsan-du temdeglejü keb-iyer örüsiyen 
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batudqaju yabuulqu-yi uyumui kemejüküi: 

eyimü-yin tula bayičaabasu Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du wang Rasibaljuur-un 

olusan tamaatu bičig-tü Norbu-yi Darqan Baatur čola kürtegejü ijaur-un abiy-a-yi 

iledkejü. Darqad-tu yabuulusan anu todurqai tula. edüge tan-u beyes-i mön kü qaučin 

jirum-iyar egüride ködülbüri ügei bolan ačakü sülde-yin gegen-ü tayil-a-yin kereg-eče 

busu öger-e jüil-ün aliba alban tataburi ba ula-a sigüsü jerge-yin jobal ačidal-du kürgel 

ügei keb-ün yosuar Darqad-tu yabuulqu-yi dabqurlan totaaju tama-a darusan 

jiuqu bičig tusiyaba: 

Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u qabur-un dumdadu sar-a-yin qorin qoyar-a.

kemegsen-yi üjebesü čuqum qariyatu jinung ded da beyise bi jiuqu bičig-i nemen öggüged 

alba tatal-a-yin ündüsü-yi tasulbasu jokiqu tula. basa ču tama-a darusan nigen jüil bičig 

tusiyan olulba: 

Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u namur-un terigün sar-a-yin arban nigen-e: 

〔訳〕盟長トゥドゥブスレンから，スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジ

らの不服を解決するために公布した文書。

盟長札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子一次加級トゥドゥブスレンの文書。

　バートル・ユムドルジ，バルタイ，グショーチたるナヤンタイが報告する件。こ

の度貴殿の報告によると，奴才われわれは，先祖たるスニト部のギルーン・バートル

（の代）から現在の私どもの代に至るまで，聖なる主君チンギスの輝かしいスゥルデ

の祭祀に誠心誠意携わってきた。その功績を表彰するため，先王ラシバルジョルの時

に，曽祖父ノルブにダルハン・バートルの称号を授けた。法令にしたがい代々アルバ

を免除しダルハンに任命された印璽つきの文書を配布された。請うらくは，（先王の

文書が）みつかれば，奴才らがつみかさねてきた功績を档冊に記録し，従来どおりに

御恩をこうむらせることをおねがいする，とあった。

　そのため，調べたところ，雍正 2年に，王ラシバルジョルの配布した印璽つき文書

に，ノルブにダルハン・バートルの爵位を授けて先代からの功績を表彰し，ダルハト

（の一員）に任命したことは明白である。そのためこの度，あなたの身分を従来どお

りに動かさぬものとし，ただひとつスゥルデの祭祀以外に如何なるアルバや租税，駅

馬と丸煮シュース類の徴収で苦しむことがないように，ダルハトとしての仕事に専念
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するよう，あわせて決定し，印璽つきの信任状を送る。

　道光 17年 2月 22日。

　以上のような文書があることから，ジノンで副盟長貝子たる私がさらに信任状を加

え，アルバや租税の徴収を停止させるのが適当だと判断し，印璽つきの文書を追加し

て送る。

　道光 17年 7月 11日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 101）。

3. Jiyün Wang-un qosiun-u tusalači tayiji Göngču nar-ača Činggis-ün Gilügen Baatur-un 

qoyiči-yin ür-e ači Yümdorji nar-un umudal jaaldula-a-yin tuqai čiulan-u ded terigün-dü 

ergün barisan bičig.

Kiyen Čing Men-dü yabuqu jasa törü-yin jiyün wang-du asan Tümenjiral-un qosiun-u 

kereg-i tusalan ilaači tusalači tayiji Göngču. Göngčudorji nar-un bičig:

čiulan-u ded terigün jasa qosiun-u beyise noyan tan-a bariba: 

todorqayilan medegüljü sidkegülkü-yi uyuqu-yin učir: 

mönüken ded da noyan-u ajar-ača kürjü iregsen bičig-tü tasulan yabuulqu-yin učir. Činggis 

ejen-ü emün-e qar-a čilaun metü yasutu. qar-a usun metü čisutu. qaril ügei sanaatu. qalturil 

ügei joritu qari tan yeke dayisun-du qataujin yabuju küčün-iyen öggügsen Sönid-ün 

Gölügen Baatur-un ači ür-e-eče inerü üy-e ularin tasural ügei yabusaar Baatur-ud man-u 

beyes-tü kürtel-e iregsen-i sülde-yin gegegen emün-e ulaan čisu uuuju jidkügsen nöküd 

bidan-i mönüken ene on-du tayiji jalan janggi Adiy-a qorin lang alba abun-a kemen čingata 

alba ese ögbesü bey-e-i činü bariju abuad ger mal-yi ebdejü kitad-tu öggün-e: dara-a anu 

minu degüü Nayantai-ača janggi Bayajiqu arban tabun lang alba abun-a.ese ögbesü bey-e-yi 

činü bariju abačin-a kemen šaardaulqu-du boul man-u beyes ami jabsarlaju jinung da 

noyan-a altan yamun-a siruju. boul man-u umudal-yi toličan ayiladqaqu ajiyamu: kemen 

egün-ü tula ergün bariba kemejüküi: 

eyimü-yin tula basa ču tedeger-ün nemen ergügsen jiuqu bičig-tu bayičaabasu wang asan 

Rasibaljuur čiulan-u terigün beyile asan Sodnamrabjayigendün. čiulan-u terigün 

jasa nigen jerge nemegsen beyise Tödübsereng ten tasulan jakisan dotur-a. Darqan Baatur 

Norbu-yin üy-e-eče edügeki Baatur Yümdorji. Nayantai nar-tu kürtel-e alba abqu. ula-a 
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unuqu. sigüsü idekü-yi tasulun olusan jiuqu bičig bayiqu-yin tulada erkimqosiun-u 

uqaburi ügei tayiji jalan Adiy-a. janggi Bayijiqu nar-un beyes uridu tusiyal-un wang noyad 

ba edügeki čiulan-u daru-a-yin jakisan jirum-du kereg-yi büdüregülün alba nekekü-yi 

üjikül-e ouata neyilelčekü ügei-yin tulada učir-yi aran yabuuluy-a: kürügsen-ü darui 

erkim qosiun-u tusalači tayiji tan-u ajar bayičaan üjejü Baatur Yümdorji. Nayantai 

nar-ača alba nekekü-yi bayilaju ulamjilan dongudqu yabudal-i medetügei kemekü-eče 

adan-a. kerber Yümdorji nar-ača dakin alba-yi nekegülün basaču medegdel iregülkü-dü 

kürgebesü erkebesi tasulusan kereg-i todorqayilan araju medegülkü-yin učir.

urida jasa terigün jerge tayiji nigen jerge nemegsen Serengdejid nigen jerge nemegsen tusalači 

tayiji nar-un ajar-ača Törü Gereltü-yin arban jiruduar on-u jun-u segül sar-a-yin qorin 

nigen-e kürjü iregsen bičig-tü

medegülkü-yin učir mönüken da noyan-u ajar-ača tusiyan kürjü iregsen bičig-tü

tusiyan yabuulqu-yin učir. Wang-un Qosiun-u Yümdorji Bartai nar qoriyatu qosiun-ača 

kiqaju jobaaba kemen öčig ergün jaaldusan nigen kerg-yi üjüküi-tü oyir-a-yi üjejü jasa 

tan-a tusiyaju. sigülür-e yabuulusan-i dangsan-du temdeglejüküi: dara-a-bar jasa tan-u 

ajar-ača bayičaan el-e kereg-ün arad-i büridken bayičaabasu. 

Yümdorji-yin öčikü ni: 

sülde-yin gegegen-ü emün-e ulaan čisu uuuju jidkün yabusan baatur-ud-un dotur-a-ača 

boul minu elünče Norbu Darqan Baatur-i Nayiraltu Töb-ün qayaduar on-du tusiyasan 

jiuqu bičig bui-ača adan-a. minu bey-e-dü kürtel-e sülde-yin gegegen-ü emün-e ulaan 

čisu uuuju jidkügseger amui: jabsar-tu qosiun sumun-du aliba alba teskebüri-yin jüil-dü 

činegen-ü dotur-a mori. üker jerge-yin jüil-yi čirmayin jidküjü öggügseger jüderegsen-ü tula. 

egün-eče urusi boul bi sülde-yin gegegen-ü emün-e ulaan čisu uuuju yabuqu ba esebesü 

qosiu sumun-a alba ögjü yabuqu ali nigen jüil-yi daaju yabuju bolqu bolbau? jiči tayiji 

Tümendelger-ün ger-tü büküi minu köbegün Engkedalai-dü bi jolay-a kemen yabuqu-du 

tayiji Rasinim-a tai učarasan ünen. bi tende ečiged kigsen gem učir ügei-eče adan-a. jalan 

Batumöngke-yin kitu-a-ača ayuju yabusaar da noyan-u ajar umudan medegülügsen 

bile: kerkin aučilaju qayirlaqu-yi küsemü:

Bartai-ača asaubasu öčikü ni: 

minu bey-e uridu yamun-u bičigeči-dü egeljiy-e-ber sauju bayiad jalan-u janggi-yin tusiyal 

kürtejü arusan-u qoyin-a alban-u kereg-ün učir tusiyal-ača qočurusan böged öčüken bi ger 

yadama-un tula dakin bičigeči-yin egeljiy-e-ber oruju sausan ügei. ečige eke-yin emün-e 
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aju törüjü bayital-a genedte tayiji Rasinim-a tan daudaju ečigsen-dü jakiy-a-yi daaju teden 

lüge qamtu yabutal-a. keger-e namayi bariju jalan Kesigtü-dü tusiyasan-yi bi čilüge-yi üjejü 

dutaan arju ami siruju medegülügsen bile: tere tuqai tayiji Rasinim-a. jalan Batumöngke 

-yin daling-ača kitu-a abusan ügei. jiči minu bey-e aq-a Enkedalai-du jolay-a. tayiji 

Tümendelger-ün ger-tü ečigsen bolbaču kigsen gem učir ügei kememü: 

meyiren-ü janggi Bardaqu. tayiji jalan Adiy-a. sumun-u janggi Bayarša. kündü Sanjai nar-un 

qamtu medegülkü ni: 

bida Yümdorji-ača dara-a uda-a mori. üker jerge-yin yaum-a abusan bolbaču 

keleljetei abulčaju. tegün-ü alban-du boduju čöm-yi qosiu sumun-u teskebüri jüil-dü jaruju 

kereglegsen-eče bisi yerü bida öber öber-ün qobi-dü abču jabsisan učir ügei kememü: 

tayiji Rasinim-a. jalan Batumöngke nar-un medegülkü ni: 

bida jakiy-a-bar jalan Yümdorji jalan Bartai nar-i daudaju ečibesü teden-ü beyes čöm 

ger tegen bayin-a: Yümdorji anu ebedčitei kebten-e. jakiy-a-yi kürgejü daudasan-du 

jalan Bartai-yin bey-e jakiy-a-yi daaju ečiy-e kemen bidan lüge qamtu yabuju bayiad 

dutaaqu-du bida bariju jalan Kesigtü-dü tusiyasan bile: Yümdorji-yin adan-a man-u 

daling-du bayisan kitu-a jiligsen-eče bisi jalan Batumöngke kitu-a araju jabdubai 

kemekü-yi medekü ügei: jiči jalan Yümdorji. tayiji Tümendelger-ün ger oyir-a ečijü bayisan 

anu yamar kereg egüdkü-yi küliyejü sausan ajai kememü: 

eyimü-yin tula egün-i kinan sanabasu jüi inü nigen nigen-iyer nitalan bayičaabasu 

učir jüil-yi čöm todorqayilaad sidkegülbesü jokiqu bila: ačakü ene kereg-ün dotur-a 

asaubasu jokiqu kümün olan. edüge qarqan tömüsü quriyaqu ča tokiyaldusan-u tula 

olan-u tusa-yi boduju naribčilan bayičaaqu-yi josuad jokis-yi üjejü qaulusan anu. 

altan sülden-ü emün-e ulaan čisu uuuda olan kümün bolbaču. uridu tusil-un wang asan 

Rasibaljuur. Norbu Darqan Baatur-i qayirlaju. erkim-ün kereg-ün elči-dü ula-a sigüsü 

öggül ügei yabuultuai kemen Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du totaaju tama-a 

darusan jiuqu bičig tusiyasan qoyin-a tegün-ü ür-e Yümdorji nar tus qosiun-u alba 

tesgebüri-yin jüil-dü olan-u keb-iyer öggügseger jil udasan büged edüge Yümdorji-yin 

bey-e jüderbei kemen jiuqu bičig-i araju umudan medegülügsen tula. Yümdorji-yi 

qosiu sumun-u alban-du otu qamiyarul ügei yabuuluy-a: gebečü busud Baatur-ud basa 

kü dauriyan teskebüri jüil-yi ögkü ügei kemen kögeldükü tula. Yümdorji kedüi jüderbei 

kemekü bolbaču jokis-i üjejü jil büri urban lang-un tesgebüri araulju. qosiun-u 

alban-du demjigülüy-e: Bartai bolbasu qariyatu tayiji Tümedelger-ün ger-tü ečijü öber-ün 
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aq-a Engkedalai-du jolasan-ača öger-e gem učir arasan ügei-eče adan-a. tegün-e 

ger yadama tula yamun-u bičigeči-yin egeljiy-e-dü amjilduju sausan ügei öber-ün 

ečige eke-ben tejigejü sausan tula kelelčekü yabudal ügei bolay-a: meyiren-ü janggin 

Bardaqu. tayiji jalan Adiy-a. sumun-u janggin Bayarša. kündü Sanjai nar Yümdorji-eče mori 

üker jerge-yin jüil abusan bolbaču čöm qosiu sumun-u öri-dü öggügsen-eče bisi öber 

öber-ün bey-e-dü singgegegsen jüil ügei tula kelelčekü ügei bolasuai: tayiji Rasinim-a jalan 

Batumöngke. Yümdorji nar bolbasu kitu-a quluju abub-a. araju yabubai kemen qarilčan 

medgülčekü bolbaču kitu-a-bar gem qoor bolusan učir ügei tula bayičaan kelelčekü-yi 

keltürigülüy-e: jiči tayiji Tümendelger. Yümdorji-yin köbegün Engkedalai-yi ger tegen aulju 

saulaad. ečige eke-dü inü elberil ügei bolasan böged ečige Yümdorji. degüü Bartai 

nar Engkedalai-yi elgesejü jolay-a ečigsen-dü qarin buruulju učarasan ügei-dü Yümdorji 

umudan. erkebesi jolaju üjekü-yi sanaad sausan-ača bisi. učir arasan yabudal 

otu ügei atal-a jabsar-tu tayiji Rasinim-a quduju. Yümdorji nar-i yamar kereg edükü-yi 

küliyejü sausan ajai kemen medegülügsen-yi üjikül-e čuqum tayiji Rasinim-a mau 

sana-a egüsgejü. tayiji Tümendelger. albatu Yümdorji nar-i anggijiraulqu-du kürgejü kereg 

degdegegsen inü iledte tula. tayiji Rasinim-a-i qasirtal-a dongudju qoyiči edür ene metü 

kereg tüibegen ürbisgejü. bolumji ügei yabuqu-yi tasulqu ba jiči Yümdorji Bartai nar bolbasu 

jerge tusiyal tai qayir-a-du kürtejü yabuju bayiad ba-a sa-a alba teskebüri jüil-dü umudan 

demei čü uqaburi ügei yabusan-i dongudun jakiju qoyiči edür ene metü yabučid-tu 

qasiral bolasuai kemen el-e učir-ud-i eyin kü dausqabasu bolqu ülü bolqu-yi da noyan-u 

gegen toličan totaan qoyisi jian iregsen-ü qoyin-a daaju yabuulsuai. egün-ü tula 

medegülün bariba kemejüküi: 

darui Tayisi Biligündalai nar Baatur Yümdorji-yin bey-e ačakü sülde-yin gegegen-ü 

emün-e Baatur-un alban kikü-eče öger-e qariyatu qosiun-du urban lang-un alba üjekü 

ügei kemen ülü küliyekü učir aran medegülbe kemegsen bolbaču. Yümdorji bolbasu čuqum 

Jiyün Wang-un Qosiun-u kümün mön böged. qosiu darqad-un jabsar-tu jisürčilen yabuju 

otu alban-u demjigüri ügei yabuqu-du kürbesü busud Baatur-ud basa kü dauriyaju 

qosiu sumun-du alba ögkü ügei kemen jaru buduliyan-du ündüsü ülü tasuraqu-du kürümüi: 

edüge čiulan-u daru-a man-u ajar-ača mön kü jasa tan-u ajar bayičaan sidkejü 

medegülügsen-ü yosuar tasulan sidkejü yabuulba: kürkül-e eyin kü tasulun sidkegsen 

učir jüil-i Jiyün Wang-un ajar seyiregülün yabuulju Yümdorji. Bartai nar-yi qariyatu 

qosiun-du tusiyaju egün-eče qoyisi ene metü jaru buduliyan-u ündüsü-yi nigemüsün tasulju 
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dausaqu-yi medetügei kemen egün-ü tula ilegebe kemen totaan sidkejü iregsen bičig-i 

yosuar seyiregülün Yümdorji. Bartai nar-i tusiyan yabuulba: kürügsen-ü qonin-a erkim 

yamun-a eyin kü tasulan sidkegsen yosuar qoyiči edür čirügdel buduliyan araulul 

ügei daaju yabuqu-yi medetügei kemen egün-ü tula tusiyan ilegebe kemen kürjü iregsen-yi 

daaju bayital-a. mönüken ded da beyise noyan-u ajar-ača tusiyan iregsen-i daaju tayiji 

jalan Adiy-a-ača asaubasu medegülkü ni

man-u jakiraqu janggi Rabjai sumun-u Yümdorji-du jil büri abqu teskebüri arban lang-tu arban 

nigen mingan jous abda bile: arban urbaduar on-du ačakü jiruan mingan-i 

abuad üledekü čöm dutau tegün-eče inerü čirügdel arju yabuad arban jiruduar on-du 

da beyile noyan-u ajar-ača Yümdorji-yi jil-ün urban lang-iyar totaasan jakisan-i 

daaju arban dörbedüger on-ača arban doluduar on kürtel-e dörben jil-ün arban qoyar 

lang-yi nekegsen böged basa ču nidunun jil-dü tusaar-a qobiyasan. wang-un Begejing-ün 

mordala-a-yin qoyar lang mönggü. nige mori eden-i nekebesü yerü öggügsen jüil ügei bile 

kememü: 

janggi Bayajiqu-ača asaubasu medegülkü ni: 

minü jakirqu sumun-u Nayantai-du jil-ün arban lang tesgebüri abda bile: arban jiruduar 

on kürtel-e. toan-u yosuar güičedken ögbe: arban doluduar on-du abqu tesgebüri-yi 

nekebesü urida sab čilüge olju öggüy-e kemeged. qojim-du ča-un jüderekü-yi jiaju 

öggügsen ügei bolbaču bida nekegseger bile: öger-e učir ügei kememü:

el-e učir-i aran medegülkü-eče adan-a Yümdorji bolqul-a teskebüri alba-yi öčerken 

ögkü ügei učir čirügdel arju uridu tusiyal-un da beyile noyan-u ajar-ača urban lang-iyar 

totuan iregsen ča-tu jil büri arban lang-un teskebüri abda bolbaču nigente jakisan-i 

daaju küliyegsen bile: Nayantai-yin alba-du otu učir arusan jüil ba. egün-i jakisan 

yabudal učir ügei bügüdel Nayantai bolqul-a quya arad kümün. qariyatu janggi Bayajaqu-du 

urida sab čilüge-yi jiaju gedergeleged qojim-du ča-un jüdegüri-dü tülkijü saadauluad. 

teyin kü sumun-u janggi. jalan-u janggi. qariyatu yamun-du kürtel-e umudaqu ajar bui 

bügüdel-e öber-ün jori-iyar qariyatu yamun-a umudaqu učir ügei. dub daun ügei bayiad 

genedten aluslaju jaalduqu anu. Nayantai-yin sana-a ba esebesü Yümdorji-yin getürkei 

sana-a bolbaču. ene metü todurqayilan jakiju daususan tamaatu bičig bui bügedel-e 

Yümdorji siud jisürlen Nayantai dauriyan kögegeldüjü qosiu sumu-yi aluslaju yabuqu 

bolqul-a. tüsimed bida küliyejü čidasi ügei učir-yi aran medegülbe: uyuqu anu oldaqul-a 

ded da beyise noyan-u ajar-ača toličan üjejü tasulun sidkejü dausaqu ajiyamu: egün-u tula 
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bariba: 

Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u ebül-ün terigün sar-a yin arban nigen-e: 

〔訳〕郡王旗の協理タイジであるグンチュクらから，チンギスのギルーン・バートル

の後裔ユムドルジらが不平を訴え上告した件について，副盟長に呈した文書。

乾清門行走札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王，故トゥメンジラガルの旗の諸事を補佐する協理タイジの

グンチュク，グンチュクドルジらの文書。

　副盟長札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子殿に呈する。

　詳査して報告し，処理を乞う件。このほど副盟長殿のところから届いた文書のなかに，

　決定して伝達する件。

　「主君チンギスの御前にて，『磐石のような硬骨を持ち，海水の如き熱血を有し，衰えぬ
意志を持ち，動揺せぬ決意を保ち，悪敵どもに対し，破竹の勢いで突進し，尽力してきた』
スニト部のギルーン・バートルの子孫から，今日まで代々絶えることなくわれわれの代ま
でバートルをつとめてきた。スゥルデの御前にて鮮血を飲むバートルのわれわれをこのほ
ど本年においてタイジで，札

ジャ

蘭
ラン

章京アディヤが 20両のアルバを徴収するといってきた。ア
ルバを納付しない場合はあなたを逮捕し，財産を没収し漢人にやる，とおどかしてきた。
その後，弟のナヤンタイから章京バヤジホが 15両のアルバを徴収するといってきた。もし
納付しなかったら逮捕すると催促してきたため，奴才らは機会をうかがってジノン，（副）
盟長殿の黄金の衙門にくぐり入り，われわれの不服をご明察になるように。このゆえに不
服を呈する」といってきた。このことから，また彼らの添付してきた信任状によれば，故
王ラシバルジョル，盟長貝勒，故ソノムラブジャイゲンドゥン，盟長札

ジャ

薩
サ ク

克一次加級貝子
トゥドゥブスレンらが決定したなか，ダルハン・バートル・ノルブの代から現在のバート
ル・ユムドルジ，（先鋒）ナヤンタイらに至るまでアルバの徴収，駅馬類や丸煮シュースの
徴用を免除した信任状がある。そのため，貴旗の無知なタイジ，札

ジャ

蘭
ラン

章京アディヤ，章京
バヤジホらが，先代故王らと現在の盟長が定めた合法的な決定をあいまいにしてアルバを
徴収しようとしたことは道理に合わないことをまず知らしめて送る。届き次第，貴旗の協
理タイジらが調べてみて，バートル・ユムドルジ，（先鋒）ナヤンタイらからアルバを徴収
することを中止させ，今後ともそれを守るようにと叱責するほか，もしも今後また再びユ
ムドルジらからアルバを徴収しようとすることがこちらに知られたら。……。

　以上のように決定された用件を調べて報告する件。

　以前に札
ジャ

薩
サ ク

克一等タイジ，一次加級セレンデジド，一次加級協理タイジらのところ

から，道光 16年 6月 21日に届いた文書に報告する件。

　このほど盟長殿のところから送ってきた文書に，命じて送る件。

　郡王旗のユムドルジ，バルタイらが所轄の旗から圧迫され苦しめられているとして訴状
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を書き上告した一件を処理するため，近くにあることを考えて（本件を）札
ジャ

薩
サ ク

克貴殿に渡
して審議させたことが档冊に記録されている。それを受けて札

ジャ

薩
サ ク

克殿の方から本件にかか
わる各人を集めて調べたところ，（以下のような証言がえられた）。
　ユムドルジの証言：
　スゥルデの御前にて鮮血を飲んで奮闘してきたバートルたちのなかから，奴才の曽祖父
ノルブ・ダルハン・バートルには，雍正 2年に与えられた信任状がある。それだけでなく，
奴才の代に至るまでスゥルデの御前にて鮮血を飲んでつとめてきたのである。それと同時
に，旗とソムの定めたアルバや雑税に対しても，できるだけ馬や牛を献上して努力してき
たのである。いつしか疲弊したため，奴才は今後輝かしいスゥルデの御前で鮮血を飲んで
つとめるか，さもなければ旗とソムのアルバを払うために生きるかになるだろう。また，
タイジ・トゥメンデレゲルの家にいる息子エンケダライに私が会いに行ったら，タイジ・
ラシニマと出あったのは事実である。私は（トゥメンデレゲルの家に）行って何ひとつ悪
いことをしていない。また，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケの刀から逃れるため，盟長殿のところに不平
を訴えたのである。ご判断をあおぐ次第である。
　バルタイに聞いたところ，次のように証言した。
　私は以前衙門のビチェーチとして当直にあたっていたが，札

ジャ

蘭
ラン

章京の任を終えてからは
一切の公務から退いていた。小生は家が貧しいことから再びビチェーチの職にあたらず，
父母のもとで生計維持にはげんでいた。そうしたなか突然タイジ・ラシニマらから呼ばれ
た。彼らの通知を受けとって一緒に歩いていたら，野外で急に私をつかまえて札

ジャ

蘭
ラン

ゲシク
トに渡された。（その後）私はすきを見て逃げだし救命を求めたのである。その際，タイ
ジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケの袋
ダーリン

から刀を盗んだことはない。また，私が兄のエンケダ
ライに会おうとしてタイジ・トゥメンデレゲルの家に行った時も，悪いことは何ひとつし
ていない。
　梅倫章京バルダホ，タイジで札

ジャ

蘭
ラン

アディヤ，ソムの章京バイルシャー，驍騎校サンジャ
イらが共同で次のように証言した。
　私たちがユムドルジから今まで何度も馬や牛などを徴収したことはすべて双方で協議の
上おこなわれたものである。徴収したものは全部ユムドルジのアルバに換算し，旗とソム
の雑税の一部として納入し，使用したが，われわれがそれを個人のために使いこんだこと
はない。
　タイジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケらは次のように報告した。
　われわれが通知を携えて札欄ユムドルジと札

ジャ

蘭
ラン

バルタイらを呼びに行ったら，彼らは全
員家にいた。ユムドルジは病気で寝ていたが，通知を受けとってバルタイがわれわれと一
緒に歩いていたら，突然逃げだしたので，われわれは彼をつかまえて札

ジャ

蘭
ラン

ゲシクトに渡し
たのである。ユムドルジ家の外に（置いてあった）袋からわれわれの刀がなくなった以外
に，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケが刀を抜いて威嚇したとかは知らない。また，札
ジャ

蘭
ラン

ユムドルジがタイ
ジ・トゥメンデレゲルの家の近くまで行っていたのは，何かを企んでいたのかもしれない，
という。
　このように，これらの証言を分析し，ひとつひとつ検討して本件を処理したら適当であ
ろう。ただし，本件について聞くべき人物が多く，また現在作物の取り入れも重なったた
め，大勢の利益を考慮し，これ以上詳しく調べることを中止しよう。現状から見て以下の
ように決定した。
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　黄金スゥルデの御前にて鮮血を飲む人はたくさんいても，先王ラシバルジョルはノルブ・
ダルハン・バートルを寵愛し，「尊事にかかわる使者たちは，永遠に駅馬と糧食を免除せ
よ」との旨について，雍正 2年に印璽つきの信任状を配布している。（しかし）その後ノル
ブの子孫ユムドルジらは本旗のアルバや租税を他の旗民と同じように納付してきて，すで
に長くたっている。この度ユムドルジが家業の貧困から信任状を持ちだして不平を申した
てたため，ユムドルジを今後旗とソムのアルバと無関係にしよう。ただし，他のバートル
たちもまた（ユムドルジの）まねをして，租税類を払わないと騒ぎだすかもしれないので，
ユムドルジがいくら貧困に陥ったと主張しても，状況を見て毎年（銀）3両の租税を旗のア
ルバ類に充てるよう決定したい。
　バルタイは，所轄のタイジ・トゥメンデレゲルの家に行ったとしても，自分の兄エンケ
ダライに会った以外何も悪いことはしていない。彼は家計が苦しいため，衙門のビチェー
チの輪班に参加せずに自分の両親を養うために働いているため，追求することはない。
　梅倫章京バルダホ，タイジで札

ジャ

蘭
ラン

アディヤ，ソムの章京バヤルシャー，驍騎校サンジャ
イらは，ユムドルジから馬や牛などを徴収したとしても，（それらを）すべて旗とソムの借
金に充てただけで，決して自分たちで使いこんだことはないため，追求しないことにしよ
う。
　タイジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケとユムドルジらは，刀を盗んだとか，刀を抜いたと
かいいあらそっているが，刀で負傷したりしたことはないため，これ以上調べることもし
ないでおこう。
　また，タイジ・トゥメンデレゲルはユムドルジの息子エンケダライを（自分の）家にと
どめておき，その両親に孝行できなくなった。そのため，父のユムドルジと弟のバルタイ
はエンケダライが懐かしくなって会いに行ってみたら，かえってエンケダライを会わせな
かった。そこでユムドルジは悲しくなり，どうしても会いたいといつづけただけで，何ひ
とつ悪いことはしていない。それなのにタイジ・ラシニマがあいだに入って扇動し，ユム
ドルジが何かを企んで居座っている，と報告した。それを見れば，タイジ・ラシニマは悪
意からタイジ・トゥメンデレゲルと庶民ユムドルジの仲を離間させ，騒ぎをおこしたこと
ははっきりしている。そのため，タイジ・ラシニマを厳しく叱咤し，今後このような騒ぎ
をおこさせないように，軽率なことをしないように注意した。
　ユムドルジとバルタイらは，爵位を持ち寵愛されながら，ささいなアルバや租税ぐらい
のことで不平不満をもらし，非常識に行動したことを叱咤し，今後の反省材料とするよう
にした。このように決定した諸事項について，盟長殿が適切かどうかを英断してから知ら
せてくだされば，私どもはそれにしたがうようにしよう。これゆえに呈して申しあげる，
という。
　その後，（ダルハトの最高責任者たる）太師ビルーンダライらが，バートル・ユムドルジ
はただひとつスゥルデの御前にてバートルとしての義務を果たす以外，旗とソムに（銀）3
両のアルバも払わない，との（決定に）したがわない旨を伝えてきた。ユムドルジは本当
に郡王旗の人間であり，旗とダルハトのあいだで不正を働き，一切アルバを払わずにふる
まうようになれば，他のバートルたちもまた真似をして，旗とソムにアルバを払わないと
訴訟をおこしてやまないだろう。この度，盟長たるわれわれは，貴旗が調べて決定し，報
告してきたとおりに判定したことを伝達する。届き次第，このとおりに決定したことを郡
王のところに写して届け，ユムドルジとバルタイらを所轄の旗に渡し，今後一切この種の
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訴訟沙汰をおこさないように禍根を断つように知るべきである。このために送る。
　以上のように決定され，届いた文書をそのとおりに写し，ユムドルジとバルタイらを
（所轄の）旗に渡すように。届き次第，貴衙門は上記決定を守り，今後紛糾や騒動が出ない
ようにしたがうように。このために送る。

　このように届いた文書にしたがっていたところ，このほど副盟長殿のところから送

られてきた文書にもしたがって，タイジで札
ジャ

蘭
ラン

アディヤから証言を求めた。（アディ

ヤが）報告するところによると，私が所轄の章京ラブジャイの佐領に属するユムドル

ジからは毎年租税（銀）10両を銅貨 11,000枚に換算して徴収していた。（道光）13年

にはたった 6000枚を払い，のこりは未納であった。それ以降はトラブルが発生し，

（道光）16年には盟長貝勒殿のところからの，ユムドルジは毎年 3両納税するように，

との決定にしたがい，（道光）14年から同 17年までの 4年間合計 12両を払うよう求

めた。また，昨年に徴収が決定された，王の京師行きの費用として銀 2両と馬 1頭を

あわせて求めたが，（ユムドルジは）何ひとつ払わなかった，という。

　章京バヤジホから聞いたところ，私の所管するソムのナヤンタイからは毎年 10両

の税を徴収していた。（道光）16年まで規定どおりに納めていた。同 17年に納税を

求めたところ，そのうちに払うといっていた。その後，貧困になったことを理由に一

向に納めなかったので，私どももまだ催促している。ほかにとくに問題はない，とい

う。

　これらの諸事を考えると，ユムドルジは租税やアルバを一切払わず，騒動をおこ

した。前任の盟長貝勒殿が 3両の納税を決定した際，われわれは年 10両を徴収して

いたにもかかわらず，その決定にしたがったのである。ナヤンタイについては，税の

徴収をめぐって一度も紛糾したことはなかった。ナヤンタイはもともと箭丁で，所管

の章京バヤジホに対し，そのうちに払うといったり，その後貧困になった際には納税

を拒否したりして（公務を）妨げた。彼はソムの章京，札
ジャ

蘭
ラン

章京および衙門に対し不

平不満をいっているとしても，それは彼自身の意志によるものではないだろう。いま

まで静かだった人物が突然越訴し上告するとは，ナヤンタイ自身の考えなのか，ユム

ドルジの計略なのか。上記のように詳査し処理し終えた旨の印璽つきの令状があって

も，ユムドルジが直接姦計を企てナヤンタイがそれに追随して旗とソムを無視して越

訴する行為を，臣らはとうてい受けいれられないことを申しあげる。

　請うらくは，（報告が）届けば副盟長貝子殿のところでご照覧になり，英明なご判

断が下されるよう，これゆえに呈する。

道光 17年 10月 11日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998:102-106）。
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4. Beyise Čadursereng-eče Činggis-un Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji- 

yin umudal jaaldula-a-yin tuqai Jiyün Wang-un Qosiun-du yabuulusan bičig.

Jasa qosiun-u beyise Čadursereng ten-ü bičig. 

Jasa törü-yin Jiyüng Wang Erkimbilig-ün tama-a-yi qamiyarusan tusalači tayiji Göngču 

tan-a ilegebe: 

egegülün yabuulqu-yin učir. 

dangsan-a bayičaabasu Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u ebül-ün terigün sar-a-yin 

arban nigen-e erkim-ün ajar-ača kürjü iregsen bičig-tü todurqayilan medegüljü sidkegülkü-yi 

uyuqu-yin učir: 

mönüken ded da noyan-u ajar-ača iregsen bičig-tü tasulan yabuulqu-yin učir. mönüken 

Baatur Yümdorji. Qosiuči Nayantai nar-un ergün barisan bičig-tü. jinung ded da noyan-a 

ergün bariba: öčüken bida u učir-iyan araju ami sirun umudan medegülkü-yin učir. 

Činggis ejen-ü emün-e qar-a čilaun metü yasutu. qar-a usun metü čisutu. qaril ügei sanaatu. 

qaltural ügei joritu qari tan yeke dayisun-du qataujin yabuju küčün-iyen öggügsen Sönid-ün 

Gölügen Baatur-un ači ür-e-eče inerü üy-e ularin tasural ügei yabusaar Baatur 

man-u beyes-tü kürtel-e iregsen-i sülde-yin gegegen emün-e ulaan čisu uuuju jidkügsen 

Baatur-ud bidan-i mön ene on-du tayiji jalan-u janggi Adiy-a. qorin lang alba abun-a kemen 

čingata alba ese öggübesü. bey-e-yi činü bariju abuad ger mal-yi ebdejü kitad-tu öggün-e: 

dara-a minu degüü Nayantai-ača janggi Bayajiqu arban tabun lang alba abun-a ese öggübesü 

bey-e-yi činü bariju abačin-a kemen šaardaulqu-du boul man-u beyes ami jabsarlaju 

jinung da noyan-u altan yamun-a siruju boul man-u umudal-yi toličan ayiladqaqu ajiyamu 

kemen egün-ü tula ergün bariba kemejüküi: 

eyimü-yin tula basaču tedeger-ün nemen ergügsen jiuqu bičig-tu bayičaabasu wang asan 

Rasibaljuur. čiulan-u terigün beyile asan Sodnamrabjayigendün čiulan-u terigün 

jasa beyise nigen jerge nemegsen Tödübsereng ten tasulan jakisan dotur-a. Darqan Baatur 

Norbu-yin üy-e-eče edügeki Baatur Yümdorji Nayantai nar-tu kürtel-e alba abqu. ula-a. 

unuqu. sigüsü idekü-yi tasulun olusan jiuqu bičig bayiqu-yin tula. erkim qosiun-u 

uqaburi ügei tayiji jalan Adiy-a. janggi Bayajiqu nar-un beyes uridu tusiyal-un wang noyad 

ba edügeki čiulan daru-a-yin jakisan jirum-du kereg-i büdügüregülün alba nekekü-yi 

üjikül-e. ouata neyilelčekü ügei-yin tulada učir-yi aran yabuuly-a. kürügsen-ü darui 
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erkim qosiun-u tusalači tayiji tan-u ajar bayičaan üjejü Baatur Yümdorji Nayantai 

nar-ača alba nekekü-yi bayilaju ulamjilan dongudqu yabudal-yi medetügei kemekü-eče 

adan-a. kerber Yümdorji nar-ača dakin alba nekegülün basaču medegdel iregülkü-dü 

kürgebesü erkebesi tasulusan kereg-yi uduridju yabuqu tüsimed-ün beyes lüge kelelčekü 

yabudal-yi erteken medetügei kemen egün-ü tula tusiyan ilegebe kemen kürjü irejüküi: egün-ü 

u učir-yi todurqayilan araju medegülkü-yin učir. urida jasa terigün jerge tayiji nigen 

jerge nemegsen Serengdejid. nigen jerge nemegsen tusalači tayiji nar-un ajar-ača Törü 

Gereltü-yin arban jiruduar on-u jun-u segül sar-a-yin qorin nigen-e kürjü iregsen bičig-tü

medegülkü-yin učir mönüken da noyan-u ajar-ača kürjü iregsen bičig-tü tusiyan 

yabuulqu-yin učir Wang-un Qosiun-u Yümdorji Bartai nar qoriyatu qosiun-ača kiqaju 

jobaaba kemen öčig ergün jaaldusan nigen kereg-i üjüküi-tü oyir-a-yi üjejü jasa tan-a 

tusiyaju sigülür-e yabuulusan-yi dangsan-a temdeglejüküi: dara-a-bar jasa tan-u 

ajar-ača bayičaan todurqayilaju medegülür-e iregsen bičig-tü tusiyasan-i daaju ene on-u 

ilegüü jun-u segül sar-a-yin qorin tabun-a Čaan Čilautu Süm-e jerge-yin ajar kereg-ün el-e 

arad-i büridken bayičaabasu 

Yümdorji-yin öčikü ni. 

sülde-yin gegegen-ü emün-e ulaan čisu uuaju jidkün yabusan Baatur-ud-un dotur-a-ača 

boul minu elünče Norbu Darqan Baatur-i uridu tusiyal-un wang asan Rasibaljuur-un 

örüsiyen qayirlaju erkim kereg-ün elči ner-tü egüride ula-a sigüsü öggül ügei yabutuai 

kemen Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du tusiyasan jiuqu bičig bayiqu-ača adan-a minu 

bey-e-dü kürtel-e sülde-yin gegegen-ü emün-e ulaan čisu uuuju jidkügseger amui: jabsar-tu 

qosiu sumun-du aliba alba teskebüri-yin jüil-dü činegen-ü dotur-a mori üker jerge-yin 

jüil-i čirmayin öggügseger jüderegsen tulada egün-eče urusi boul bi sülde-yin gegegen-ü 

emün-e ulaan čisu uuuju yabuqu ba ese bögesü qosiu sumun-a alba üjejü yabuqu ali 

nigen jüil-yi daaju yabuju bolqu bolbau: jiči tayiji Tümendelger-ün ger-tü büküi minu 

köbegün Engkedalai-dü bi jolay-a kemen yabuqu-du tayiji Rasinim-a tai učarasan ünen. 

bi tende ečiged kigsen gem učir ügei-eče adan-a. jalan Batumöngke-yin kitu-a-ača ayuju 

yabusaar da noyan-u ajar umudan medegülügsen bile: kerkin aučilaju qayirlaqu-yi 

küsemüi: 

Bartai-ača asaubasu öčikü ni: 

minu bey-e uridu yamun-u bičigeči-dü egeljiy-e-ber sauju bayiad jalan-u janggi-yin tusiyal 

kürtejü arusan-u qoyin-a alban-u kereg-ün učir tusiyal-ača qočurusan büged öčüken bi ger 
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yadama-un tula dakin bičigeči-yin egeljiy-e-ber oruju sausan ügei. ečige eke-yin emün-e 

aju törüjü bayital-a. genedte tayiji Rasinim-a tan daudaju ečigsen-dü jakiy-a-yi daaju teden 

lüge qamtu yabutal-a keger-e namayi bariju jalan Kesigtü-dü tusiyasan-yi bi čilüge-yi üjejü 

dutaan arju ami siruju medegülügsen bile: tere tuqai tayiji Rasinim-a. jalan Batumöngke 

nar-un daling-ača kitu-a abusan ügei. jiči minu bey-e aq-a Enkedalai-du jolay-a tayiji 

Tümendelger-ün ger-tü ečigsen bolbaču kigsen gem učir ügei kememü: 

meyiren-ü janggi-yin Badaraqu. tayiji. jalan Adiy-a. sumun-u janggi-yin Bayarša. kündü Sanjai 

nar-un qamtu medegülkü ni: 

bida Yümdorji-ača dara-a uda-a mori. üker jerge-yin yaum-a abusan bolbaču 

keleljegetei abulčaju tegün-yi alban-du boduju čöm-yi qosiu sumun-u teskebüri jüil-dü jaruju 

kereglegsen-eče bisi yerü bida öber öber-ün qobi-dü abču jabsisan učir ügei kememü: 

tayiji Rasinim-a. jalan Batumöngke nar-un medegülkü ni

bida jakiy-a-bar jalan Yümdorji jalan Bartai nar-i daudaju ečibesü teden-ü beyes čöm 

ger tegen bayin-a: Yümdorji anu ebedčitei kebten-e. jakiy-a-yi kürgejü daudasan-du 

jalan Bartai-yin bey-e jakiy-a-yi daaju ečiy-e kemen bidan lüge qamtu yabuju bayiad 

dutaaqu-du bida bariju jalan Kesigtü-dü tusiyasan bila: Yümdorji-yin adan-a man-u 

daling-du bayisan kitu-a jiligsen-eče bisi. jalan Batumöngke kitu-a araju jabdubai 

kemekü-yi medekü ügei. jiči jalan Yümdorji. Tümendelger-ün ger-ün oyir-a ečijü bayisan 

anu yamar kereg egüdkü-yi küliyejü sausan aji kememü: 

eyimü-yin tula egün-i kinan sanabasu jüi inü nitalan bayičaabasu učir jüil-yi čöm 

todorqayilaad sidkegülbesü jokiqu bila: ačakü ene kereg-ün dotur-a asaubasu jokiqu 

kümün olan edüge qarqan tömüsü quriyaqu ča tokiyaldusan tula olan-u tusa-yi boduju 

naribčilan bayičaaqu-yi josuaad jokis-yi üjejü qaulusan anu. sülde-yin emün-e 

ulaan čisu uuuda olan kümün bolbaču uridu tusiyal-un wang asan Rasibaljuur. 

Norbu Darqan Baatur-i qayirlaju. erkim-ün kereg-ün elči-dü ula-a sigüsü öggül ügei 

yabuultuai kemen Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du totaaju tama-a darusan 

jiuqu bičig tusiyasan-u qoyin-a tegün-ü ür-e Yümdorji nar tus qosiun-u alba teskebüri-yin 

jüil-dü olan-u keb-iyer öggügseger iregsen jil udasan büged edüge Yümdorji-yin bey-e 

jüderbei kemen jiuqu bičig-i araju umudan medegülügsen-ü tula Yümdorji-yi qosiu 

sumun-u alban-du otu qamiyarul ügei yabuuluy-a. gebečü busud Baatur-ud basa kü 

dauriyan teskebüri jüil-yi ögkü ügei kemen kögeldükü boljusi ügei tula Yümdorji kedüi 

jüderbei kemekü bolbaču jokis-yi üjejü jil büri urban lang-un teskebüri araulju 
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qosiun-u alban-du demjigülüy-e: Bartai bolbasu qariyatu tayiji Tümedelger-ün ger-tü ečijü 

öber-ün aq-a Engkedalai-du jolasan-ača öger-e gem učir arasan ügei-eče adan-a. 

tegün-ü ger yadama tula yamun-u bičigeči-yin egeljiy-e-dü amjilduju sausan ügei 

öber-ün ečige eke-ben tejigejü sausan kelelčekü yabudal ügei bolay-a: meyiren-ü janggi 

Badaraqu. tayiji jalan Adiy-a. sumun-u janggi Bayarša. kündü Sanjai nar Yümdorji-eče mori. 

üker jerge-yin jüil abusan bolbaču čöm qosiu sumun-u öri-dü öggügsen-eče bisi öber 

öber-ün bey-e-dü singgegegsen jüil ügei tula kelelčekü ügei bolasuai: tayiji Rasinim-a. 

jalan Batumöngke. Yümdorji nar bolbasu kitu-a quluju abub-a. araju jabdubai kemen 

qarilčan medgülčekü bolbaču kitu-a-bar gem qoor bolusan učir ügei tula bayičaan 

kelelčekü-yi keltürigülüy-e: jiči tayiji Tümendelger. Yümdorji-yin köbegün Engkedalai-yi ger 

tegen aquulju saulaad ečige eke-dü inü elberil ügei bolasan büged ečige Yümdorji. 

degüü Bartai nar Engkedalai-yi eligesejü jolar-a ečigsen-dü qarin buruulju učarasan 

ügei-dü Yümdorji umudan erkebesi jolaju üjekü-yi sanaad sausan-ača bisi. učir 

arasan yabudal otu ügei atal-a jabsar-tu tayiji Rasinim-a quduji Yümdorji nar-i yamar 

kereg edükü-yi küliyejü sausan aji kemen medegülügsen-i üjikül-e čuqum Rasinim-a 

mau sana-a egüsgejü tayiji Tümendelger albatu Yümdorji nar-i anggijiraulqu-du kürgejü 

kereg degdegegsen inü iledte tula tayiji Rasinim-a-yi qasirtal-a dongudju qoyisi edür ene 

metü kereg tüibegen ürbisgejü. bolumji ügei yabuqu-yi tasulqu ba jiči Yümdorji Bartai 

nar bolbasu jerge tusiyal tai qayir-a-du kürtejü yabuju bayiad ba-a sa-a alba teskebüri 

jüil-dü umudan demei čü uqaburi ügei yabusan-i dongudun jakiju qoyiči edür-ün ene 

metü yabučid-tu qasiral bolasuai kemen el-e učir-ud-i eyin kü dausqabasu bolqu-yi da 

noyan-u gegegen toličan totaan qoyisi jiaan iregsen qoyin-a daaju yabuulsuai: 

egün-ü tula medegülün bariba kemejüküi: 

darui Tayisi Biligündalai nar Baatur Yümdorji-yin bey-e ačakü sülde-yin gegegen-ü 

emün-e Baatur-un alban kikü-eče öger-e qariyatu qosiun-u urban lang-un alba üjekü 

ügei kemen ülü küliyekü učir-yi aran medegülbe kemegsen bolbaču Yümdorji bolbasu 

čuqum Jiyün Wang-un Qosiun-u kümün mön büged qosiu. darqad-un jabsar-tu jisurčilan 

yabuju otu alban-u demjigür ügei yabuqu-du kürbesü busud Baatur-ud basa kü dauriyaju 

qosiu sumun-du alba ögkü ügei kemen jaru buduliyan-u ündüsü ülü tasuraqu-du kürümüi: 

edüge čiulan-u daru-a man-u ajar-ača mön jasa tan-u ajar bayičaan sidkejü 

medegülügsen-ü yosuar tasulan sidkejü yabuulba: kürkül-e eyin kü tasulun sidkegsen 

učir jüil-i Jiyün Wang-un ajar seyiregülün yabuulju Yümdorji Bartai nar-i qoriyatu 
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qosiun-du tusiyaju egün-eče qoyisi ene metü jaru buduliyan-u ündüsü-yi nigemüsün 

tasulju dausaqu-yi medetügei kemen egün-ü tula ilegebe kemen totaan sidkejü iregsen 

bičig-i yosuar seyiregülün Yümdorji Bartai nar-i qariyatu qosiun-du tusiyan yabuulba: 

kürügsen-ü qoyin-a erkim yamun-a eyin kü tasulan sidkegsen yosuar qoyiči edür čirügdel 

buduliyan araulul ügei daaju yabuqu-yi medetügei kemen egün-ü tula tusiyan ilegebe 

kemen kürjü iregsen-i daaju bayital-a mönüken ded da beyise noyan-u ajar-ača tusiyan 

iregsen-i daaju tayiji jalan Adiy-a-ača asaubasu medegülkü ni

man-u jakiraqu janggi Rabjai sumun-u Yümdorji-du jil büri abqu teskebüri arban lang-du arban 

nigen mingan jous abda bila: arban urbaduar on-du ačakü jiruan mingan-yi 

abuad üledekü čöm dutau. tegün-eče inerü čirügdel arju yabuad arban jiruduar 

on-du da beyile noyan-u ajar-ača Yümdorji-yi jil büri urban lang-iyar totaasan 

jakisan-yi daaju. arban dörbedüger on-ača arban doluduar on kürtel-e dörben jil-ün 

arban qoyar lang-yi nekegsen büged basa ču nidunun jil-dü tusaar qobiyasan wang-un 

Begejing-ün mordala-a-yin qoyar lang mönggü nige mori eden-i nekebesü yerü öggügsen jüil 

ügei bile kememü: 

janggi Bayajiqu-ača asaubasu medegülkü ni: 

minü jakiraqu sumun-u Nayantai-du jil-ün arban lang teskebüri abda bila: arban jiruduar 

on kürtel-e toan-u yosuar güičedken ögbe: arban doluduar on-du abqu teskebüri-yi 

nekebesü urida sab čilüge-ber olju öggüy-e kemeged qojim-du ča-un jüderekü-yi jiaju. 

qojim-du ča-un jöderekü-yi jiaju öggügsen ügei bolbaču bida nekegseger bile: öger-e učir 

ügei kememü:

ele učir-i aran medegülkü-eče adan-a. Yümdorji bolqul-a teskebüri alba-yi möčegerken 

ögkü ügei učir čirügdel arju uridu tusiyal-un da beyile noyan-u ajar-ača urban lang-iyar 

totaan iregsen ča-tu jil büri arban lang-un teskebüri abda bolbaču nigente jakisan-yi 

daaju küliyegsen bile: Nayantai-yin alba-du otu učir arusan jüil ba egün-yi jakisan 

yabudal učir ügei bügüdel. Nayantai bolqul-a quya arad kümün. qariyatu janggi Bayajiqu-du 

urida sab čilüge-yi jiaju gederkileged qojim-du ča-un jüdegüri-dü tülkijü saatauluad 

teyin kü sumun-u janggi. jalan-u janggi qariyatu yamun-du kürtel-e umudaqu ajar bui 

bügetel-e öber-ün jori-iyar qariyatu yamun-a umudaqu učir ügei. dub daun ügei bayiad 

genedten aluslaju jaalduqu anu Nayantai-yin sana-a ba esebesü Yümdorji-yin ketürkei 

sana-a bolbaču. ene metü todurqayilan jakiju daususan tamaatu bičig büi bügetel-e 

Yümdorji siud jisurlan Nayantai dauriyan kögeldüjü qosiu sumu-yi aluslaju yabuqu 
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bolqul-a tüsimed bida čidasi ügei učir-yi aran medegülbe: uyuqu anu oldaqul-a ded da 

beyise noyan-u ajar-ača toličan üjejü tasulun dausaqu ajiyamu egün-ü tula bariba kemen 

kürjü irejüküi: eyimü-yin tula bayičaabasu ene jüil-ün kereg-i u medegülün irekü tuqai 

beyise minu bey-e čiulan-u ded daru-a-yin tusiyal küliyejü büküi bolbaču edüge nigente 

qoyisilasan büged sidkekü ey-e ügei bolusan metü-yin tula qoyisi egegülün yabuuluy-a: 

kürkül-e erkim ajar-ača bayičaan üjejü öger-e medegülbesü jokiqu ajar medegüljü 

jialaqu-yi medetügei kemen egün-ü tula ilegebe: 

Törü Gereltü-yin arban nayimaduar on-u ebül-ün terigün sar-a-yin arban tabun-a:

〔訳〕貝子チャクドゥルスレンから，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドル

ジが不平を訴えたことについて，郡王旗に送った文書。

札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子チャクドゥルスレンらの文書。

札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王エルキムビリクの印務を署理する協理タイジ・グンチュクに送る。

　さしもどして送る件。

　档冊を調べたところ，道光 17年 10月 11日に貴旗から届いた文書のなかに，

　詳細を報告し，処理を乞う件。このほど副盟長殿のところから届いた文書に，決定し伝
達する件（があった）。

　このほど勇
バートル

士（爵の）ユムドルジ，先
グショーチ

鋒（爵の）ナヤンタイらが上呈してきた文書に
「ジノン，副盟長殿に呈して申しあげる。あわれなわれわれは真相を報告し，命を乞うため
に，悲しんで申しあげること。主君チンギスの御前にて，『磐石のような硬骨を持ち，海水
の如き熱血を有し，衰えぬ意志を持ち，動揺せぬ決意を保ち，悪敵どもに対し，破竹の勢
いで突進し，尽力してきた』スニト部のギルーン・バートルの子孫から，今日まで代々絶
えることなくわれわれの代までバートルをつとめてきた。スゥルデの御前にて鮮血を飲む
バートルのわれわれをこのほど本年においてタイジで，札

ジャ

蘭
ラン

章京アディヤが 20両のアルバ
を徴収するといってきた。アルバを納付しない場合はあなたを逮捕し，財産を没収し漢人
にやる，とおどかしてきた。その後，弟のナヤンタイから章京バヤジホが 15両のアルバを
徴収するといってきた。もし納付しなかったら逮捕すると催促してきたため，奴才らは機
会をうかがってジノン，（副）盟長殿の黄金の衙門にくぐり入り，われわれの不服をご明察
になるように。これゆえに呈する」，といってきた。このことから，また彼らの添付してき
た信任状によれば，故王ラシバルジョル，盟長貝勒，故ソノムラブジャイゲンドゥン，盟
長札

ジャ

薩
サ ク

克一次加級貝子トゥドゥブスレンらが決定したなか，ダルハン・バートル・ノルブ
の代から現在のバートル・ユムドルジ，（先鋒）ナヤンタイらに至るまでアルバの徴収，駅
馬の徴用と丸煮シュースの徴収を免除した文書がある。そのため，貴旗の無知なタイジ，
札
ジャ

蘭
ラン

章京アディヤ，章京バヤジホらが，先代故王らと現在の盟長たちが定めた合法的な決
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定をあいまいにしてアルバを徴収しようとしたことは道理に合わないことをまず知らしめ
て送る。届き次第，貴旗の協理タイジらが調べてみて，バートル・ユムドルジ，（先鋒）ナ
ヤンタイらからアルバを徴収することを中止させ，今後ともそれを守るようにと叱責する
ほか，もしも今後また再びユムドルジらからアルバを徴収しようとすることがこちらに知
られたら，決定した事項を執行する立場にある（貴殿ら）役人たちの責任を問うことにな
ることを事前に知っておくべきであろう。このために命じて送る。

と届いた。このことの真相を詳査して報告する。
　以前に札

ジャ

薩
サ ク

克一等タイジ一次加級セレンデジド，一次加級協理タイジらのところから道
光 16年 6月 21日に届いた文書に， 「報告する件。このほど盟長殿のところから送ってきた
文書に，命じて送る件。郡王旗のユムドルジ，バルタイらが所轄の旗から圧迫され苦しめ
られているとして訴状を書き上告した一件を処理する際，近くにいることを考えて札

ジャ

薩
サ ク

克
殿に引き渡して裁かせよう。送ったことが档冊に記録されている」（とあった）。その後，
札
ジャ

薩
サ ク

克殿のところから詳査して報告してきた文書に（次のようにある）。
　命じられたことにしたがい，今年の閠 6月 25日にチャガン・チロート寺などのところで
事件の当事者を集めて調べたところ，（以下のような証言がえられた）。

　ユムドルジの証言 : 

　スゥルデの御前にて鮮血を飲んで奮闘してきたバートルたちのなかから，奴才の曽祖父
ノルブ・ダルハン・バートルには，先王ラシバルジョルから授けられた「尊事に携わる使
者たちは，永遠に駅馬と糧食を免除せよ」との旨の，雍正 2年の信任状がある。それだけ
でなく，奴才の代に至るまでスゥルデの御前にて鮮血を飲んでつとめてきたのである。そ
れと同時に，旗とソムの定めたアルバや雑税に対しても，できるだけ馬や牛を献上して努
力してきたのである。いつしか疲弊したため，奴才は今後輝かしいスゥルデの御前で鮮血
を飲んでつとめるか，さもなければ旗とソムのアルバを払うために生きるかになるだろう。
また，タイジ・トゥメンデレゲルの家にいる息子エンケダライに私が会いに行ったら，タ
イジ・ラシニマと出あったのは事実である。私は（トゥメンデレゲルの家）で何ひとつ悪
いことをしていない。また，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケの刀から逃れるため，盟長殿のところに不平
を訴えたのである。ご判断をあおぐ次第である。
　バルタイに聞いたところ，次のように証言した。
　私は以前衙門のビチェーチとして当直にあたっていたが，札

ジャ

蘭
ラン

章京の任を終えてからは
一切の公務から退いていた。小生は家が貧しいことから再びビチェーチの職にあたらず，
父母のもとで生計維持にはげんでいた。そうしたなか突然タイジ・ラシニマらから呼ばれ
た。彼らの通知を受けとって一緒に歩いていたら，野外で急に私をつかまえて札

ジャ

蘭
ラン

ゲシク
トに渡された。（その後）私はすきを見て逃げだし救命を求めたのである。その際，タイ
ジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケの袋
ダーリン

から刀を盗んだことはない。また，私が兄のエンケダ
ライに会おうとしてタイジ・トゥメンデレゲルの家に行った時も，悪いことは何ひとつし
ていない。
　梅倫章京バダラホ，タイジで札

ジャ

蘭
ラン

アディヤ，ソムの章京バイルシャー，驍騎校サンジャ
イらが共同で次のように証言した。
　私たちがユムドルジから今まで何度も馬や牛などを徴収したことは，すべて双方で協議
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の上おこなわれたものである。徴収したものは全部ユムドルジのアルバに換算し，旗とソ
ムの雑税の一部として納入し，使用したが，われわれがそれを個人のために使いこんだこ
とはない。
　タイジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケらは次のように報告した。
　われわれが通知を携えて札欄ユムドルジと札

ジャ

蘭
ラン

バルタイらを呼びに行ったら，彼らは全
員家にいた。ユムドルジは病気で寝ていた。通知を届けて召喚すると，札

ジャ

蘭
ラン

バルタイは通
知にしたがって赴こうといってわれわれと一緒に（旗衙門）に向かっていたら，突然逃げ
だしたので，われわれは彼をつかまえて札

ジャ

蘭
ラン

ゲシクトに渡したのである。ユムドルジ家の
外に（置いてあった）袋からわれわれの刀がなくなった以外に，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケが刀を抜
いて威嚇したかは知らない。また，札

ジャ

蘭
ラン

ユムドルジがタイジ・トゥメンデレゲルの家の近
くまで行っていたのは，何かを企んでいたのかもしれない，という。
　このように，これらの証言を分析し，ひとつひとつ検討して本件を処理したら適当であ
ろう。ただし，本件について聞くべき人物が多く，また現在作物の取り入れも重なったた
め，大勢の利益を考慮し，これ以上詳しく調べることを中止しよう。現状から見て以下の
ように決定した。
　黄金スゥルデの御前にて鮮血を飲む人はたくさんいても，先王ラシバルジョルはノルブ・
ダルハン・バートルを寵愛し，「尊事に携わる使者たちは，永遠に駅馬と糧食を免除せよ」
との旨について，雍正 2年に印璽つきの信任状を配布している。（しかし）その後ノルブの
子孫ユムドルジらは本旗のアルバや租税を他の旗民と同じように納付してきて，すでに長
くたっている。この度ユムドルジが家業の貧困から信任状を持ちだして不平を申したてた
ため，ユムドルジを今後旗とソムのアルバと無関係にしよう。ただし，他のバートルたち
もまた（ユムドルジの）真似をして，租税類を払わないと騒ぎだすかもしれないので，ユ
ムドルジがいくら貧困に陥ったと主張しても，状況を見て毎年（銀）3両の租税を旗のアル
バ類に充てるよう決定したい。
　バルタイは，所轄のタイジ・トゥメンデレゲルの家に行ったとしても，自分の兄エンケ
ダライに会った以外何も悪いことはしていない。彼は家計が苦しいため，衙門のビチェー
チの輪班に参加せずに自分の両親を養うために働いているため，追求することはない。
　梅倫章京バダラホ，タイジで札

ジャ

蘭
ラン

アディヤ，ソムの章京バヤルシャー，驍騎校サンジャ
イらは，ユムドルジから馬や牛などを徴収したとしても，（それらを）すべて旗とソムの借
金に充てただけで，決して自分たちで使いこんだことはないため，追求しないことにしよ
う。
　タイジ・ラシニマ，札

ジャ

蘭
ラン

バトムンケとユムドルジらは，刀を盗んだとか，刀を抜いたと
かいいあらそっているが，刀で負傷したりしたことはないため，これ以上調べることはし
ないでおこう。
　また，タイジ・トゥメンデレゲルはユムドルジの息子エンケダライを（自分の）家にと
どめておき，その両親に孝行できなくなったため，父のユムドルジと弟のバルタイはエン
ケダライが懐かしくなって会いに行ったら，かえってエンケダライを会わせなかったため，
ユムドルジは悲しくなり，どうしても会いたいといつづけただけで，何ひとつ悪いことは
していない。それなのにタイジ・ラシニマがあいだに入って扇動し，ユムドルジが何かを
企んで居座っている，と報告した。それを見れば，タイジ・ラシニマは悪意からタイジ・
トゥメンデレゲルと庶民ユムドルジの仲を離間させ，騒ぎをおこしたことははっきりして
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いる。そのため，タイジ・ラシニマを厳しく叱咤し，今後このような騒ぎをおこさせない
ように求め，軽率なことをしないように注意した。
　ユムドルジとバルタイらは，爵位を持ち寵愛されながら，ささいなアルバや租税ぐらい
のことで不平不満をもらし，非常識に行動したことを叱咤し，後々このような行いをなす
者に見せしめとしよう。このように決定した諸事項について，盟長殿が適切かどうかをご
照覧になってから知らせてくだされば，私どもはそれにしたがうようにしよう。これゆえ
に呈して申しあげる，という。
　その後，（ダルハトの最高責任者の）太師ビルーンダライらが，バートル・ユムドルジは
ただひとつスゥルデの御前にてバートルとしての義務を果たす以外，旗とソムに（銀）3両
のアルバも払わない，との（決定）にしたがわない旨を伝えてきた。ユムドルジは本当に
郡王旗の人間であり，旗とダルハトのあいだで不正を働き，一切アルバを払わずにふるま
うようになれば，他のバートルたちもまた真似をして，旗とソムにアルバを払わないと訴
訟をおこしてやまないだろう。この度，盟長たるわれわれは，札

ジャ

薩
サ ク

克殿が調査し決定した
とおりに判定したことを伝達する。届き次第，このとおり決定したことを郡王のところに
写して届け，ユムドルジとバルタイらを所轄の旗に渡し，今後一切この種の訴訟沙汰をお
こさないように禍根を断つように知るべきである。このために送る。
　以上のように決定され，届いた文書をそのとおりに写し，ユムドルジとバルタイらを
（所轄の旗）に渡した。届き次第，貴衙門は上記決定を守り，今後紛糾や騒動が出ないよう
にしたがうように。このために送る。
　このように届いた文書にしたがっていたところ，このほど副盟長殿のところから送られ
てきた文書にもしたがって，タイジで札

ジャ

蘭
ラン

アディヤから証言を求めた。（アディヤが）報告
するところによると，当（参領）所管の章京，ラブジャイのソムに属するユムドルジから
は毎年租税（銀）10両を銅貨 11,000枚に換算して徴収していた。（道光）13年にはたった
6000枚を払い，のこりは未納であった。それ以降はトラブルが発生し，（道光）16年には
盟長貝勒殿のところからの，ユムドルジは毎年 3両納税するように，との決定にしたがい，
（道光）14年から同 17年までの 4年間合計 12両を払うよう求めた。また，昨年に徴収が決
定された，王の京師行きの費用として（銀）2両と馬 1頭をあわせて求めたが，（ユムドル
ジは）何ひとつ払わなかった，という。
　章京バヤジホから聞いたところ，私の所管するソムのナヤンタイからは毎年 10両の税を
徴収していた。（道光）16年まで規定どおりに納めていた。同 17年に納税を求めたところ，
そのうちに払うといっていた。その後，家業貧困を理由に一向に納めなかったので，私ど
ももまだ催促している。ほかにとくに問題はない，という。
　これらの諸事を考えると，ユムドルジは租税やアルバを一切払わず，騒動をおこした。
前任の盟長貝勒殿が 3両の納税を決定した際，われわれは年 10両を徴収していたにもかか
わらず，その決定にしたがったのである。ナヤンタイについては，税の徴収をめぐって一
度も紛糾したことはなかった。ナヤンタイはもともと箭丁で，所管の章京バヤジホに対し，
そのうちに払うといったり，その後家業疲弊の際には納税を拒否したりして（公務を）妨
げた。彼はソムの章京，札

ジャ

蘭
ラン

章京および衙門に対し不平不満をいっているとしても，それ
は彼自身の意志によるものではないだろう。いままで静かだった人物が突然越訴するとは，
ナヤンタイ自身の考えなのか，ユムドルジの計略なのか。上記のように明察し終えた印璽
つきの文書があるにもかかわらず，ユムドルジが直接姦計を企てナヤンタイがそれに追随
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して旗とソムを（無視して）越訴する行為は，臣らはとうてい受けいれられないことを申
しあげる。
　請うらくは，（報告が）届けば副盟長貝子殿のところでご照覧になり，英明なご判断が下
されるよう，これゆえに呈する。

と以上のように届いてきた。そのため，調べたところ，この件を報告してきた当初，

貝子の私に副盟長の任が予定されていたとしても，現在その話が延期となった以上，

事件を処理するには不適当だということで，（本件を）さしもどして送る。届き次第，

貴旗のところで判断してほかの適切と思われるところへ報告し，上告することを知る

ように，これゆえに送る。

道光 18年 10月 15日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 107-111）。

5. Silin Γool-un Čiulan terigün. Sönid-ün Jegün jasa törü-yin jiyün wang Čewengjab- 

ača u-un Sönid-ün Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji jerge kümün-ü 

umudal-un tuqai iregülügsen bičig-i Yeke Juu-yin Čiulan terigün-eče ulamjilasan bičig. 

čiulan-u terigün jasa qosiun-u beyise Tödübsereng-ün bičig: 

jasa qosiun-u beyise Čadursereng-dü ilegebe: 

lablan bayičaar-a yabuulqu-yin učir. 

ene on-u namur-un terigün sar-a-yin sin-e-yin qoyar-a. Kiyen Čing Men-dü yabuqu Silin 

Γool-un Čiulan-u daru-a Sönid-ün Jegün jasa törü-yin jiyün wang qoyar jerge nemegsen 

Čewengjab tan-u ajar-ača kürčü iregsen bičig-tü

yabuulqu-yin učir. man-u Silin Γool-un Čiulan-u Sönid qosiun-ača urida Činggis ejen-ü 

gegegen niur-i takiqu tayil-a-du saulasan Gölügen Baatur-un ači ür-e Baatur 

Yümdorji nar-ud irejü medegülkü inü 

bida nar u taan Sönid-ün Gölügen Baatur kemegči-yin ür-e-eče salju Činggis ejen-ü 

sülden-ü emün-e qar-a čisun uuuju qaril ügei-ber küčün jidküjü yabusan-u učir bida 

nar Darqad-un tayilan-du oruulju Baatur čola olusan-du qariyatu Yeke Juu-yin 

Čiulan-u daru-a nar ba jasa jinung-ud-un ajar-ača alban ula-a-yi egüride ügei 

bolaju uda-a dara-a-bar darqalaqu tamaatu bičig oluju. mön kü alban ula-a ügei 

yabusaar iretel-e. Ordus-un jasa wang-un ajar-ača tayiji nar-un albatu-yin dotur-a 

oruulun jakiruulju odu jasa-un tama-a-yi qamiyarusan tusalači Göngču. Göngčüg 
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ner tere kü Darqan bičig-i keregsel ügei siud sanaan-u jori-iyar janggi Rabjai. Bayajiqu. 

Masijiral nar-un sumun-u tayiji Tasurul. Rasinim-a. Büger-e. Jigmid jiči qariyatu wang 

nar-un albatu-yin dotur-a bügüde qorin naiman erüke-yin ulus-yi oruulju u boda Činggis 

sülden-ü tayilan-u erkim čiqula alban-i qousulaju tasulqu-du kürgebe: oldabasu. qaučin 

keb-iyer ejen gegegen-ü emün-e küčün jidkügsen u Darqad lu-a neyilegüljü tayilan-u 

yabudal-yi güičedkekü ajiyamu kemen medegülümüi: 

kinabasu Činggis ejen bolbasu dotuadu adaadu olan čiulan-u olan wang güng tayiji 

nar-un u ečige büküi-yin učir gegegen ijaur-yi sakiulun tayiqu tabun jaun erüke-yin 

arad-i arban čiulan-u qariyatu qosiu neyigem-ün dotur-a-ača araju saulasan-ača 

inasi edüge kürtel-e čöm öger-e alba jüil-dü qabiyaraqu ügei ača kü Činggis ejen-ü 

gegegen ijaur-yi sakiju kečiyenggüilen tayisaar iregsen eyin kü učir mönüken Tayisi. 

Tayibuu. Qonjin. Jayisang-un jerge qousun čola-yi bayilay-a kemegsen učir-tu Qalq-a-yin 

Sečen Qan-u jerge olan Mongol wang. güng-üd uul iruar-i audalun araju keb-iyer 

kesig kürtegüljü qousun čola šangnaulun Činggis ejen-u gegegen ijaur-yi sakiulun 

takiulqu-yi uyun ergügsen yabudal-i ulamlan ayiladqasan-i jarli yosuar bolaju kesig 

kürtegegsen jerge yabudal-i olan čiulan-u daru-a nar tusiyasan anu alin eteged-ün 

dangsan-a todurqai-yin deger-e. enekü Gölügen Baatur-ača daraalan egün-ü ači ür-e-yi 

mön kü ene Baatur Yümdorji nar-un beyes-yi kürjü iretel-e qariyatu jinung čiulan-u 

daru-a-yin bičig todurqai atal-a Ordus-un jasa tusalači nar ejirkejü eldeb alban yabuulun 

ejen-ü tayil-a-yi tasuldaulqu-du kürgebe kemegsen inü yekel-e neyilelčekü busu-yin 

tula učir-yi araju yabuuluy-a: kürümegče erkim čiulan-u daru-a nar-un ajar-ača 

bičig-ün dotur-a kereg-i bayičaan üjejü qariyatu čiulan-u Ordus-un jasa tusalači nar-tu 

čingadqan tusiyaju enekü Sönid-ün Gölügen Baatur-un ür-e Baatur Yümdorji nar-i uul 

saulasan yosuar qariya-tu Darqad lu-a neyilegülün saulaad basa kü Ordus-un 

jasa tusalači nar-un ejirkejü yosun busu alba yabuulusan učir-i yaakin todurqayilan 

sidkeged kergin sidkejü neyilegülün saulasan yabudal-yi qoyisi bičig kürgen iregülüy-e 

kerbe ülü neyilelčekü ajar bui abasu mön kü učir-yi araju bičig kürgejü iregülüy-e kemen 

erkim čiulan-u daru-a nar-un ajar darui bičig qarilčan ese yabuulusan-u tula 

ergümjilegsen čola kergim jerge bitegülig-iyer bičijü yabuulusan-i qamtu-bar araju 

yabuulsuai: egün-ü tula ilegebe

kemen kürjü irejüküi: eyimü-yin tula egün-i inü yaarabčilan bayičaan yabuulju maadlan 
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učir-yi araju ulamjilan medegülbesü jokiqu-yin tula bičig kürümegče jasa beyise tan-u 

ajar bičig-ün doturaki kereg učir-yi bayičaan üjejü darui Baatur Yümdorji nar u taan 

Jegün Sönid-eče arasan Darqad kümün mön busu. Darqad mön bolqul-a qariyatu jakiraqu 

jinung tan-u ajar büküi Darqad-un er-e čege dangsan-du todurqai bui ügei basa Yümdorji 

nar nigen nam-iyar kedün erüke-yin arad. jiči eden-ü beyes čuqum Darqad bolqu ba esebesü 

Wang-un qosiun-u kümün bolqu uu. egün-i ali nigen maad ünen učir-i jüil daraalan 

todurqayilan araju yaarabčilan čiulan-u daru-a beyise man-u ajar medegülür-e 

iregtün. kinaju sidkeged ulamjilan medegülkü-yi tür küliyegsen-ü tula alurlan saadaulju 

ülü bolumui: egün-ü tula ilegebe: 

Törü Gereltü-yin arban yisüdüger on-u namur-un dumdadu sar-a-yin sin-e-yin urban-a: 

〔訳〕シリンゴル盟盟長，スニト左（旗）札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王チェウェンジャブから（届

いた），元スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジらが不服を申したてた件

についての問い合わせ文を，イケ・ジョー盟盟長から転送してきた文書。

盟長札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子トゥドゥブスレンの文書。

札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子チャクドゥルスレンに送る。

確認して調査させる件。

　今年秋の最初の月（7月）の 2日に，乾清門行走シリンゴル盟盟長スニト左（旗）

札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王二次加級チェウェンジャブらの衙門から届いた文書のなかに

　送る件。我がシリンゴル盟のスニト旗から以前に主君チンギスの輝かしい御顔をまつる
祭祀に派遣した，ギルーン・バートルの後裔ユムドルジらがやってきて報告した。「われ
われはもともとスニト部のギルーン・バートルという人物の子孫から生まれた（者で），主
君チンギスのスゥルデの御前にて鮮血を飲み，たゆまず力を捧げてきた。そのため，わ
れわれをダルハトが主催する祭祀に参加させ，バートルの称号を与えられ，所管のイケ・
ジョー盟盟長ならびに歴代札

ジャ

薩
サ ク

克ジノンらのところからアルバや駅馬を免除するという特
権付与を明示した印璽つきの文書を渡された。このようにアルバや駅馬なしできたところ，
オルドスの札

ジャ

薩
サ ク

克王の衙門から（いつのまにか）タイジの属民アルバトのなかに編入させ
られ，管理されていたことになった。現在札

ジャ

薩
サ ク

克の印務を署理する協理タイジ・グンチュ
ク，グンチョクらが（以前の）特権付与の文書を無視し，勝手に（われわれを）章京ラブ
ジャイ，バヤジホ，マシジラガルらのソムのタイジであるタクスゥルル，ラシニマ，ブケ
レー，ジグミドら所管の王らのアルバト（に編入した）。当旗内（に住む）全 28戸の（ダ
ルハトの）人びとを（旗のアルバト）に編入した。そのため，本業としての聖チンギスの
スゥルデ祭祀というもっとも重要な公務を妨害する結果になった。われわれの訴えを聞き，
どうか以前のように，聖主の御前に尽力するという他のダルハトたちと合流させ，祭祀に
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専念できるよう，お願い申しあげる」，といってきた。
　思うに，主君チンギスは内外諸盟のすべての王公タイジらの祖先であり，その輝かしい
出自を守りまつる 500戸（のダルハト）は，10盟の多くの旗から派遣された人びとである。
昔から現在に至るまで一切のアルバを免じられ，ただひとつ聖主チンギスの輝かしい事跡
を継承し，つつしみ深くまつってきた人びとである。また，このほどタイシ（太師），タイ
ポ（太保），ホンジン（官人），ジャイサン（宰相）などの称号を中止させようとの事件の
際，ハルハのセチェン・ハンなど大勢のモンゴルの王公たちが（チンギス・ハーン祭祀の）
本来の由来を持ちだして（理由とし），皇恩をいただいて空号をひきつづき下賜され，主君
チンギスの輝かしい事跡を継承しまつることを許可するよう嘆願し上奏したところ，諭旨
に遵い許可された。このいきさつを多くの盟の盟長に知らせており，それぞれの档冊にも
明記されているはずである。ギルーン・バートル以降，その後裔のバートル・ユムドルジ
の代に至るまで所管ジノンからの文書があるにもかかわらず，オルドスの札

ジャ

薩
サ ク

克協理タイ
ジらがのさばり，勝手にアルバを課して，主君の祭祀を中断においこむなど，甚だ道理に
合わないため，本件を送った。
　届き次第，盟長らの衙門の方から档冊文書を調べ，所管のオルドスの札

ジャ

薩
サ ク

克協理タイジ
らに厳命するように。スニト部のギルーン・バートルの後裔，バートル・ユムドルジらを
もとどおりに所管のダルハトたちと合流させるように。また，オルドスの札

ジャ

薩
サ ク

克協理タイ
ジらがのさばり，違法にアルバを徴収した件をいかに処理したか，（ダルハトたちをどのよ
うに）合流させたかをわれらのところに知らせるように。もし，不当な点があれば，それ
を明記した文書を届けるように。貴盟の盟長らの衙門から連絡の文書がないため，授与さ
れた爵号なども不正確であるかもしれないことをあわせて断っておこう。これゆえに送る。

と書いてあった。したがって，本件をただちに調べて真相を究明して報告した方が適

切であろう。文書が届き次第，札
ジャ

薩
サ ク

克貝子貴殿のところから文書のなかで書いてある

ことを調査するように。バートル・ユムドルジらはもともと東スニト旗から出自をも

つダルハトかどうか。ダルハトである場合，彼らを所轄するジノンたる貴殿のところ

にあるダルハトの丁冊にはっきりした記録があるかどうか。ユムドルジ一党は何戸か

らなるのか，彼らは本当にダルハトなのかそれとも郡王旗の属民なのか。これらのこ

とを逐一調査し，速やかに盟長たる貝子われわれのところに報告するように。結果を

見てまたさらに報告することになっているため，遅延してはならない。これゆえに送

る。

道光 19年秋の仲月（8月）の 3日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 111- 113）。

6. Čiulan-u terigün-eče Sönid-ün Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji-yin 

umudal-un tuqai Jiyün Wang-un yamun-a bayičaar-a yabuulusan bičig. 

Wang-un yamun-a ilegebe: 

lablan bayičaar-a yabuulqu-yin učir
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ene on-u namur-un terigün sar-a-yin sin-e-yin qoyar-a. Kiyen Čing Men-dü yabuqu čiulan-u 

daru-a Sönid-ün Jegün jasa törü-yin jiyün wang. qoyar yeke (jerge) nemegsen Čewengjab 

tan-u ajar-ača kürjü iregsen bičig-tü yabuulqu-yin učir eyimü teyimü ilegebe kemen 

kürjü irejüküi: eyimü-yin tula bayičaabasu Baatur Yümdorji nar-tu tegün-ü u jirum-yi 

daaulju nigente uridu tusiyal-un čiulan-u ded daru-a jinung jasa-ud-un ajar-ača 

ula-a sigüsü-yin jüil-iyer jobaaqu-yi tasulun jakiju ačakü boda ejen-ü gegegen-ü 

emün-e küčün jidkügüljü yabuulqu tamaatu bičig uda-a dara-a totuan tusiyaju 

daaju yabuulusan jüil büi amui: tere čü bayituai basa bayičaabasu Darqad tabun 

jaun erüke-yin arad-yi demei alban jarul-a tomilaqu ba. jiči jori-iyar ula-a bariqu 

jerge-yin kereg-i tulaulju bolqu ügei yabudal-i čaajalasan anu qauli-du bui kereg: 

egün-i jüi inü yaarabčilan bayičaan yabuulju maadlan učir-i bayičaan üjejü ulamjilan 

medegülbesü jokiqu-yin tula bičig kürümegče tusalači tayiji nar tan-u ajar bičig-ün 

doturaki kereg učir-i bayičaan üjejü darui Baatur Yümdorji nar čuqum u taan Jegün 

Sönid-eče arasan Darqad mön busu: mön bolqul-a tan-u qosiun-ača yamar učir-iyar 

joriuda albadaqu ba qariyatu qosiun-u er-e-yin čege dangsan-du bui ügei. jiči üneger tan-u 

qosiun-u aqu bolbasu yaun-a Jegün Sönid qosiun-du jaalduju demei nigen eteged-ün 

üge-yi barimtalan lablaju bayičaar-a irekü jiči basa ču Yümdorji nar-i tan-u qosiun-ača 

eldeb alban-i yabuulju boda ejen-ü tayil-a-yin kereg-i osuldaqu anu yamar sana-a. 

jerge jüil-ün maad ünen učir-ud-i nigen nigen-iyer todurqayilan araju yaarabčilan 

čiulan-u daru-a beyise man-u ajar medegülün iregtün. sidkeged ulamjilan medegülkü-yi 

tür küliyegsen-ü tula alurlan saadaulju ülü bolumui: egün-ü tula ilegebe: 

Törü Gereltü-yin arba yisüdüger on-u namur-un dumdadu sar-a-yin sin-e-yin urban-a. 

〔訳〕盟長から，スニト部のギルーン・バートルの後裔ユムドルジが不服を申したて

た件について，郡王旗衙門に調査を依頼した文書。

王の衙門に送る。

確認し調査させる件。

　今年秋の最初の月（7月）の 2月に，乾清門行走，（シリンゴル盟）盟長，スニト

左旗の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王，二次加級チェウェンジャブらのところから届いた文書のなか

に，「送る件かれそれ，云々」と送ってきた。そのため，調べたところ，バートル・

ユムドルジらには，彼の本来の役に沿うように，すでに先代のジノン，札
ジャ

薩
サ ク

克副盟長
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のところから駅馬と丸煮シュースの徴収を免除されている。ただひとつ，輝かしい聖

主の御前にて力を捧げるよう，いく度も印璽つきの文書を配布していたことがある。

それだけではなく，さらに調べたところ，500戸のダルハトの人びとを公務に任命し

たり，勝手に駅馬を徴収するなどのことを強要してはならない，と法によって禁止し

た前例がある。

　この件を速やかに調査し，調べたことを検討してさらに報告すべきである。文書

が届き次第，協理タイジら貴殿が文中にて言及していることを調べるように。バート

ル・ユムドルジらが本当に東スニト旗から出たダルハトかどうか。もしそうであるな

らば，何ゆえに貴旗が彼らからアルバを徴収しようとしたのか。旗の（箭丁の）戸口

档冊に載っているかどうか。また，もし貴旗の人間であるならば，なぜ東スニト旗に

上告したのか。一方の主張のみを根拠にして報告してきたり，また旗からさまざまな

アルバをユムドルジらから徴収したりして聖主の祭祀を妨げたげたのは，どういう意

図なのか。

　以上の事件の真相をひとつひとつ究明し，速やかに盟長，貝子われらのところに報

告するように。（シリンゴル盟へ）報告することを待たせているため，遅延してはな

らない。これゆえに送る。

道光 19年秋の仲月（8月）の 3日（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998:113）。

7. Jinung-ača Činggis-ün Gölügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji-yin 

umudal-un tuqai jiyün wang Erkimbilig ner-tü yabuulusan bičig. 

teyimü kemen15） kürjü irejüküi: eyimü-yin tula tusiyasan-yi daaju dangsan-a bayičaabasu 

Törü Gereltü-yin arban doluduar on-u terigün sar-a-yin arban nigen-e man-u ajar-ača jasa 

törü-yin jiyün wang Erkimbilig-ün tama-a-yi qamiyarusan tusalači tayiji Göngču 

Göngčudorji nar-un ajar yabuulusan bičig-tü

tasulan sidkekü-yin učir. 

mönüken Baatur Yümdorji. Qosiuči Nayantai nar-un ergün medegülügsen bičig-tü

öčüken bida u učir-iyan aran ami sirun medegülkü-yin učir. 

Činggis ejen-ü emün-e qar-a čilaun metü yasutu. qar-a usun metü čisutu. qaril ügei sanaatu. 

qaltural ügei joritu qari tan yeke dayisun-du qataujin yabuju küčün-iyen öggügsen Sönid-ün 

Gölügen Baatur-un ači ür-e-eče inerü üy-e ularin tasural ügei yabusaar Baatur-ud 

man-u beyes-tü kürtel-e iregsen-i sülde-yin gegegen emün-e ulaan čisu uuuju jidkügsen 
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Baatur-ud bidan-i mönüken ene on-du tayiji jalan-u janggin Adiy-a qorin lang alba abun-a 

kemen čingata alba ese ögbesü bey-e-i činü bariju abuad ger mal-i ebdejü kitad-tu 

öggün-e: dara-a anu minu degüü Nayantai-ača janggi Bayajiqu arban tabun lang alba abun-a 

ese ögbesü bey-e-yi činü bariju abačin-a kemen šaardaulqu-du boul man-u beyes ami 

jabsarlaju jinung beyise noyan-a siruju boul man-u umudal-i toličan ayiladqaqu ajiyamu: 

kemen medegülün irejüküi: 

eyimü-yin tula tedeger-ün nemen ergügsen jiuqu bičig-tu bayičaabasu wang asan 

Rasibaljuur. čiulan-u terigün beyise asan Sodnamrabjayigendün. čiulan-u terigün 

jasa nigen jerge nemegsen beyise Tödübsereng ten-ü tasulan jakisan dotur-a. Darqan 

Baatur Norbu-yin üy-e-eče edügeki Baatur Yümdorji. Nayantai nar-tu kürtel-e alba abqu. 

ula-a unuqu. sigüsü idekü-yi tasulun olusan jiuqu bičig bayiqu-yin tulada erkim 

qosiun-u uqaburi ügei tayiji jalan Adiy-a. janggi Bayijiqu nar-un beyes uridu tusiyal-un 

asan noyad ba edügeki čiulan-u daru-a-yin jakisan jirum-tu kereg-yi betegiregülün 

alba nekekü-yi üjikül-e ouata ülü neyilelčekü-yin tulada učir-i aran yabuulba: 

kürügsen-ü darui erkim qosiun-u tusalači tayiji tan-u ajar bayičaan üjejü Baatur 

Yümdorji. Nayantai nar-ača alba abqu-yi bayilaju ulamjilan dongudqu yabudal-yi 

medetügei kemen yabuulqu-ača adan-a. kerbe Yümdorji nar-ača dakin alba-yi nekegülün 

basa ču medegdel iregülkü-dü kürbesü erkebesi tasulusan kereg-yi uduridju yabuqu 

tüsimed-ün beyes lüge kelelčekü yabudal-yi urida medetügei kemen egün-ü tula ilegebe: 

kemen yabuulusan-i dangsan-du temdeglejüküi: eyimü-yin tula Darqad-un yamutad-i jarlan 

abčiraju bayičaan asaubasu medegülkü inü 

Baatur Yümdorji nar u taan Sönid-ün Gölügen Baatur-un ür-e-eče salju sülde-yin 

gegegen-ü emün-e qar-a čisu uuuju. qaril ügei küčün-iyer jidküjü yabusaar iregsen büged 

basa ču wang asan Rasibaljuur. čiulan-u terigün beyise asan Sodnamrabjayigendün. 

čiulan terigün jasa qosiun-u beyise Tödübsereng ten-ü tasulan jakisan jiuqu bičig 

čöm büi amui: basa ču Baatur Yümdorji nar ijaur-ača Sönid-ün Gölügen Baatur-un ači 

ür-e-eče salju iregsen-eče inerü ača kü sülde-yin gegegen-ü emün-e qar-a čisu uuuqu-ača 

öger-e tayil-a takil-a-yin kereg-tü qamiyaraqu ügei iregsen inü on udaarajuqui: man-u 

Darqad-un tabun jaun erüke kümün bolbasu čuqum. Činggis ejen-ü Naiman Čaan Ordun-i 

sakisan kümün. Baatur Yümdorji bolbasu čuqum Sönid-ün Gölügen Baatur-un ači 

ür-e mön büged basa ču arban urban jil boluad boda sülde-yin gegegen-i Ordus nigen 
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čiulan-iyar büridjü jisaan takiqu-du ene Baatur Yümdorji nar sayiy-a alban qaaqu 

yabudal učir-i mön kü man-u nigen čiulan-u noyad tüsimed čöm üjejü medemüi kemen 

medegülümüi: mön kü Darqad-un er-e-yin dangsan-i bayičaabasu Naiman Čaan Ordun-i 

sakisan nigen kesig-ün er-e-yin dangsan čöm büi yerü Sönid-ün Gölügen Baatur Yümdorji 

nar kemekü dangsan todurqai ügei: eyimü-yin tula kinabasu Činggis ejen bolbasu dotuadu 

adaadu olan čiulan-u wang. beyile. beyise. güng. tayiji nar-un u büküi-yin učir tabun 

jaun erüke arad-i arban čiulan-u qariyatu qosiu neyigem-ün dotur-a-ača araju 

saulaju gegegen ijaur-i sakiju tayil-a-du saulasan tulada yerü ali qosiu kemen 

man-u ajar maadlaqu anu berke-yin tula uyaqu anu 

čiulan-u terigün noyan-u ajar-ača toličan üjejü qosiun-u kemen buliyalduda Jiyün 

Wang-un qosiun-u tama-a-yin ajar-ača bayičaan maadlaju čuqum teden-ü beyes-eče 

ünen-i olqu ajiyamu: kemen egün-ü tula ergün bariba: 

Törü Gereltü-yin arban yisüdüger on-u namur-un segül sar-a-yin sin-e-yin jiruan-a: 

〔訳〕ジノンより，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジが不服を申した

てた件について，郡王エルキムベレクらに送った文書。

……云々と届いた。そのため，明示られたことについて档冊を調べたところ，道光

17年（秋の―筆者補足）の最初の月の 11日に我が衙門から郡王エルキムベレク 16）

の印務を署理する協理タイジのグンチュク，グンチョクドルジらに送った文書に，

　決定して処理する件。このほど，バートル・ユムドルジ，先鋒ナヤンタイらが上呈して
きた文書に「あわれなわれわれは真相を報告し，命を乞うために，不平を申しあげる。主
君チンギスの御前にて，『磐石のような硬骨を持ち，海水のごとき熱血を有し，衰えぬ意志
を持ち，動揺せぬ決意を保ち，悪敵どもに対し，破竹の勢いで突進し，尽力してきた』ス
ニト部のギルーン・バートルの子孫から，今日まで代々絶えることなくわれわれの代まで
バートルをつとめてきた。スゥルデの御前にて鮮血を飲むバートルのわれわれをこのほど
本年においてタイジで，札

ジャ

蘭
ラン

章京アディヤが 20両のアルバを徴収するといってきた。アル
バを納付しない場合はあなたを逮捕し，財産を没収し漢人にやる。とおどかしてきた。そ
の後，弟のナヤンタイから章京バヤジホが 15両のアルバを徴収するといってきた。もし納
付しなかったら逮捕すると催促してきたため，奴才らは機会をうかがってジノン，貝子 17）

殿の（黄金の衙門）にくぐり入り，われわれの不服をご明察になるように。これゆえに不
服を呈する」，といってきた。このことから，また彼らの添付してきた信任状によれば，故
王ラシバルジョル，盟長で貝子 18）の故ソノムラブジャイゲンドゥン，盟長札

ジャ

薩
サ ク

克一次加級
貝子トゥドゥブスレンらが決定したなか，ダルハン・バートル・ノルブの代から現在まで
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のバートル・ユムドルジ，（先鋒）ナヤンタイに至るまでアルバの徴収，駅馬の徴収や丸
煮シュースの徴用を免除した信任状がある。そのため，貴旗の無知なタイジ，札

ジャ

蘭
ラン

章京ア
ディヤ，章京バヤジホらが，先代故王らと現在の盟長たちが定めた合法的な決定をあいま
いにしてアルバを徴収しようとしたことは道理に合わないことをまず知らしめて送る。届
き次第，貴旗の協理タイジらが調べてみて，バートル・ユムドルジ，（先鋒）ナヤンタイか
らアルバを徴収することを中止させ，今後ともそれを守るようにと叱責するほか，もしも
今後また再びユムドルジらからアルバを徴収しようとすることがこちらに知られたら，決
定した事項を執行する立場にある（貴殿ら）役人たちの責任を問うことになることを事前
に知っておくべきであろう。このために送る。

と送ったことが档冊に記されていた。そのため，ダルハトのヤムタトらを呼んできて

取り調べたところ，次のような証言がえられた。

　バートル・ユムドルジらはもともとスニト部のギルーン・バートルの子孫から枝

分かれした者で，スゥルデの御前にて鮮血を飲み，惜しみなく力を捧げてきた人（人

物）である。また，故王ラシバルジュール，盟長で貝子，故ソノムラブジャイゲン

ドゥン，盟長で札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子トゥドゥブスレンらが審議し決定した信任状も存在す

る。そのうえ，バートル・ユムドルジらがスニト部のギルーン・バートルの子孫から

枝分かれし，長年ずっとスゥルデの御前にて鮮血を飲む以外に，（普段は）他の祭祀

にかかわらないできた。われわれダルハトの 500戸の人びとは，主君チンギスの八白

宮を維持する者である。バートル・ユムドルジは本当にスニト部のギルーン・バート

ルの子孫である。13年に一度聖スゥルデをオルドス一盟全体で集まってまつる時に，

このバートル・ユムドルジらが（祭祀の）アルバにとりかかるのを，我が盟すべての

王公と臣下たちが見て知っているはずである，と述べた。

　また，ダルハトの丁冊を調べたところ，八白宮を維持してきた一ゲシクの男子の档

冊は全部ある。ただし，そのなかに「スニト部のギルーン・バートル（の子孫）ユム

ドルジら」との文言はない。

　以上のような状況から見て，主君チンギスは内外諸盟の王，貝勒，貝子，公，タ

イジらの祖先である。500戸のダルハトは 10盟の諸旗から派遣された，輝かしい祖先

をまつるための人びとである。どれそれの旗の所属である，とわれわれが識別するの

は困難である。したがって，請うらくは盟長殿のところから明察し，旗の属民である

と主張している郡王旗衙門にも調査させ，彼ら（ダルハト）の本当の出自を確認しよ

う。これゆえに送る。

　道光 19年秋の最後の月（9月）の 6日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 113-115）。
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8. Čiulan-u terigün Tödübsereng-eče Činggis-un Gilügen Baatur-un qoyiči-yin üy-e-yin 

ür-e ači Yümdorji nar-un umudal-un tuqai beyise Čadursereng nar-tu ilegegsen bičig. 

Čiulan-u terigün jasa qosiun-u beyise Tödübsereng-ün bičig: 

jasa qosiun-u beyise Čadursereng tusalači tayiji nar-tu ilegebe: qoyisi tusiyaju dangsan-yi 

abuulur-a yabuulqu-yin učir. 

ene on-u namur-un segül sar-a-yin qorin-a jasa beyise tan-u ajar-ača medegülür-e iregsen 

bičig-ün tobčiy-a-du

kinabasu Činggis ejen bolbasu dotuadu adaadu olan čiulan-u wang beyile. beyise. 

güng. tayiji nar-un u büküi-yin učir tabun jaun erüke arad-i arban čiulan-u qariyatu 

qosiu neyigem-ün dotur-a-ača araju saulaju gegegen ijaur-i sakiju tayil-a-du 

saulasan tulada yerü ali qosiu kemen man-u ajar maadlaqu anu berke-yin tula. 

uyaqu anu 

čiulan-u terigün noyantan-u ajar-ača toličan üjejü. qosiun ni kemen buliyalduda Jiyün 

Wang-un qosiun-u tama-a-yin ajar-ača bayičaan maadlaju. čuqum tedun-ü beyes-eče 

ünen-i olqu ajiyamu kemejüküi: 

egün-dü bayičaabasu Činggis ejen-ü ijaur-yi takiqu-yin učir tabun jaun arad-i arban 

čiulan-u qariyatu qosiud-un dotur-a-ača araju saulasan yabudal-i todurqayilaju 

iregsen inü čuqum erkim beyise tan-u yamun-du arban čiulan-u jasa-ud-un ajar-ača 

tabun jaun erüke arad-i dangsalan araju saulasan-i maadlaqu dangsan bui amui: 

egün-i čiulan-u daru-a man-u yamun-du bayičaaqu dangsan ügei. basa kü tan-u ajar 

Darqad-un Yumutad-un medegülügsen-ü dotur-a kinabasu man-u Darqad-un tabun jaun 

erüke kümün bolbasu Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordun-yi takisan kümün Baatur 

Yümdorji bolbasu čuqum Sönid-ün Gölügen Baatur-un ači ür-e mön kemen medegüljüküi: 

ene kereg-ün učir-i erkim beyise tan-u ajar Činggis-un Naiman Čaan Ordun-i sakisan 

Yamutad-un dotur-a-ača ken neretü Yamutad todurqayilan araju medegülügsen-i jüi inü 

tede Yamutad-un neres ba mön kü arban čiulan-u qosiu neyigem-ün dotur-a-ača araju 

saulasan dangsan-yi tusburi seyiregüljü nisge-ber medegülür-e iregülbesü jokimui: yerü 

edür saataulbasu otu ülü bolumui: egün-ü tula ilegebe: 

Törü Gereltü-yin arban yisüdüger on-u ebül-ün terigün sar-a-yin sin-e-yin qoyar. 
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〔訳〕盟長トゥドゥブスレンから，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジ

らが不服を申したてた件について，貝子チャクドゥルスレン，協理タイジらに出した

文書。

盟長札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子トゥドゥブスレンの文書。

札
ジャ

薩
サ ク

克固山貝子チャクドゥルスレン，協理タイジらに送る。

　档冊をとりよせる件。今年の秋の最後の月（9月）の 20日に，札
ジャ

薩
サ ク

克貝子殿のと

ころから報告してきた文書の要綱に，

思うに，主君チンギスは内外諸盟の王，貝勒，貝子，公，タイジらの祖先である。500戸の
（ダルハト）は元来 10盟の諸旗から派遣された，輝かしい祖先をまつるための人びとであ
る。どれそれの旗の所属である，とわれわれが識別するのは困難である。そのため，請う
らくは盟長殿のところから明察し，旗の属民であると主張している郡王旗の衙門にも調査
を依頼し，彼ら（ダルハト）の本当の出自を確認しよう。

とあった。本件に関して調べたところ，主君チンギスの事跡をまつる五百戸の人びと

は 10盟の諸旗から派遣された経緯を明確にしてきたのは貴旗である。（そのため）貝

子貴殿の衙門には 10盟の札
ジャ

薩
サ ク

克たちのところから 500戸のダルハトを派遣したとい

う档冊があるはずである。この件については，盟長たるわれわれの衙門に調べられる

档冊がない。また，貴殿のところには，ダルハトのヤムタトが報告してきた文書もあ

る。それには，「思うには，われわれダルハトの 500戸の人びとは，チンギス・ハー

ンの八白宮をまつる者である。バートル・ユムドルジは，本当にスニト部のギルー

ン・バートルの子孫である」と書いてあった。この件について，チンギスの八白宮を

維持するヤムタトのなかで，誰が貝子貴殿のところに報告したのか。これらの人物の

名前，ならびに 10盟諸旗から（人員を）派遣したという档冊をそれぞれ写して飛速

にて届けてくるように。日々を遅延させてはならない。

　これゆえに送る。

　道光 19年冬の最初の月（10月）の 2日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 115-116）。

9. Čiulan-u terigün-eče Činggis-un Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji 

nar-un umudal-i sidbürilen sidkejü medegülkü tuqai Jiyün Wang-un yamun-du šaardaulun 

yabuulusan bičig. 
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wang-du ilegebe: 

tusiyan yabuulju qurdubčilan qariu bičig iregülkü-yin učir. 

dangsan-a bayičaabasu Törü Gereltü-yin arba yisüdüger on-u namur-un terigün sar-a-yin 

sin-e-yin qoyar. Kiyen Čing Men-dü yabuqu Silin Γool-un Čiulan-u Sönid Jegün jasa 

törü-yin jiyün wang qoyar jerge nemegsen Čewengjab-un ajar-ača kürjü iregsen Činggis 

Qaan Qar-a Sülde-yin emün-e čisun uuuqu Sönid-ün Gilügen Baatur-un ači ür-e Baatur 

Yümdorji nar-un jaaldusan nigen kereg-i kergin sidkejü neyilegülün saulasan 

yabudal-yi qoyisi bičig kürgen iregülüy-e kemen kürjü iregsen üjügür-tü učir-i aran 

yabuulju Baatur Yümdorji nar-ača öčig abju bayičaaqu-du beldkegsen-dü temdeglejüküi: 

dara-a-bar čiulan-u daru-a jasa beyise minu bey-e sinelekü-yin jisiy-a-bar neyislel 

qotan-a odqu ča-tu mönüken Silin Γool-un Čiulan-u daru-a Sönid-ün jiyün wang 

Čewengjab-un ajar-ača ene kereg-yi šaardaulun ulamjilan medegülkü-yi beledkejü kelekü 

inü

Baatur Yümdorji nar-i man-u ajar otu taniqu ču ügei. ačakü Nayiraltu Töb-ün 

qoyaduar on-u jun-u dumdadu sar-a-yin arban-a Ordus jiyün wang Rasibaljuur nar čöm 

Sönid-ün Gölügen Baatur-un ači ür-e Norbu Darqan Baatur-tu kürtel-e boda altan 

niur-tu sülde-yin emün-e küčün-iyen jidküjü yabusan erkim kereg-ün elči ner ula-a 

sigüsü öggül ügei yabutuai kemen bayiulusan tamaatu bičig büküi-yin tula teyin kü 

učir-i aran yabuulusan bölüge: 

ene inü üneger Ordus Wang-un Qosiun-u kümün bolbal Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du 

qariyatu wang Rasibaljuur yaun-u učir-tu Sönid Gölügen Baatur-un ür-e mön kemen bičig 

bariulusan ači qariu bičig-i šaardaulqu-yin učir. tan-u qosiun-u tayiji jakiruči 

janggin Batumöngke-yi iregüljü asaubasu ene kereg-i čiulan-u daru-a-yin ajar-ača 

ulamjilan yeke juran-a medegülbesü čiulan neyilejü sidkekü boluad öčüken qosiun-i 

erükedegülün (ürügdegülün) jobaaqu-yi ügei bolan čidaqu ügei: oldaqul-a ey-e nayir-un 

dotur-a sidkejü yeke juran-a medegülkü-yi josuaqu ajiyamu kemegsen ba basa batulaqu 

bičig barisan-u dotur-a uridu tusiyal-un da nar jinung-ud tusiyasan tamaatu bičig-ün 

yosuar altan sülde-yin tayil-a-yin kereg-tü jidkün yabuulqu-ača busu öger-e alban 

tatal-a tesgekü yabudal ügei kemen batulan medegüljüküi: eyimü-yin tula čiulan-u 

daru-a minu bey-e jakisan anu 

qariyatu Wang-un Qosiun-ača Yümdorji nar-tu qadaalaulusan čerig-ün morin temegen- 
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i tatan abču Qar-a Sülde-yin emün-e čisun uuuqu kereg-i uul wang Rasibaljuur-un 

bariulusan bičig-ün yosuar daaju yabutuai: Yümdorji nar-ača Jiyün Wang-un 

Qosiun-u tusalači nar teskekü alban öčüken čü abusan ügei-yin tula kelelčekü yabudal 

ügei bolasuai: eyin kü sidkejü dausqasan yabudal-yi sinelekü-yin jisiy-a-bar dökügerjü 

qoyisi nutu-tu kürügsen ča-tu alban-u tamaatu bičig-iyer medegülkü yabudal-i qamutuda 

aran Sönid wang-un yamun-a yabuulusan-i dangsan-du temdeglejüküi: eyimü-yin tula 

bičig kürümegče tusalači tayiji nar tan-u ajar bayičaan üjejü Yümdorji nar-tu büküi čerig 

alban-u beledkel morin temege-yi tatan abju öger-e qadaalaulqu ba basa Nayiraltu Töb-ün 

qoyaduar on-du tan-u qariyatu jasa wang Rasibaljuur-un tusiyasan bičig-ün yosuar 

alban jüil-i tusqal ügei ačakü Qar-a Sülde-yin emün-e qoni ima-a-yin čisun uuuqu 

kereg-i sidkegültügei: urban jil nigen uda-a er-e tögelkü ča-tu mön kü u yosuar 

bičigeljü yabuqu-yi medetügei kemen yabuulqu-ača öger-e qariyatu tusalači tayiji nar 

daaju sidkekü tamaatu küsen batulaqu bičig araju erke ügei ene qabur-un segül sar-a-yin 

qorin tabun-u dotur-a yekeken tusiyal-un tüsimel-dü tusiyan čiulan-u daru-a man-u ajar 

medegülür-e iregtün jöričebesü ülü bolumui. egün-ü tula tusiyan ilegebe: 

Törü Gereltü-yin qoriduar on-u qabur-un segül sar-a-yin arban nigen-e: 

〔訳〕盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジらが不服を申した

てた件を処理し報告するため，郡王（旗）の衙門に送った催促の文書。

王に知らせる。

命じて送り，迅速に返信を届けてもらう件。

　档冊を調べたところ，道光 19年秋の最初の月（7月）の 2日に，乾清門行走シリ

ンゴル盟スニト左（旗）札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王二次加級チェウェンジャブから届いた（文

書に），チンギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて鮮血を飲む，スニト部のギルー

ン・バートルの子孫，バートル・ユムドルジらが上告した件を処理し，（彼らを他の

ダルハトたちと）合流させた件を文書にて知らせるよう，と書いてあった。最初，本

件を知らせ，ユムドルジらから証言を取り，調査にそなえていたことは，档冊に記録

されている。

　その後，盟長札
ジャ

薩
サ ク

克貝子の私が新年朝賀の年班で京師に赴いた際に，このほどシリ

ンゴル盟盟長スニトの郡王チェウェンジャブのところで本件を催促し，さらに（理藩

院等）に報告しようとしている（ことが分かった）。いわく，バートル・ユムドルジ
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らをわれわれはまったく知らなかった。ただし雍正 2年夏の仲月（5月）の 10日に，

オルドスの郡王ラシバルジョルらがそろって，スニト部のギルーン・バートルの子孫

がノルブ・ダルハン・バートルの代に至るまで，「輝かしい聖なるスゥルデの御前に

て尽力してきた尊事の使者たちは，永遠に駅馬と糧食を免除せよ」，という旨の印璽

つきの文書を渡していることから，本件を（われわれが）受理したのである。もし彼

らが本当にオルドスの郡王旗の人間であったならば，雍正 2年に王ラシバルジョルが

何ゆえにまたスニト部のギルーン・バートルの子孫である，との文書を出していたの

であろう，（といわれた）。

　ここで返信を催促すること。貴旗の管旗章京バトムンクを呼んできてたずねたとこ

ろ，「このことをもし（シリンゴル盟）盟長のところからさらに理藩院に報告したら，

集会をひらいて合同審理することになり，微小な我が旗を苦しめないことはないだろ

う。願うのは平和に処理し，理藩院への報告を中止するようお願い申しあげる」，と

いってきた。また，「提出した証文のなかに，先任の盟長や歴代ジノンらが発行した

印璽つき文書のとおりに，黄金スゥルデの祭祀に専念させるほか，一切のアルバを徴

収しない」と保証していった。

　以上のことから，盟長たる私が以下のように決定した。所管する郡王旗はユムド

ルジらに放牧を委託していた軍馬やラクダを中止するように。黒いスゥルデの御前に

て血を飲むことは，先王ラシバルジョルが出した信任状どおりにしたがうように。ユ

ムドルジから郡王旗の協理タイジらが租税を少しも取らなかったため，追求しないこ

とにするように。このように処理し終えたことを朝賀の年班を終えて故郷に帰った時

に，正式の印璽つき文書を出してスニト王の衙門に報告すると同時に档冊にも記録す

るように。したがって文書が届き次第，協理タイジ貴殿らのところから調べてみて，

ユムドルジらのところにある軍務用の馬やラクダを回収して他人に管理させるよう

に。また，雍正 2年に貴旗の札
ジャ

薩
サ ク

克，王ラシバルジョルが出した文書どおりに，アル

バ等を徴収せずに，もっぱら黒いスゥルデの御前にて羊や山羊の血を飲む役に徹する

るように。3年に一度比丁を行う時も本来の規定どおりに書かせるように。このよう

に送ると同時に，所管協理タイジらが上記決定にしたがうという旨の印璽つきの文書

を出して，何卒今年春の最後の月（3月）の 25日までに高位の官員に渡し，盟長た

る我がところに報告するように。背き妨げてはならない。これゆえに命じ送る。

道光 20年春の最後の月（3月）の 11日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 116-117）。
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10. Čiulan-u terigün Činggis-ün Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin ür-e ači Yümdorji 

nar-un umudal-i sidken Jiyün Wang-un yamun-a yabuulusan bičig. 

wang tan-a ilegebe: 

daaju sidkekü yabuulqu-yin učir. 

dangsan-du bayičaabasu Törü Gereltü-yin arban yisüdüger on-u namur-un terigün sar-a-yin 

sin-e-yin qoyar-a Silin Γool-un Čiulan-u daru-a. Sönid-ün Jegün jasa törü-yin jiyün 

wang Čewengjab-un ajar-ača kürjü iregsen Baatur Yümdorji nar Jiyün Wang-un Qosiun-u 

jasa tölügelegči nar alban teskejü jobaan Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin tayil-a-yin 

kereg-yi osuldaulqu-du kürgebe kemen jaaldusan nigen kereg-yi čiulan-u daru-a 

man-u ajar jarlan iregüljü asaubasu tusalači tayiji nar tan-u medegülkü inü

Baatur Yümdorji bolbasu man-u qariyatu jasa törü-yin jiyün wang-du asan Babudorji 

Tümenjiral nar-un büküi ča-ača inerü man-u qosiun-u janggi Rabjai. Bayajiqu nar-un 

sumun-u tayiji Tümendelger Rasinim-a nar-un qariyatu qamjil-a-yin albatu-du bui amui: 

eden-ü beyes-tü arban urban jil-dü nigen uda-a Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e 

tayil-a-yin qoni imaan-u čisun uuuqu alban bölüge: egün-ü u učir-i sayi tusiyal-un 

tusalači tayiji nar bida medekü ügei uridu tusiyal-un jiyün wang asan Babudorji. 

Tümenjiral nar-un üy-e-dü Baatur Yümdorji nar teskekü alban-iyar jobaaba kemen 

uridu tusiyal-un čiulan-u daru-a beyile Sodnamrabjayigendün-dü medegüljü mön kü 

čiulan-u daru-a-yin oyir-a-yi anu üjejü jasa-un terigün jerge tayiji Serengdejid-tü 

tusiyan sidkegülkü ča-tu teyin kü jasa-un ajar-ača Yümdorji nar-i jil büri urban lang 

alban-i ögjü yabutuai kemen jakisan-i daaju abju öčüken čü öggügsen ügei inü ünen yerü 

öger-e jüil-ün teskekü alban-iyar jobaasan učir ügei kemen medegüljüküi: 

dara-a-bar Baatur Yümdorji Nayantai nar-i jarlan iregüljü asaubasu qamtu medegülkü inü 

öčüken bida nar janggi Rabjai. Bayajiqu nar-un sumun-u tayiji Tümendelger Rasinim-a nar-un 

qariyatu qamujil-a-yin albatu-du bui amui man-u beyes-tü arban urban jil-dü nigen uda-a 

Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e tayil-a-yin qoni ima-a-yin čisun uuuqu alban-i 

daaju yabumui: teyin atal-a qariyatu wang Babudorji-yin ča-tu uda-a dara-a teskekü 

alban tungaaju kögen abusan učir-tu urida tusiyal-un čiulan-u daru-a beyil-e-dü 

medegülkü-yin ča-tu jasa-un terigün jerge-yin tayiji Serengdejid-tü tusiyan sidkegüljü jil 

büri urban lang alban ögjü yabutuai kemen jakisan yosuar nekekü bolbaču yadau-yin 

tula öčüken čü öggügsen ügei inü ünen: öčüken kümün ner jiči kögegen abjiju bolujai kemen 
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emiyen sanaju Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du tere tuqai-yin qariyatu wang Rasibaljuur-un 

bey-e Norbu Darqan Baatur-tu tusiyasan tamaatu bičig-i abju qariyatu čiulan-u 

daru-a jasa jinung-ud-tu üjegülün medegüljü abusan-u dara-a bičig-üd-i qamtu abju 

Silin Γool-un Čiulan-u daru-a jasa jiyün wang tan-a tusalači tayiji Göngču nar 

teskekü alban tulaju jobaabai kemen jokiyan jaaldusan anu ünen kemen medegüljüküi: 

darui da yamun-u er-e tügelekü dangsan-du bayičaabasu Tngri Tedkügsen-ü arban 

jiruduar on-ača Törü Gereltü-yin arban tabuduar on kürtel-e urban jil nige uda-a 

er-e tügelejü yeke juran-a ergün medegülügsen dangsan-du Yümdorji nar üy-e ularin 

janggi Rabjai sumun-u tayiji Tümendelger-ün qariyatu albatu-du yabusan anu todurqai. 

bayičaabasu Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du tere tuqai-yin qariyatu wang Rasibaljuur. 

Baatur Yümdorji-yin elünče ebüge Norbu Darqan Baatur-tu Činggis Qaan-u Qar-a 

Sülde-yin emün-e čisun uuuqu Sönid-ün Gölügen Baatur-un ür-e mön kemen uda-a 

dara-a tamaatu bičig tusiyasan qoyin-a tan-u ajar-tu jasa törü-yin jiyün wang Babudorji 

nar alban tungaaju körüngge-yin mal kögegen abusan anu ülü neyilelčekü bolbaču 

nigente ebedčin-iyer önggeregsen tula kelelčekü yabudal ügei bolasuai: odu tusalači tayiji 

nar tan-u beyes čiulan-u daru-a jasa nar-un sidkegsen-i daaju jil tutum totasan 

alban-i nekebečü-ber otu quriyan abju jarusan jüil ügei-yin tula jiči kelelčekü yabudal 

ügei bolay-a: Baatur Yümdorji nar jüi inü wang Rasibaljuur-un jakiju tusiyasan dara-a 

bičig-i ergün jaaldubasu jokimui: qarin tusalači tayiji Göngču nar teskekü alban-iyar 

jobaabai kemen qudal jokin jaaldusan anu ülü neyilelčekü-yin tula jüi ügei yabusan-i 

qauli yosuar sidkejü dausqasuai: mön kü Yümdorji Nayantai nar-i qariyatu qosiun-u 

er-e-yin ner-e tögelekü dangsan-du büküi ijaur-un jirum yosuar daaju sidkegülsügei: jiči 

Baatur Yümdorji Qosiuči Nayantai nar mön kü Rasibaljuur-un totaan jakiju tusiyasan 

dara-a bičig-un yosuar alban ba ula-a sigüsü jüil-i otu öggül ügei egüride Činggis 

Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e čisun uuuqu tayil-a-yin alban-yi daaju yabuulsuai 

eyin kü sidkejü dausqasan yabudal-i tusalači tayiji nar tan-a ajar-ača duratayiy-a 

küsen batulaqu tamaatu bičig araju medegülügsen-i dangsan-du temdeglegsen yabudal-i 

qamutuda tusiyan yabuulba: kürümegče bičig-ün dotur-a bayičaan üjejü daaju sidkekü 

yabudal-i medetügei kemen egün-u tula tusiyan ilegebe: 

Törü Gereltü-yin qoriduar on-u namur-un terigün sar-a-yin qorin tabun-a: 
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〔訳〕盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジらの不服申したて

を処理するため，郡王旗衙門に出した文書。

王に送る。

　（盟長の決定に）したがって処理するために送る件。档冊を調べたところ，道光 19

年秋の最初の月（7月）の 2日にシリンゴル盟盟長，スニト東（旗）札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王

チェウェンジャブの衙門から届いた（文書）に，バートル・ユムドルジらが郡王旗の

代表たる札
ジャ

薩
サ ク

克らに租税で苦しめられて，チンギス・ハーンの黒いスゥルデの祭祀に

支障が出るまでに至ったことを（上告してきた），と書いてあった。上告した件につ

いて，盟長たる私のところから通知を出して呼んできてたずねると，協理タイジ貴殿

らは次のように報告した。

　バートル・ユムドルジらが我が旗札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王，故バウードルジ，トゥメンジラガル
らが在位の時から現在まで，我が旗の章京ラブジャイ，バヤジホらのソムのタイジのトゥ
メンデレゲル，ラシニマらに属する随丁たるアルバトであった。彼らには 13年に一度チン
ギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて，祭祀用の羊と山羊の血を飲むアルバ（義務）が
あった。本件のもともとの原因については，現在の協理タイジのわれわれは知らない。先
代郡王で故バウードルジ，トゥメンジラガルらの時に，バートル・ユムドルジらが租税で
苦しめられたといって，前任の盟長貝勒ソノムラブジャイゲンドゥンに報告した。盟長は
近いことを考えて，札

ジャ

薩
サ ク

克一等タイジのセレンデジドに渡して処理してもらった。その時，
札
ジャ

薩
サ ク

克のところから（出た）ユムドルジらは毎年（銀）3両のアルバを出すようにとの決定
を受けいれたものの，少しも納入しなかったのは事実である。ほかに租税で苦しめたこと
はない。

と報告した。その後またバートル・ユムドルジとナヤンタイらを呼んできてたずねた

ところ，そろって次のように報告した。

　鄙少なる私どもは章京ラブジャイ，バヤジホらのソム内のタイジ，トゥメンデレゲル，
ラシニマらに属する随丁たるアルバトである。われわれには 13年に一度チンギス・ハーン
の黒いスゥルデの御前にて，祭祀用の羊と山羊の血を飲むアルバがあった。そうしている
時，所管の王バウードルジの時，度々租税を課され，徴収されたため， 前任の盟長貝勒に報
告した。（盟長は）札

ジャ

薩
サ ク

克一等タイジのセレンデジドに渡して処理させた。毎年（銀）3両
のアルバを納入せよ，との決定で（またも旗から）納付を求められたが，貧乏のため少し
も払っていないのは事実である。鄙少な私どもはいずれまた租税納付を追及されるだろう
と恐らくなって，雍正 2年に当時の王ラシバルジョルがノルブ・ダルハン・バートルに渡
した印璽つきの文書をもって，所管盟長札

ジャ

薩
サ ク

克ジノンらに見せて報告した。つづいてまた
それらの文書を携えてシリンゴル盟盟長で札

ジャ

薩
サ ク

克郡王殿に協理タイジのグンチュクらが租
税で苦しめているといって訴えたことも事実である。
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と報告した。その後盟長衙門にある比丁档冊を調べたところ，乾隆 16年から道光 15

年まで 3年に一度比丁を行い理藩院に報告していた档冊にも，ユムドルジらが代々章

京ラブジャイのソムのタイジ，トゥメンデレゲルの属民アルバトであったことは明ら

かである。

　調べたところ，雍正 2年に当時の所管王ラシバルジョルがバートル・ユムドルジ

の曽祖父ノルブ・ダルハン・バートルをチンギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて

血を飲むスニト部のギルーン・バートルの子孫である，と（認めて）度々印璽つきの

文書を発行していた。その後，貴旗の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王バウードルジらがアルバを課し

て，生活基盤たる家畜を徴収したのは（法に）合わない。ただし，（本人が）すでに

病故しているため，追求しないことにしよう。

　現在の協理タイジらは盟長らの決定にしたがって，所定のアルバを催促したことが

あっても，実際に徴収して使ったことがないため，同じく追求しないことにしよう。

　バートル・ユムドルジらは王ラシバルジョルが出した文書を見せて上告すれば正し

かったが，協理タイジのグンチュクらが租税で苦しめた，と嘘をいって訴えたのは，

（法に）合わないため，その違法行為を法律にもとづいて処理するように。また，ユ

ムドルジとナヤンタイらを所管旗内の比丁档冊内にある以前の規定どおりに処理する

ように。

　バートル・ユムドルジと先鋒ナヤンタイらは，（先王）ラシバルジョルが決定し発

行した文書どおりに，アルバや駅馬，それに丸煮シュースを一切納付する必要がな

い。もっぱらチンギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて血を飲む儀礼というアルバ

に専念するように。

　このように処理し終えたことについて，協理タイジら貴殿のところから賛同する旨

の印璽つき文書を発行し届けてきたことを档冊に記録した。このこともあわせて伝え

て送る。届き次第文書の内容を調べてみて，したがい行うべきことを知るように。こ

れゆえに送る。

道光 20年秋の最初の月（7月）の 25日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 118-119）。

11. Yeke Juu-yin Čiulan-u terigün-eče Činggis-un Gilügen Baatur-un qoyiči üy-e-yin 

ür-e ači Yümdorji nar-un umudal-i sidken sidbürilegsen-iyen Silin Γool-un Čiulan-u 

terigün Sönid Jegün Qosiun-u jiyün wang Čewengjab-tu medegdegsen bičig. 
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Kiyen Čing Men-dü yabuqu Silin Γool-un Čiulan-u daru-a Sönid-ün jegün törü-yin jiyün 

wang qoyar jerge nemegsen Čewengjab tan-a ilegebe: 

qoyisi medegülün yabuulqu učir. 

Törü Gereltü-yin arba yisüdüger on-u namur-un terigün sar-a-yin sin-e-yin qoyar. erkim 

čiulan-u daru-a jasa jiyün wang tan-u ajar-ača kürjü iregsen bičig-tü man-u Silin 

Γool-un Čiulan-u teyimü kemen ilegebe: eyimü-yin tula man-u čiulan-u jasa törü-yin 

jiyün wang Erkimbilig-ün tama-a-yi qamiyarusan tusalači tayiji Göngčü. qosiun-u 

kereg-yi tusalan sidkegči tusalači tayiji Göngčudorji nar čiulan-u daru-a man-u ajar 

jarlan iregüljü asaubasu medegülkü inü 

Baatur Yümdorji bolbasu man-u qariyatu jasa törü-yin jiyün wang-du asan Babudorji 

Tümenjiral-un büküi ča-ača inerü man-u qosiun-u janggi Rabjai. Bayajiqu nar-un 

sumun-u tayiji Rasinim-a. Tümendelger-ün qariyatu qamjil-a-yin albatu-du büküi amui: 

eden-ü beyes-tü arban urban jil nigen uda-a Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e 

tayil-a-yin qoni ima-a-yin čisun uuuqu alban bölüge: egün-ü u učir-i sayi tusiyal-un 

tusalači tayiji nar bida medekü ügei. man-u uridu tusiyal-un qariyatu jasa jiyün wang 

asan Babudorji. Tümenjiral nar-un üy-e-dü Baatur Yümdorji nar teskekü alban-iyar 

jobaabai kemen uridu tusiyal-un čiulan-u daru-a beyile Sodnamrabjayigendün-dü 

medegüljü mön kü čiulan-u daru-a-yin ajar-ača oyir-a-yi üjejü jasa-un terigün jerge 

tayiji Serengdejid-tü tusiyan sidkegüljü asan ča-tu teyin kü jasa-un ajar-ača Yümdorji 

nar-yi jil büri urban lang alban-i ögjü yabutuai kemen jakisan-i daaju abju öčüken čü 

öggügsen ügei inü ünen yerü öger-e jüil-ün teskekü alban-iyar jobaasan učir ügei kemen 

medegüljüküi: 

dara-a-bar Baatur Yümdorji Nayantai nar-i jarlan iregüljü asaubasu qamtu medegülkü inü 

öčüken bidan-du arban urban jil-dü nigen uda-a Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e 

tayil-a-yin qoni imaan-u čisun uuuqu alban-i daaju yabumui: teyin atal-a qariyatu wang 

Babudorji-yin büküi ča-tu uda-a dara-a teskekü alban tusqaju kögen abusan učir-tu 

urida tusiyal-un čiulan-u daru-a beyil-e-dü medegülkü-yin ča-tu jasa-un terigün 

jerge tayiji Serengdejid-tü tusiyan sidkegüljü jil büri urban lang alban ögjü yabutuai kemen 

jakisan yosuar nekekü bolbaču yadau-yin tula öčüken čü öggügsen ügei inü ünen öčüken 

kümün ner jiči kögegen abčiju bolujai kemen emiyen sanaju Nayiraltu Töb-ün qoyaduar 

on-du tere tuqai-yin qariyatu wang Rasibaljuur-un bey-e Norbu Darqan Baatur-tu tusiyasan 



国立民族学博物館研究報告　 28巻 1 号

124

tamaatu bičig-i abčiju qariyatu čiulan-u daru-a jasa jinung-ud-tu üjegülün medegüljü 

abusan-u dara-a bičig-üd-i qamtu abju Silin Γool-un Čiulan-u daru-a jasa jiyün 

wang tan-a tusalači tayiji Göngču nar teskekü alban tusqaju jobaabai kemen demei 

jokiyan jaaldusan anu ünen kemen medegüljüküi: 

egün-dü bayičaabasu Nayiraltu Töb-ün qoyaduar on-du tere tuqai-yin jasa törü-yin 

jiyün wang Rasibaljuur. Baatur Yümdorji-yin elünče ebüge Norbu Darqan Baatur-tu 

Činggis Qaan-u Qar-a Sülde-yin emün-e čisun uuuqu Sönid-ün Gölügen Baatur-un 

ür-e mön kemen tamaatu bičig tusiyasan-u qoyin-a jasa törü-yin jiyün wang Babudorji 

nar alban tusqaju körünggen mal-i kögegen abusan anu ülü neyilelčekü bolbaču nigente 

ebedčin-iyer nasu önggeregsen tula kelelčekü yabudal ügei bolasuai. tusalači tayiji 

Göngču Göngčudorji nar čiulan-u daru-a jasa nar-i sidkegsen-i daaju jil tutum 

totaasan alban-i Yümdorji nar-ača otu quriyan abusan jüil ügei-yin tula jiči kelelčekü 

yabudal ügei bolay-a. Baatur Yümdorji nar jüi inü wang Rasibaljuur-un jakiju tusiyasan 

dara-a bičig-i ergün jaaldubasu jokimui qarin tusalači tayiji Göngču nar teskekü 

alban-iyar jobaabai kemen qudal jokiyan jaaldusan anu ülü neyilelčekü-yin tula jüi ügei 

yabusan qauli yosuar sidkejü dausqasuai: Baatur Yümdorji Qosiuči Nayantai nar-i 

mön kü wang Rasibaljuur-un tusiyasan tamaatu bičig-ün yosuar alban-u ula-a sigüsü 

öggül ügei egüride Činggis Qaan-u emün-e čisun uuuqu tayil-a-yin alban-yi daaju 

yabuulsuai.eyin kü sidkejü dausqasan yabudal-yi erkim čiulan-u daru-a jasa 

wang tan-a medegülün egün-ü tula ilegebe: 

Törü Gereltü-yin qoriduar on-u namur-un terigün sar-a-yin qori yisün-e: 

〔訳〕イケ・ジョー盟盟長から，チンギスのギルーン・バートルの後裔ユムドルジら

の不服申したてを処理した結果をシリンゴル盟盟長スニト東旗の郡王チェウェンジャ

ブに知らせた文書。

乾清門行走シリンゴル盟盟長スニト左（旗）の多羅郡王二次加級チェウェンジャブ殿

に呈する。

　伝えて送る件。

　道光 19年秋の最初の月（7月）の 2日に，貴盟盟長札
ジャ

薩
サ ク

克郡王貴殿のところから

届いた文書のなかに，「我がシリンゴル盟の……云々」とあった。そのため，我が盟
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の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王エルキムベレクの印務を署理する協理タイジのグンチュク，協理旗

務タイジのグンチョクドルジらを盟長たる私のところに呼んできてたずねたところ，

次のように報告した。

　バートル・ユムドルジらが我が旗札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王，故バウードルジ，トゥメンジラガル
らが在位の時から現在まで，我が旗の章京ラブジャイ，バヤジホらのソムのタイジのラシ
ニマ，トゥメンデレゲルらに属する随丁たるアルバトであった。彼らには 13年に一度チ
ンギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて，祭祀用の羊と山羊の血を飲むアルバがあった。
本件のもともとの原因については，現在の協理タイジのわれわれは知らない。先代郡王で
故バウードルジとトゥメンジラガルらの時に，バートル・ユムドルジらが租税で苦しめら
れたといって，前任の盟長貝勒ソノムラブジャイゲンドゥンに報告した。盟長は近いこと
を考えて，札

ジャ

薩
サ ク

克一等タイジのセレンデジドに渡して処理してもらった。その時，札
ジャ

薩
サ ク

克
のところから（出た）ユムドルジらは毎年（銀）3両のアルバを出すようにとの決定を受け
いれたものの，少しも納入しなかったのは事実である。ほかに租税で苦しめたことはない。

と報告した。その後またバートル・ユムドルジとナヤンタイらを呼んできてたずねた

ところ，そろって次のように報告した。

　鄙少なる私どもには 13年に一度チンギス・ハーンの黒いスゥルデの御前にて，祭祀用の
羊と山羊の血を飲むアルバがあった。そうしている時，所管の王バウードルジの時，度々
租税を課され，徴収されたため，前任の盟長貝勒に報告した。（盟長は）札

ジャ

薩
サ ク

克一等タイジ
のセレンデジドに渡して処理させた。毎年（銀）3両のアルバを納入せよ，との決定で（ま
たも旗から）納付を求められたが，貧乏のため少しも払っていないのは事実である。鄙少
な私どもはいずれまた租税納付を追及されるだろうと恐らくなって，雍正 2年に当時の王
ラシバルジョルがノルブ・ダルハン・バートルに渡した印璽つきの文書をもって，所管盟
長札

ジャ

薩
サ ク

克ジノンらに見せて報告した。つづいてまたそれらの文書を携えてシリンゴル盟盟
長で札

ジャ

薩
サ ク

克郡王殿に協理タイジのグンチュクらが租税で苦しめているといって訴えたこと
も事実である。

と報告した。そこで調べたところ，雍正 2年に当時の札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王ラシバルジョル

が，バートル・ユムドルジの曽祖父ノルブ・ダルハン・バートルに，チンギス・ハー

ンの黒いスゥルデの御前にて血を飲むスニト部のギルーン・バートルの子孫であると

（認めて），印璽つきの文書を発行していた。その後，札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王バウードルジら

がアルバを課し，生活基盤である家畜を徴収したのは理にかなわない。ただし，（本

人が）すでに病故しているため，追求しないことにさせていただきたい。協理タイジ

のグンチュク，グンチョクドルジらは盟長札
ジャ

薩
サ ク

克らの決定にしたがって，毎年所定の

アルバをユムドルジらから（徴収しようとしたが），まったくとれなかったため，追

求しないことにしたい。
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　バートル・ユムドルジらに関しては，王ラシバルジョルの発行した印璽つきの文書

を呈して上告すれば正しかったが，協理タイジのグンチュクらが租税で苦しめている

と嘘をいって訴えたのは法に合わないため，（その）違法行為を法にもとづいて処理

させていただきたい。

　バートル・ユムドルジと先鋒ナヤンタイらを，王ラシバルジョルが発行した印璽つ

き文書どおりに，アルバとしての駅馬や丸煮シュースを納付せずに，今後ともチンギ

ス・ハーンの御前にて血を飲むという祭祀のアルバに専念させることにしたい。

　このように処理し終えたことを貴盟の盟長札
ジャ

薩
サ ク

克王殿に報告する。

これゆえに送る。

　道光 20年秋の最初の月（7月）の 29日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 119-121）。

12. Dalad-tu ilegebe: 

ulamjilan kürgegülkü-yin učir. 

man-u čiulan-u jiyün wang Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordun-yi tayiqu Darqad 

qourundu-ban Yümdorji nar-i buliyaldun jaaldusan nigen kereg-i čiulan-u daru-a 

man-u ajar-ača Kiyen Čing Men-dü yabuqu Silin Γool-un Čiulan-u daru-a Jegün 

Sönid-ün jasa törü-yin jiyün wang Čewengjab-un yamun-a yabuulqu dutui bičig nige-yi 

tusqai tamaatu bičig daaulun kürgegülbe: kürümegče beyise tan-u ajar bičig-ün 

doturaki-yi bayičaan üjejü Ulaančab-un Čiulan-u daru-a-yin ajar yabuulju 

ulamjilan Silin Γool-un Čiulan-u daru-a-yin Sönid wang-un yamun-a kürgegülün kergin 

ulamjilan kürgegülügsen yabudal-i qoyisi qariu tamaatu bičig kürgen iregülsügei egün-ü 

tula tusiyan ilegebe: 

Törü Gereltü-yin qoriduar on-u namur-un terigün sar-a-yin qori yisün-e. 

〔訳〕ダラト旗に送る。

転送してもらう件。

　我が盟の郡王とチンギス・ハーンの八白宮をまつるダルハトとのあいだで，ユムド

ルジらをめぐって上告した件について，盟長たる私のところから乾清門行走，シリン

ゴル盟盟長，東スニトの札
ジャ

薩
サ ク

克多羅郡王チェウェンジャブの衙門に送る封筒つきの文

書ひとつに印璽つき文書を添付して送り届ける。届き次第，貝子貴殿のところで文書
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の内容を調べてみて，ウラーンチャブ盟盟長のところへ送り，さらにシリンゴル盟盟

長スニト王の衙門に送り届けるように。このように転送した経緯について，印璽つき

の返信を送ってくるように。これゆえに命じて送る。

　道光 20年秋の最初の月（7月）の 29日 

（Činggis Qaan-u Naiman Čaan Ordu 1998: 121）。

注

 1） ギルーンに対し，ギルグーダイあるいはギョルグダイは愛称である。モンゴル語の場合，
男子の名前の後ろに「ダイ」や「タイ」がつくと，愛称になる。

 2） ここでいう乳酒とはアルジャ（arja）とホールジャ（qourja）の 2種類である。アルジャ
は最初の蒸留で得た酒で，ホールジャは 2度蒸留後のものであり，度数が高い。

 3） 同じくオルドス地域にまつられているアラク・スゥルデにも「血祭」がある。アラク・
スゥルデの血祭は「13年に一度の寅年」におこなわれる。その際，アラク・スゥルデの
バートル爵の祭祀者は右腕を露出して片足跳びをし，血を啜り飲む（楊  2001: 105-106）。両
スゥルデのバートルの腕の露出形式が左右逆になっているのが特徴的である。

 4） 別の『金書』では Quyildarとなっている（楊  1998: 107）。
 5） ハイシッヒはきわめてユニークな『十善福白史』を公表している。その『十善福白史』の
冒頭には他の写本にない内容，つまり八白宮祭祀に関する法規が明記されている（Heissig 
1959b: 3-4; 17-20）。サガスターはハイシッヒの研究に依拠しなから『十善福白史』には 2つ
の系統がある，と指摘している。そのうちの一種は冒頭にチンギス・ハーン祭祀に関する法
規等があるのに対し，かような内容のない写本もあるという（Sagarter 1976: 53）。井上はサ
ガスターの分類に賛同しつつ，祭祀法規のある写本はチンギス・ハーン祭祀と関わりを持つ
人物による編集であろうと推察している（井上  1991: 71-83; 1992: 1-24）。厳密にいえば，冒
頭に祭祀法規があるか否かはともかく，『十善福白史』の本文中にチンギス・ハーン祭祀の
「四季の大宴」に関する詳細な記述があることから，同書とチンギス・ハーン祭祀との関連
はもともときわめて強かったと認めなければならない。

 6） 現在の軍神黒いスゥルデ祭祀における編陣から考えると，『蒙古源流』が記すギルーン・
バートルとマングート部のホイルダルの役割も浮かびあがってくる。中央アジア遠征にして
も，アムバガイ・ハン制圧にしても，2人はモンゴル軍の先鋒をつとめていたと推察できよ
う。

 7） セールイス師は発表当時，文書が八白宮の『金書』であることを正しく認識しておら
ず，八白宮祭祀そのものを観察する機会もなかったためか，随所に誤読に起因するミスがあ
る。

 8） サインジャラガルが公表した「祈祷用ヒツジの卜い書」（Sayinjiral 2001: 213-215）を
初歩的に検討した結果，その内容は私が 1998に『「金書」研究への序説』のなかで紹介し
（楊  1998: 29），その後ホルチャバートルとともに公開した「聖主の祝詞および尊き食べ物の
作法の書」のなかの一部（Qurčabaatur and Čotu 2001: 43-61）とほぼ同質な内容であること
が判明した。

 9） 現在のオルドスでも，氏族の共同墓地を「大いなる地」（yekes-ün ajar）と呼ぶ。
 10） モンゴルの父系親族集団オボクとヤス（骨）については，私は博士学位請求論文『オルド
ス・モンゴル族の社会構造―ヤスの機能とその歴史的変容』のなかで詳しく論じたことが
ある（楊  1994）。

 11） おそらくはタイシ（太師）のビルーンダライであろう。
 12） Mostaert師の初期の著作においても，より正確に現地音に近づくために，Ordusを Urdus
と表記している（Mostaert 1926: 851-869）。

 13） Barintaiは恐らくユムドルジの息子 Bartaiの書写ミスであろう。
 14） この sogsiuiという言葉の意味は不明である。
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 15） ここの省略は資料集の編集者によるものか，それともオリジナルに省略があったかは不明
である。

 16） 道光 17年 7月 11日付けの文書（本論文の No.1の文書）は，当時副盟長だったチャク
ドゥルスレンから郡王旗の協理タイジらに出されたものである。その際，「故トゥメンジラ
ガルの印璽を守護する協理タイジ」と表現していた。恐らく当時，トゥメンジラガルの子息
エルキムベレクはまだ亡父の郡王爵を継承していなかったためであろう。

 17） No.1の文書では「盟長」となっている。その後，文書 4からも分かるように，チャグド
ラセレンは実際には副盟長に就任しなかったため，ここでは貝子としている。

 18） No.1の文書では「貝勒」となっている。
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